
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／かわく




デザイン／百足屋ユウコ＋ナカムラナナフシ（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







プロローグ




　その日、眩くら星ぼし織おり音ねは白しろ宮みや寮に呼ばれていた。

　白宮寮はその名前を象徴するかのように白が多い。寮の周りは白しら樺かばに囲まれ、寮の壁も白く塗られている。

　白樺林を見渡せるリビングに白宮と紅あか宮みや、そして若わか宮みやとなった織音がいた。

　にこにことした白宮とは対照的に織音は緊張していた。

　テーブルにはシフォンケーキがホールで置かれ、さらに三段重ねのティースタンドにもクッキーなど各種の焼き菓子が積まれている。その甘い香りだけで紅茶が飲めてしまいそうだった。

「どう、若宮としての生活は？」

「どうと言われても……」

　にこにこ笑顔の白宮に問われ、織音はどう答えたものかと困った。

「緊張ばかりしてます」

「白宮。若宮はまだ寮に入って一週間だ」

　隣に座る紅宮がそう言ってくれて、織音はほっとした。そんな彼女は切り分けられた大きなシフォンケーキにたっぷりの生クリームを塗りたくり、いままさに大きな口で頰張ろうとしている。

　お行儀よくしなければと考えて身動きが取れなくなっている織おり音ねからしたら、目を疑うような光景だ。

「あら、わたしはその一週間で同級生たちの心を摑つかんだわよ」

　そんな紅あか宮みやの堂々とした姿を微笑ましそうに白しろ宮みやは眺めている。

「あなたは特別ですよ」

「そうかしら？　アリサちゃんもすぐに人気者になったと思うけど」

「珍獣扱いですよ」

　自分のことなのに平然とそう言ってのける。

「刀を振り回す大和魔女は珍しいから？　そんなものは一時的なものだし、歴代の有名な大和魔女を調べればそれほど珍しくもなくなるわ。人に好まれる理由は珍しさではないわよ」

「そうであればいいのですけど」

「大丈夫よ。それより、いまは織音ちゃんでしょ」

　話題が自分に戻ってきて、織音はクッキーに伸ばそうとしていた手を止めた。

「眩くら星ぼしなら大丈夫に決まっていますよ」
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「そうね。織おり音ねちゃんも大丈夫でしょうね。でも、まだ学院の流儀には慣れていないけれど」

「学院の流儀、ですか？」

　なんの話をしているのだろう。来てすぐにこんな話になってしまい、織音にはなにがなんだかわからない。

　お茶会だといって呼ばれたし、実際にそれだけなのだろうと思っていた。

　だけどもしかして、それだけではないのだろうか？

「そうよ。ここは常とこ夜よ坂ざか女学院。大和魔女たちの聖地。ここにはここなりのやり方があるし、あなたは一年生たちの見本として、それを率先して行わなければいけないの」

　見本と言われて、織音は内心で天を仰いだ。大和魔女を目指す少女たちが集う常夜坂女学院に入学したばかりの織音だが、ついこの間、とある試合の結果、若わか宮みやという肩書きを手に入れてしまった。

　一年生の顔のような立場らしいのだが、自分は決して大和魔女の見本になんてなれない。

　その理由がある。

　だけど、同じ宮を名乗る白しろ宮みやや紅あか宮みやを前にして、いや、この学院のほぼ全員を前にして織音はその理由を明らかにするわけにはいかない。

　知らない顔をして、白宮の説明を聞くしかない。

「たとえば？」

「たとえば、お茶会」

　尋ねると、白宮はやはりにっこりと手にしたカップを掲げた。

　お茶会。織音は周りを見渡した。

　テーブルに並べられたお茶とお菓子。

　そして二人の宮。

「これ、ですか？」

「そう。三年間とはいえ、閉じられた世界で暮らすのは色々と鬱憤が溜たまったりするものよ」

「それは、そうかもしれませんね」

　常夜坂女学院は、普通の場所にある普通の学校ではない。

　魔力によって仮定された亜空間に存在し、入学した生徒たちは卒業するまで外に出ることはできないし、外との連絡も決まった日にしかすることができない。

　いくつもの浮遊した大地によって構成された広大な空間だが、人間は三種類しかいない。教師と生徒と事務員だ。さらに言えば全員が大和魔女か見習いなので、一種類だと言い切ることもできる。

「ここにいると、普通の世界が多様な人間によって構成された実に複雑な世界なんだったんだって、思い知らせてくれますね」

　紅あか宮みやの手元にある皿は空になっており、そこに白しろ宮みやが嬉き々きとした表情で新しいシフォンケーキを載せている。

　見ると、ホールだったシフォンケーキのすでに三分の一がなくなってしまっている。

「大和魔女だけのこの場所はとても刺激的だが、ちょっとしたことでひどく退屈で脅迫的な場所になったりもする」

　厳しい顔で紅宮は言うが、その唇には生クリームが張り付いていて説得力が半減している。

「ここは学びと錬磨の場所ですもの。それは不可避の危険性よ」

　白宮は優しい顔で頷うなずく。

「それの解消を先生方にだけ任してしまうわけにもいかないでしょう。だから、わたしたち宮がそれを請け負うの。大和魔女的にね」

　つまり、ストレスを解消するためのイベントを催せ、ということだ。

　それが、若わか宮みやとなった織おり音ねの仕事だと言いたいらしい。

「それが、お茶会、ですか？」

「その中の一つが、お茶会よ」

「はぁ……」

「まぁ、大和魔女的交流の初級編よ。がんばってね」

「は、はぁ……」

　それからは白宮と紅宮の他愛もない会話を聞くだけでお茶会は終わってしまった。

　結局、お菓子はそのほとんどが紅宮の口に吸い込まれてしまい、織音はクッキー一つしか食べられなかった。

　白宮もほとんど食べていなかった。

　ということは、あそこに並べられた大量のお菓子は紅宮のために用意されたものだったのだろう。

　舗装路に従って白しら樺かば林を抜けると、ゲートが待ち構えている。

　白宮寮は、それ単体で一つの浮テ遊ー大ブ地ルを使用している。これは若宮寮も同じなので、おそらくは紅宮寮も同じだろう。そして名前を反映してか若宮寮に常緑樹が多いのと同じように、紅宮寮もおそらくは赤い植物が多いのではないだろうか。

　そんな他愛のない質問でもしてみればよかったのかもしれない。

　すぐ近くに紅宮がいるのだが、織音はなにを話せばいいかわからず、気まずい沈黙を味わっていた。

　紅宮は凜りんとして織音の少し前を歩いている。

　彼女の名前は鏡かがみ野のアリサという。それ以外はよく知らない。知っていることといえば、さきほど白しろ宮みやが言っていたように刀が得意なことぐらいだ。

　そしてそれだって、迂う闊かつに口に出してはならない。

　まだ、眩くら星ぼし織おり音ねとして、あるいは若わか宮みやとして、紅あか宮みやの活躍をこの目で見たことはないからだ。

　黒こく衣いとしてなら、見たことはある。

　織音がこの学院にやって来た目的を果たすためのもう一つの姿、それが黒衣だ。

　その姿でならば織音は紅宮の戦う姿を見たことがある。

　そしてそのことがあるから、織音は紅宮に自分の正体が見破られるのではないかと心配してしまって、上手く話しかけられないでいる。

　このままではいずれ怪しまれてしまうのではないかと心配になっているのだけれど、警戒心がいつの間にか苦手意識にすり替わってしまっているようで、どうにも踏ん切りがつかないでいた。

「それではな」

「あ、はい」

　今日もまた、気が付けば白しら樺かば林を抜けてゲートに辿たどり着いてしまっていた。紅宮は先にゲートを使って転移してしまう。

「はぁ」

　織音はため息を吐つくと、その後を追ってゲートに入り、転移する。

　出た先は、紅宮とは違う。

　若宮寮のゲートだ。

「あ、おかえりなさい」

　ゲートを抜けるとすぐに、二人の姿が織音を出迎えた。

　同じ若宮寮に住むことになった千ち輪わ環たまきと鈴すず火びルカだ。

　織音と同じ一年生で、そして織音が黒衣であることを知ってしまった彼女たちには、織音の活動に協力してもらっている。

「お帰り、織音」

「ルカさん、若宮様でしょ！」

「あ、そうそう。若宮様」

「もう」

　形にこだわる環に、ルカはどこか吞のん気きで無防備だ。

　若宮杯中のルカは張り詰めていて、近寄りがたい雰囲気があった。

　だけど、いまの彼女にそんな空気はない。

　たとえるなら若宮杯前のルカは毛を逆立てた猫で、いまはひなたぼっこ中の猫だ。

　猫を召喚するルカらしいといえばそうなのだけれど、どうもそれが環の癇かんに障っているようで、二人の仲は決して良好とは言えない。

　そのことが織おり音ねを悩ませていた。

「まぁまぁ。僕は織音でいいんだけど」

「そういうわけにはいきません！」

「そうかなぁ？」

「織音さんは、学年で一番の大和魔女なんです！　その方の側にいるのですから、これもまた少しは特別なことなんです。でも、その特別さは、あまり他の人たちに見せつけてはいけないものだと思うんです」

　環たまきの言葉には重さがある。それは彼女がその言葉を作ったときに内面から滲にじみ出た必死さを織音が感じるからだろう。

　環は中学生のときに対人関係で悲しい思いをしている。その時の経験が第三者の印象に対して過敏にさせている。

「だから、織音より若わか宮みやの方がいいってこと？」

「そういうことです」

　ルカは環の過去のことは知らない。だけど、言葉の重みは感じたのかもしれない。なんとなく従う雰囲気を見せている。

「それが常とこ夜よ坂ざか女学院の流儀です」

　やや得意げな顔で環がその言葉を言うので驚いた。

「流儀、ね」

「……？　なんですか？」

「いや、なんでもないよ」

　流儀という言葉で白しろ宮みやのことを思い出す。

「それより、そこまで深く考えなくてもいいんじゃない？」

「そんなことはありません！」

　きっと睨にらんでくるが、織音は怖くない。

「でも環、さっき僕のこと『織音さん』って言ったよね？」

　織音の立場のことを話しているとき、環はそう言ってしまっている。

　それに、環は気付いていないのかもしれないけれど、若宮寮での共同生活が始まってからも何度か、環は『織音さん』と言っているのだ。

「そ、それは……」

「環がどっちで呼びたいのかわからないけど、僕たちだけのときなら好きな方で呼べばいいんじゃないかな？」

　慌てふためく環に、織音は優しく言い聞かせる。

　確かに白宮や紅あか宮みやを見ていると『宮様は特別』という空気感は理解できるのだけれど、そのカテゴリーに織おり音ねが入ってしまうのは、どうにもすっきりしない。

　ただただ慣れていないだけだといえばそれだけなのかもしれないけれど、やはり入ったばかりの一年生が『特別』の枠の中に収められてしまうのはおかしいのではないかと、考えてしまうのだ。

　そんな織音の気分を和らげてくれる意味でも、環たまきたちには織音と呼んで欲しい気もする。

「うんうん。それがいい！」

「ルカさん！　もう……」

　織音の提案にルカが嬉うれしそうに賛成し、環が吐息を漏らす。

「わかりました！　そうします！」

　環がそう言い、ルカが手を挙げて喜ぶのだが、織音は心配になった。

「もしかして、怒ってる？」

「怒ってません！」

「本当に？」

「本当です」

「ならいいんだけど……」

「……それにわたしだって、できれば名前で呼びたいですから」

「なにか言った？」
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「なんでもありません！」

　環たまきの真意は聞き逃したことにし、織おり音ねは若わか宮みや寮までの道すがら、白しろ宮みやからの宿題の話をした。

「それで、お茶会をするの？」

　ルカが首を傾げる。どうしてそんなことをしないといけないのかという顔だ。織音だってそんな気持ちだが、それが若宮の義務だと言われれば無視するわけにもいかない。

「そうだね。しないといけないんだろうけど」

　それに、お茶会と聞いて明らかに表情を明るくしている女子がここに一人いる。

　環だ。

　そういえば白宮寮に送り出すとき、環はいつもよりも念入りに織音の制服から埃ほこりを落とし、髪型を気にしてくれた。

　こういう女子がいるのだから、お茶会をすることはやはり意味があるのだろう。

「こほん」

　織音に見られていることに気付いて、環が咳せき払ばらいで取り繕う。

「お茶会をするとなると、若宮寮に招待しないといけないんですよね？」

「そうなるよねぇ」

　織音が頷うなずく。

「若宮寮なら、一クラスぐらいなら舞踏会ができそうなくらいの広間があるし」

「十人くらいなら招待できる応接間もありますしねぇ」

　お客を呼ぶスペースにはまったく困らない。

「だよねぇ」

　ルカと環がそう言い、織音はがっくりとうな垂れる。

　せっかく、気兼ねすることのないプライベート空間を手に入れたと思ったのに、学院の流儀がそうはさせないと立ちふさがってくる。

「せっかく、改造しようと思ったのに」

「そうだね」

　それは、若宮寮に入寮した日の夜のことだ。

　織音はこの広い建築物を黒こく衣いとしての活動を効率的に行うための基地にしようと思った。

　いまのところは、左手の魔法陣越しに黒衣のグリモアコートを操って簡易的に監視魔法を起動させて、学院中を見回れるようにしているが、もっと広い場所に堂々とした魔法陣を展開し、なんの仲介もなく操作することができるなら、監視魔法の精度は格段に上がるのは明白だ。

　それになにより、秘密基地的な雰囲気が織音の心を揺さぶった。

　織おり音ねの案にルカも乗り気になり、二人で基地にどんな機能を搭載させるか話し合っていたというのに。

「お茶会はともかくとして、誰も招けないぐらいに改造するというのは、そもそも不可能だったのでは？」

　環たまきの声は冷たい。

「ははは、それはそうだね」

　正論の前では織音の苦笑も乾いてしまう。

「でも、二階の個室に他人を招かなければいいんだから、空いてる部屋を一つ、それ用に改造したらいいんじゃないかな」

「そうしようか」

　ルカの提案はとても現実的で、織音はその案に頷うなずくしかない。

　しかしそれにしても、この間まで話し合っていたものとは落差がありすぎて気分が萎んでしまう。

「はいはい。この話はおしまいです。いまはお茶会です。お茶会！」

　環が一人でやる気になってくれている。

「まぁ、料理とかできるの、僕たちの中だと環だけだし」

　この一週間で、家事能力の優劣はすでに決着が付いている。あらゆる面において環が圧倒的に高く、織音も掃除はできるけれど料理は苦手、ルカはどれもそつなくこなせるけれど、料理は和食限定だ。

　常とこ夜よ坂ざか女学院でのお茶会となると、白しろ宮みや寮を見る限り英国式のアフタヌーンティーをベースに考えるべきだろう。

　となると、この三人の中でリーダーを任せられるのは環しかいない。

　織音は環に任せることにした。

「はい！」

　環はとてもうれしそうに了承してくれた。




　お茶会の準備といっても家具の類は寮に揃そろっている。織音たちがするべきことはお菓子の支度と、誰を呼ぶかを考えることだけだった。

　できれば最初の一回は失敗してもいいように顔見知りにお願いしたい。

　というわけで、記念すべき第一回はクラスメートである羽は良ら翔しよう子ことその友人たちにお願いすることにした。

　放課後に若わか宮みや寮を訪れた彼女たちは非常に喜んでくれた。環の作ったお菓子も好評で、図書館で調べた紅茶の淹いれ方も問題なさそうだった。

　羽良たちにこの後どうしようかと相談した結果、隣のクラスの知り合いを紹介してくれた。一年生はこの二クラスしかないので、お茶会をするなら交互に誘っていくようにすれば不満はないのではないかということになった。

　翌日、羽は良らの紹介でその隣クラスの人たちをお茶会に招いた。

　全く初めての人をいきなりお茶会に誘うなんて、すごく傲慢なことなのではないかと心配していたのだけれど、それは杞き憂ゆうに終わった。

　むしろこちらの予想以上の喜びようにびっくりしたぐらいだ。

　なにはともあれ、お茶会はつつがなく終了することができた。帰り際に次の予定を聞かれたのは失敗ではないということだ。織おり音ねはほっとした。

「みんな、この学院の空気を楽しみたいのよ」

　というのは羽良の談だ。宮様に呼ばれてお茶会をするというのが、学院の空気を楽しむことの一つなのだろう。

　となると、宮様も大変だ。

「なんとか終わりましたね」

　一番の功労者である環たまきが安あん堵どの吐息を零す。ルカは食器を洗っている。

「うん、お疲れ様。準備、ありがとうね」

「いえいえ」

　労ねぎらうと環はくすぐったそうに笑う。

「でも、意外にお茶会も役に立つかもね」

　ふと思い出し、織音は呟つぶやく。

　お茶会の途中で羽良が一つの話題を投げ込んできたのだ。

　それは寮で起きている怪異だった。夜な夜な人魂が舞うという程度のものではあるのだが、織音は興味を引かれた。

「人ひと伝づての情報でも、なにかいいものがあるかもしれない」

　可能性でしかないが、織音はその怪異に、外の勢力の介入を疑っていた。




　魔法使いの世界は、大変動の危機を迎えていた。

　逃れようがないその危機を前に、世界中の魔法使い勢力は水面下で緊張状態に陥っている。

　その緊張は大和魔女の聖地である、この常とこ夜よ坂ざか女学院にも及ぼうとしていた。大和魔女のみが実現させることに成功した万能魔法具グリモアコートの秘密を探ろうと、多くの魔手が隔絶されたこの世界に伸びてきていた。

　その魔手の一つに、織音は用がある。

　だから、織音は黒こく衣いとなって、学院に侵入した魔手と戦っている。




　若わか宮みや杯での擬装牛ご頭ず騒ぎ以来、大きな動きはない。だがそれは、新たな探査魔法が侵入していないだけで、すでに侵入して潜伏し、着々と情報収集を行っているものはあるかもしれない。

　あるいは、織おり音ねが気付かないだけでいまこのときにも侵入しているのかもしれない。

　自分で見つけることができないなら、他の人たちのなにげない噂うわさ話ばなしから、すでに仕込まれているものを捜す方法を採用するしかない。

「噂を集めるにはお茶会は有用かも」

「有用だよ。絶対」

「そうですよ」

　織音の呟つぶやきに二人が揃そろって頷うなずいてくれた。

「とりあえず、話に出てた寮の怪異っていうの、今度調べに行こうか」

　そういうことになった。




　片付けが終わり、織音たちは夕食までの短い時間まで解散し、各々の部屋に戻った。

　宿題でもしようと鞄かばんに手をかけたところで、気が付いた。

　若わか宮みや寮の個室は、学生寮に比べれば狭い。ただ、個室というだけあって一人用だ。ドアを開ければ勉強机が見え、死角になる部分にベッドがある。

　鞄は机の上に置いていた。

　その鞄がずれていたのだ。

　机の天板部分から鞄の角が出るように置いていたはずなのだが、それが天板の四角内に収まっている。

　誰かが織音の部屋に入った？

　環たまきとルカとの間では、最低限のプライバシーは尊重するように約束し合っている。部屋主が留守なのに用もなく入ることはない。

　それにさっきまでお茶会の接待で忙しかったのだ。そんな暇はない。

　お茶会をしたのは応接間。それぞれの個室があるのは二階だ。

「…………」

　無言のまま、織音は机から立ち上がり、音を殺して部屋中を探った。

　それは、ベッドの下にあった。裏側の板に画用紙を切った紙が貼り付けてあった。両面テープの粘着面が真新しい。

「盗聴用だ」

　丁寧に破り捨ててから織音はようやく口を開いた。

　すでに解析は終了している。術者の特定は難しかったが、あいつのものではないことは確かだった。奴に比べれば魔法陣の中身が素直すぎた。一般生徒の悪戯いたずらという考え方もできるような程度のものだった。

「悪戯か」

　そう考えると、さっきまでの緊張が抜けていく。宮様は憧れの的だ。そんな人の情報をこっそりと手に入れたいと考える人がいたとしてもおかしくはない。

　今日招待した生徒の中にそんな人がいたのか？

　いや、誰も応接間からは出なかったように思う。

　では別の誰かか？

　そんなことを考えていて、織おり音ねはもう一つの考えが頭に浮かび、もう一度部屋中を調べ直した。

　幸いにも怪しげな魔法陣はもうなかった。

　もしも、生徒の中に外の勢力のスパイがいたら？

「生徒だからって、安心してられないってことか」

　危機管理能力が足りていない。そのことを自覚して、織音は下腹を押さえるのだった。





01　一年生寮の人魂




　学生寮にその話が広まるようになったのはつい最近なのだという。

　それはそうだろう。以前からあったのなら、織音が知っていてもおかしくない。織音が知らなくても、環たまきとルカもいたのだし、三人揃そろって知らなかったということはないだろう。

　つまり、織音が学生寮を出てから発生した話ということになる。

　噂うわさというのは、夜な夜な学生寮に人魂が現れ、あちこちを彷徨さまよっているというのだ。

「人魂ですか……」

　難しい顔で環が呟つぶやいた。

「怖いですね」

「え？」

「え？」

　ぽつりと漏れた言葉に、織音とルカは環を見た。

「え？　え？」

　二人の反応がわからなくて、環が慌てている。

「な、なんですか？」

「怖いの？」

「え？　怖くないんですか？」

　環たまきは織おり音ねとルカの反応が本当にわからないようだ。

「あー……」

　なんとなくだが、織音はこの温度差の意味がわかった。

「まっ、おいおい理解していくことになるよ」

「え？　え？」

　説明を放棄して肩を叩たたくと、織音は学生寮に向かう。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！」

　環が慌てて追いかけるのだが、答えを得ることなく三人の姿は学生寮に消えていくのだった。




　出迎えてくれたのは羽は良らだった。

「おはやいお帰りね」

「いやぁ……」

　思わぬ出迎えの言葉に織音も顔が引きつってしまう。

「冗談よ、お帰りなさい」
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　もちろん、そんなことを言われなくても彼女が本気で皮肉を言ったのだと思ってはいない。むしろ、冗談を言えるぐらいの仲になったのだなと思えた。

　気になるのは環たまきの反応だけれど、彼女も微笑んでいる。

　勝手知ったる学生寮なのだが、羽は良らが案内に立って織おり音ねたちは談話室に入った。

「それで、今日はどうしたの？」

「噂うわさのあれを見に来たんだ」

「ん？」

「人魂」

「ああ、あれね」

「うんそれ」

　羽良も自分が語ったことを忘れてしまっていた。

　それぐらいに、みんな気にしていないということなのだが、隣に座った環だけが緊張している。

「そんなことを調べに来たの？」

「ちょっとした興味かな」

「ふうん」

　羽良はよくわからないという顔をしているが、改めて教えてくれた。

「と、いってもたいした話ではないわ。消灯時間になって部屋の外に出ていると人魂がいるのよ。最初は管理人さんが見回りの鬼火でも飛ばしているのかと思ったんだけど、どうもそうじゃないみたいなのよね」

「うんうん」

「そ、それで？」

　淡々と頷うなずくルカとは反対に、環は顔を青くさせている。羽良はそんな環の反応にちょっと眉を寄せつつも、肩をすくめた。

「それだけよ」

「え？　な、なんでですか？」

「なんでって、別になにか害があるわけでもないし」

「でも、人魂なんですよね」

「人魂よ、きっと」

　環と羽良の間でも意識の差があるようだ。

　ひとりぼっちにされたような不安な顔で織音を見る。織音は苦笑して彼女の頭を撫なでた。

「お化けは怖がるものじゃないよ」

「ああ、そういうこと」

　織音の一言で環の態度の理由をみんなが理解した。

　お化けや幽霊など『普通の人には正体不明の存在』を環たまきが普通に怖がっているのが、織おり音ねたちには逆に新鮮だった。

「もう少ししたらわかると思うけど、お化けなんて要はシステムよ」

「そうだよ。この間なんて地獄の獄卒を間近で見たじゃない」

　擬装牛ご頭ずのことを言っているのだろう。

　羽は良らとルカが順にそんなことを言うが、環の青い顔は拭われることはなかった。

「うう、でも……」

　普通に大和魔女になる才能のある人間なら、幽霊やお化けなどの根っこに存在するものをなんとなく感じることができるのだが、環はそうではないようだ。

　これは、環がライカンスロープの血脈であることと関係あるのだろうか。それとも、ただ単に個人的な感性の問題だろうか。

　しかしいまは、環のことはいい。

　織音は人魂に話題を戻した。

「僕たちがいたときにはなかったよね」

「うーん、どうかしら」

「え？」

「広まったのは最近だけど、噂うわさそのものはたぶん、織音さんがいたときからあったと思うわよ」

「あ、そうなんだ」

　ぜんぜん気付かなかった。そんな噂、あっただろうか？

「あ、ごめんなさい」

　少し前のことを思い返していると、羽良がいきなり顔色を変えた。

「織音さんじゃなくて、若わか宮みや様よね」

　言い直されて、織音はまた苦笑を浮かべた。

「うーん、僕はどっちでもいいんだけど」

「だめよ。いまやあなたは、一年生みんなの憧れの的なんだから」

「なんだかなぁ」

　若宮という言葉に重みを感じていないのは、どうやら織音だけのようだ。

　まぁもう、これに関しては慣れていくしかないのだろう。

「それで、噂のものなんだけど」

「あら、この時間だとだめよ。もっと遅い時間じゃないと」

「え？　あれ？」

　そういえば、さっきも消灯時間が過ぎてからと言っていた。

「それに、いつも見られるわけでもないのよ」

「あー、そうなんだ」

　いますぐ見られない上に、今夜必ずというわけでもないとなると、はてさて、これからどうしたものか。

「とりあえず、古巣に泊まってみる？」

「そう、だね。うん、とりあえずせっかく来たんだし」

　羽は良らの提案に織おり音ねは頷うなずいた。

　一応、寮長と管理人に話を通し、織音は再び談話室に戻ると宿題などを片付けたりして時間を潰した。

　そして、夕食の時間。

「なんでこんなに集まるの？」

　思わず、織音はそう言った。

　お風呂がそうであるように食堂もまたゲートを介して全ての寮で共有されている。これは各学年の寮のみならず、紅白若の三宮の寮にしても同様だ。

　ただ、三宮の寮にはそれぞれに独立したキッチンと浴室がある。織音も浴室に関しては寮にあるものを利用しているが、食堂は共有の大食堂を使っている。

　つまり、若わか宮みやになってからも、織音は何度もこの大食堂を利用しているのだ。

　だからつまり、いきなり今夜に限ってこんなたくさんの人たちに囲まれてしまう理由がわからないと言いたいのだ。

　織音が座っているテーブルのみならず、その周りのテーブルまで一年生で埋まってしまっている。

　もうこれは、一年生のほとんどが集まっているのではないだろうか。そう感じるほどだった。

「それは、みなさん若宮様のお話が聞きたいからよ」

　羽良の言葉に織音は困ってしまう。

「お話って言われても僕は普通だから」

「それに、なかなかタイミングがね。いきなり話しかけるのは難しいから」

「うーん」

　そんな風に首を傾げている間にも、離れたテーブルにいた女生徒が近づいて来て、お茶会に誘って欲しいとお願いされた。

　そうなるとわたしもわたしもと次々と手が挙がっていき、織音が困っていると、そのまま若宮寮お茶会スケジュールが勝手に組まれていってしまった。

「普通ではないんじゃないかな」

　その光景を横目に、改めて羽良に言われると反論もできない。

「織音さんのお家って大和魔女の家系なんですか？」

「普通の家だよ。母が大和魔女で色々教えてもらえていたけど」

　誰かに聞かれて、織おり音ねは自然にそう答えていた。

　ただ、母親が大和魔女なだけだった。

　母親として彼女が優れていたかどうかはわからない。あたりまえの話だけれど、織音にとっての母親は彼女一人だった。ゆえに特別な存在だ。

　父親は普通の会社員だ。姉は独自の論理を持っていて個性的な人だ。

　どこにでもあるわけではないけれど、かといって特別なわけでもない。普通の家族。それが眩くら星ぼし家だった。

　それなのに、その家族は壊されてしまった。

　グリモアコートの秘密を狙う何者かによって。

　母が大和魔女だというだけで。

　織音の家族は壊されてしまったのだ。

　どうしても、それは、許すことができない。

　だから織音は、常とこ夜よ坂ざか女学院にやってきた。

　グリモアコートの秘密を狙って、あのときの男は必ずこの場所にやってくる。そう信じて、身分を偽り、入学した。

　そう、大和魔女は女性しかなれない。グリモアコートを扱うことができるのは女性しかいないはずなのだ。

　だからこそ、大和魔女の聖地である常夜坂女学院は女性しか受け入れない。

　しかし、織音は違う。

　織音は、男だ。

　男なのに、グリモアコートを扱い、大和魔女の魔法を使用することができる。

　あるいはその特殊性は母親に起因しており、そのことが原因となって狙われたのかもしれない。

　だけど、そんなことは関係ない。

　この復ふく讐しゆうは果たされなければならない。

　だからこそ、織音は性別を偽り、この学院にやってきた。

「白しろ宮みや様と紅あか宮みや様はどんなかたですか？」

　不意に飛んできた質問で、織音ははっとした。微笑みの奥で涌わき起こった暗い想念に気付き、努力してそれを静める。

「ん～どうっていうか」

「お二人とも素敵よね」

「白宮様って優しそう」

「でも、ちょっと近寄りがたい感じがするわよね」

　織おり音ねが返答に困っていると、他の場所で会話が繫つながっていく。

「それなら紅あか宮みや様だって」

「紅宮様はかっこいいじゃない」

「そうそう！　すっとした立ち姿が素敵よね」

「あれを凜りんとしたっていうんじゃない？」

「ねぇねぇ、白しろ宮みや様と紅宮様って、学年が違うのによく一緒にいるところを見るよね。あれってもしかして……」

「えー、まさかぁ。でも……」

「そうかも」

　女子たちの黄色い歓声を織音は強ばった笑みで聞き流す。

　白宮と紅宮は、織音から見ても『特別』という空気が醸し出されている。あの雰囲気がどうやって生み出されたのかは確かに気になる。元からそうだったのか、それとも宮と呼ばれるようになったことで生まれたのか。

　織音も若わか宮みやと呼ばれるようになったからには、そうなるべきなのではなかろうかと悩むことがある。

　もちろん、織音の目的は別にあるので宮でいることに執着する気はない。ないのだけれど、やはり気になるときは気になってしまう。この優柔不断はよくないと思いつつも、しかし考えを消し去ることはできない。

　こんな風に板挟みの思考に囚われて、夜に一人で頭を抱えたりしたことも、実はあったりする。

　だけど、そんな風に悩んでいると、浮かんでくる疑問というものもある。

　ふと、織音はその疑問を口にしてみた。

「そういえば、みんなって前からそういう喋しやべり方なの？」

　常とこ夜よ坂ざか女学院に入ってから今日まで生徒や教師たちが話しているのを聞いてきたけれど、みんな同じような話し方をしている。

　大人しめな丁寧な口調というか、きれいな言葉を選んでいるというか、そういう話し方だ。中学生くらいまでの教室に満ちていた口調はこんなものではない。もっと砕けていたし、もっと元気だった。いわゆるギャル語みたいなものだって飛び交っていたし、流行の単語みたいなものもあった。

　だけどここに来てからは、そういうものはまったく耳にしない。

　みんな、同じような話し方をしている。

「ああ……」

「それは……」

　織音の問いかけに、みんながそわそわとし始めた。視線をそらし、頰を赤くする者もいる。

　それは環たまきやルカ、羽は良らにしてもそうだった。

「もう、若わか宮みや様、そういうのは言いっこなしよ」

「そうそう」

「あ、やっぱり違う？」

　予想通りの反応に、織おり音ねはほっとした。

　つまり彼女たちは、ここの雰囲気に合わせて言葉遣いを選んでいるということなのだ。

「だって……」

「ねぇ？」

　納得する織音の前で、一年生たちは視線を合わせていまさらながらに自分たちの気持ちを確認し合っている。

「こういう雰囲気なんだから、それに合わせないと変でしょう」

「うん、やっぱりそうだよね」

　雰囲気に合わせる。入学したばかりの一年生が、ごく自然と常とこ夜よ坂ざか女学院の言葉遣いに合わせる。言葉遣いを合わせるということは、所作も自然と合わせてしまっているに違いないし、気分も合わさっていくに違いない。

　その先には宮様への憧れというものも生まれてくるに違いない。

　これはまるで魔法だと織音は思った。

　共同体が一つの価値観、精神性を共有するのは魔法を生むための基礎だ。聖者の奇跡は信者にしか施されない。それは信じる者にしかその力が届かないからであり、信じる者たちによってその奇跡が生み出されているからでもある。『信じる者は救われる』という言葉はまさしくその通りなのだ。

　それこそが全ての魔法使いたちに共通する基礎であり、真理だ。

　こんな風に一つの価値観を大和魔女たちが共有し、卒業していくこともグリモアコートの秘密に関係しているのだろうか？　織音はふとそう思った。

　これこそが、白しろ宮みやの言っていた『流儀』の正体なのかもしれない。




　困ったことが一つある。

　せっかくだからというだけで食堂の一角を占拠してしまったようなことがこの後も起こるのではないか、ということだ。

　食事の後に残るイベントはなにがある？

　今回の目的である人魂探しもそうだが、それに関しては別に問題ではない。

　他には？　就寝……現実問題としてみんなで一緒に寝る場所がないので、これは心配しなくてもいい。

　では、他には？

　ある。

　お風呂だ。

　だけど、これに関しては環たまきががんばってくれた。一緒に入りませんかと言われた際に、織おり音ねは一度断った。それでも食い下がろうとした集団がいたのだが、そんな彼女たちに環が、織音は他人に肌を見せたくないのだということと、自分たちも一度も一緒に入ったことはないと説明したのだ。一緒に入ったことがないという部分では、ルカも証人になってくれた。

　他人に対して警戒している部分のある環からしてみたら、大勢の前であんなことを説明するのはすごく苦痛だったのではないかと思うのだが、彼女はがんばってくれた。

　渋っていた集団も、若わか宮みや寮でも一緒にいる環たちでさえ一緒に入ったことがないという言葉に納得してくれたようで、この話はこれで終わりになった。

　そうして織音はいま、一人こっそりと大浴場に向かっていた。

　今夜ぐらいお風呂に入らなくても別にかまわないと織音は思ってしまうのだが、人魂探しにも付き合うと言っている生徒たちは何人かいるし、そんな彼女たちはみな入浴を済ませていることだろう。

　そんな中に、汗臭い人間がいたらどうなるか。しかもその正体は……なのだ。ライカンスロープである環ほどの嗅覚持ちはいないだろうけれど、もしも臭いで正体がばれたなんてことにはなりたくない。

　なにより、織音が自分の体臭を気にして居心地が悪い。

　こんな風に自分の臭いを気にするのは、環が原因でもある。彼女には体臭で黒こく衣いであることばかりか性別まで見破られてしまっている。

　その上、料理上手の彼女の信条は『料理は匂い！』だというのだから、彼女が嗅覚から得ている情報の量たるやとんでもないものなのだと想像できてしまう。そうなってくると身だしなみには必要以上に気を付けなければいけない気になる。

　しかし、本当に環の嗅覚が犬並みなのだとしたら、人間の身だしなみにどれだけの意味があるのやら……。

　深く考えていると、身動きが取れなくなってしまう。

　とにかく、体を洗ってしまおう。

　いままでの経験で、入浴時間が終了してシャワーのみになる時間の境目がもっとも人と会う可能性が低い。入浴したい人は早めに来るし、シャワーでいいやと思っている人はもっと遅くてもかまわないと思っているからだろう。

　脱衣場に入ると誰かがいる気配はなかった。脱衣場もまた広いので、全部を見回っているような余裕はないが、これならたとえ中に誰かがいたとしても離れた場所に移動することは容易い。

　織おり音ねはそそくさと服を脱ぎ、タオルで体を隠して浴場に入る。

　広い浴槽が幾つもあり、湯気が霧のように舞って視界はあまり利かない。三学年が一度に入っても問題がない広さだというのだから、端なんて見えない。脱衣場もここだけではないし、洗い場も幾つもある。人の少ない時間帯なら、少人数とかち合ったところで鉢合わせになることはほとんどないし、逃げる手段はいくらでもある。

　人がいないことに安心しつつも、織音は人目に付きにくい洗い場を選び、そこで素早く体を洗った。

「あれ？」

　それに気付いたのは、体の泡をシャワーで流しているときだ。

「お湯が抜けてない」

　時計を見てから浴場に来ている。入浴時間は体を洗いだしたぐらいには終わっているはずだ。入浴時間が終了すると、すぐに浴槽のお湯抜きが始まるのが常だった。

　こんな大きな浴槽からお湯を抜くのだから、家庭用の排水口どころではない大きさのはずだ。危ないなとは思うのだが、なにがしかの安全措置は取られているのだろう。体を洗い終えた頃にはお湯が抜けるゴウという音がそこら中から聞こえてくるのが常だ。

　お湯を抜き終えた後に、専用の使い魔たちが浴槽の洗浄を始める。

　だが今夜は、お湯の抜ける音がしてこない。

「どうなってるんだろう？」

　泡を流し終えた織音は好奇心で浴槽に引寄せられた。お湯が抜ける音がしないどころか、お湯の流れる音がまだしている。

「あれ？　掃除しないのかな？」

　そんな日もあるのだろうか？　案内には全て目を通したつもりだったのだけれどと、不安になりながらも辺りを見回す。

　誰かが来る様子はない。

　目の前にある浴槽は大きな岩をあちこちに配置して、露天風の演出がされている。

「うーん」

　正直、浸かると気持ちよさそうだ。

「うーん」

　お風呂好きのつもりはないけれど、学院に来てからゆっくりとお風呂に浸かっていないせいか、急に湯の中で体をうんと伸ばしたい欲求に駆られてしまった。

　もう一度辺りを見回して、織音はよしと頷うなずくと浴槽に足を入れた。

　腰まで一気に浸かり、温度差で体がビリビリとするのを心地よく受け入れる。体内に湯の温度が染みこんでくるのが堪たまらない。

「ふう……あー、いい」

　さらに首から下まで湯温を満喫する。

「ああ、これは、ふう……」

　そんな風にお湯に疲労を溶かしていると、いつの間にか緊張まで溶かしてしまっていたようだ。

　ほんの少しの間だと思うのだけれど、時間の流れを忘れてしまっていた。

　そうしていたら、いきなりだ。

　ちゃぷん。

　耳に届いた水音に織おり音ねは一気に覚醒した。

　はっとなって伸ばしていた体を縮めると、タオルで体を隠す。

　水音はまだ続く。気のせいではない。誰かが入ってきたのだ。

　どうする？　いますぐ出るか？

　しかし、水音はすでに近い。湯煙の向こうにこちらに近づいてくる人影が見えている。

　一体、誰が……？

　息を殺し、音を立てないように岩陰に隠れた織音は湯煙を割って現れた人を見守るしかなかった。

（うあ……）

　誰かわかって、織音は首の後ろ側で血が詰まるような圧迫を感じた。

　タオルで体を隠しながらやって来たのは紅あか宮みや、鏡かがみ野のアリサだ。

　細身の体に濡ぬれたタオルが張り付いて線が丸見えだ。

　まずい。

　絶対に見つかるわけにはいかない。

　そう考えている内に、紅宮は気に入った場所を見つけたのか、ゆっくりとその場に腰を下ろしていく。

　織音はその時に起こる湯の波に合わせて静かに移動するのを試みた。

「そこにいるのは誰だ！」

　無駄だった。

　厳しい誰すい何かの声に織音の動きが止まる。みつかってしまった。

　こうなると、このまま逃げるというのも難しい。

「あ、その……」

「こそこそされるのは嫌いだ。顔を見せろ」

「は、はい……」

　織音はおとなしく岩陰から顔を出した。

「む、眩くら星ぼしか」

　こちらに近づこうと立ち上がっていた紅あか宮みやが、それで動きを止めた。

「すいません。紅宮様のご入浴をお邪魔してしまって」

「いや、それはいいんだ。すまない、こんな時間なら人はいないだろうと思っていたものだから、驚いてしまった」

　そういうと紅宮はまた湯に浸かった。

　織おり音ねはほっとしたものの、このまま出ていくというわけにもいかない雰囲気になり、その場で腰を下ろす。

　なんとか岩一つを間に置いた位置取りができているとはいえ、彼女が気まぐれを起こしてこちら側に来たときにはどうすればいいのか……。

「あの、今日はお湯が抜かれていないんですね」

　黙ったままも緊張する織音は話しかけてみた。

「ああ、たまにあるんだ。どうも風呂掃除担当の使い魔たちが使っているみたいだな」

「え？　それって、僕たちが使ってもいいんでしょうか？」

「大勢で占拠しているわけでなし、文句を言われたことはない。わたしたちが内緒で使う分は大目に見てくれているみたいだな」

　その言い方からして、紅宮は常習的にこのタイミングを利用しているようだ。

「あ、そうなんですか」

「だから、秘密だぞ」

「はい」

　湯で上気した顔で微笑む紅宮は色っぽくて、織音は内心のドキドキを隠すのに苦労した。

　しかし、和んだ空気になったのはいいが、この距離感が縮んでしまうのも問題だ。

（会話がこれ以上広がる前になんとか出ていかないと）

　そう思っていたのに、今度は紅宮が話しかけてきた。

「寮の風呂で会うとは珍しいな。今夜はどうしたんだ？」

「あ、それは……」

　聞かれてしまっては答えないわけにはいかない。織音は今夜のことを話した。

「なるほどな。面白いものが発生しているんだな」

　紅宮の反応は淡白だった。

　やはり人魂は珍しくもないのだ。

「そういえば、二年生の寮ではこういう噂うわさはなかったのですか？」

「聞いたことはないな。あれば誰かが教えてくれそうなものだけれど」

「そうですよね」

　そこで話が途絶えてしまった。

（よしこのタイミングだ！）

　織音は腰を上げ、「それじゃあ……」と言いかけた。

「しかし……」

「は、はい？」

　また、タイミングを逃がした。

　紅あか宮みやがまた話し出したので、織おり音ねは静かに腰を戻すしかない。

「人のことは言えないが、若わか宮みやは普段からこんな遅くに入浴しているのか？」

「あ、いえその……」

「ん。事情がありそうだな」

「ええ、まぁ……」

　岩越しなのでお互いにじろじろと体を見合うことはないのが救いだが、だからといって安心できるわけでもない。というか織音が落ち着かない。

「もしかしてそれは、肩のそれか？」

「あっ！」

　指摘されて、織音は慌てて左の肩を押さえた。覗のぞかせた顔と一緒に、肩も紅宮の視界に入っていたのだ。

　隠した指先に違和感がある。肌ではないつるりとした感触は、古傷のものだ。

「ええ、まぁ」

　言葉を濁すと、紅宮の表情が曇った。

「すまない。見ない振りをすれば良かったな」

「いえ、そんな……」

　思った以上に狼ろう狽ばいした様子の紅宮に、むしろ織音が慌てた。

　そして、予想以上の流れが続いていく。

「実はな、わたしもなんだ」

「え？　あっ！」

　そう言うと、紅宮は織音に接近したかと思うと、体を覆っていたタオルを外したのだ。

　半身が湯に隠れているとはいえ、堂々と体を捜す紅宮に、織音は慌てて手で顔を隠す。

「紅宮様！　見えます！　見えっ、見えっ……」

　なんとか隠してもらいたいのだけれど、説得の言葉が喉につっかえる。

　そんな織音とは正反対に紅宮は冷静そのものだ。

「これはな、実家の儀式で受けた傷なんだ」

「見えっ……え？」

　儀式。傷。二つの言葉に反応して、織音は指の間から少しだけ紅宮の体を見た。

　たしかに、そこには傷があった。

　大きな傷だ。

　左の肩から乳房にかけて、一線の白い傷が刻まれていたのだ。

　驚く織おり音ねの前で紅あか宮みやは、やはり淡々と語る。

「うちの家は特殊でな。ある時期に一族の年頃の子供が集められ、ある儀式をするんだ。一族内で祀まつっている神への挨拶というか、選ばれるために集められたというか……まぁ詳しいことは教えられないんだが」

　肝心な部分を濁しつつ、紅宮は話を進める。

「親の話では退屈なだけでなにもないということだったんだが、わたしだけはなぜか違ってな」

　その時のことを思い出しているのだろう。紅宮は指先で古傷を撫なでると、タオルで隠し直し、湯に浸かった。

「ひどく毛嫌いされたのか。それともわたしの魔力が異常反応を起こしてしまったのか、気が付くと切られたような怪我を負っていてな。それがいまでも消えないんだ」

　その傷が紅宮にどんな運命を与えたのか。彼女の苦笑を見ていると、あまりいいものではなかったように思える。

「ただ、そのおかげなのか、わたしはこうして常とこ夜よ坂ざか女学院に招かれたし、刀との相性がすごく良いこともわかった」

「でも……」

「ああ、そうだな。女の柔肌になんてものを付けてくれたんだと、恨んでもいる。ただ……」

　言葉を濁した紅宮が口元を微笑に変えた。苦笑ではない。微笑だった。

「どうしました？」

「いや、思いだしてたんだ」

　そうして、紅宮は誰かの言葉を唇に乗せた。

「『この傷のおかげで出会えた』そう言ってくれた人がいたんだ」

　しみじみと、その時を懐かしむように、大切にしまい込まれていたものを開き、そしてまたしまいこむように、紅宮の表情は柔らかく、頰に宿る朱が湯温以外のものによって現われているかのように感じられる。

　見ている織音が、顔を赤くしてしまいそうな横顔だった。

　その言葉を投げかけてくれた人のことをとても大切に思っているのだな、そう感じることのできる言葉と仕草だった。

「どうした？」

「いえ、ちょっと……色っぽかったんで」

「ばか、おかしなことを言うな」

「す、すいません」

　紅あか宮みやがはっきりと顔を真っ赤にしたので、織おり音ねまで慌ててしまった。

　だけど、いつも凜りんとして、なんというか揺るぎない雰囲気のある紅宮にこんな顔をさせるのだ。

「いい人ですね」

　だからきっと、そうなのだろう。

「そうだな。いい人だな、たぶん」

「え？」

　たぶん？

「もうのぼせそうだ。わたしは上がる」

　どうしてそんな言葉を付け足したのか？　ただの照れ隠しか？　それを追及する暇は与えてくれなかった。

「あ、はい」

「気が向いたら、お前の話もしてくれ」

「はい」

「それと、白しろ宮みや様には気付かれないようにするんだな。あの人は目の前に秘密があると、なんでも暴いてしまいたくなる人だ」

　織音の肩にそれとなく視線を飛ばして、そんな助言をくれる。
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「う、気をつけます」

「それがいい」

　今度こそ、紅あか宮みやは湯煙の向こうに消えていった。

　どうやら、織おり音ねとは違う場所の脱衣場から来たのだろう。

　そうこうしていて、気が付くと、湯を足す音が消えていた。

　さらには、湯の抜ける音が聞こえてくる。

　使い魔たちが浴場の掃除をする気になったのか。織音も慌てて浴槽から脱出し、脱衣場に向かった。

　脱衣場のドアを閉め、誰もいないことを確認してから、織音はその場に座り込んだ。

　まさか、紅宮と鉢合わせるとは。

　まさか、あんな距離まで接近を許してしまうとは。

「あ、あぶなかった」

　岩越しだったからまだ良かった。あれがなんの邪魔もない場所だったらどうなっていたか。

　そして、これ。

　紅宮が織音を気づかってくれた肩の古傷だ。

　自分の服が置いてある場所に戻り、織音は肩を擦る。爪を立てる感じで強く擦ると、火傷の痕のようなそれがぼろぼろと剝がれ落ちた。

　偽物だ。

　織音にはこんな古傷はない。

「環たまきのおかげだ」

　このアイディアを出してくれたのは環だ。一緒にお風呂に入るのを断るのに言葉ではどうしようもなくなったとき、こういう物理的な理由があれば、言葉では止まらない人も遠慮してくれるようになると、環が言ったのだ。

　それから色々調べて試して、この古傷を偽装する方法を見つけだしたのだ。

「彼女にはよく助けられてるなぁ」

　これからも、お風呂に入るときには忘れず付けるようにしよう。

　環に感謝しながら、織音は服を着た。
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　再び談話室で少しばかり時間を潰した後、いよいよ織音たちは人魂探しに出ることにした。

　さすがにこの時間まで付き合うとなると人が減った。織音たち三人と、羽は良らとその友達で三人。さらに四人で合計十人。それでも寮をうろつき回るには多すぎる人数ではあった。

「それで、どこに現れるんだっけ？」

「場所は決まってないのよ」

　羽は良らが答えてくれた。

「ふうん。それなら、うろつきながら待つしかないんだね」

「そういうことになるわね」

　そういうわけで織おり音ねたちは消灯時間の過ぎた寮を歩き回ることになる。みんな心得ていて大きな声でお喋しやべりなんてしない。だけど、潜めた声でクスクスと笑い合うのまでは止めることはできない。

　その中でやはり環たまきだけが恐れた様子で顔が青い。

　どうしたものかと思いながらも、一度始めたことを止めるわけにもいかない。

　織音は羽良と会話を続ける。

「でも、光るだけなんだよね」

「うん、そうよ。わたしも見たことがあるけど、光るだけ」

「光るだけかぁ」

　外の連中によるなんらかの仕掛けを疑って探しに来ているのだが、はたしてどうだろうか？

「こんなものが気になるのは、若わか宮みやだから？」

「え？」

　質問の意図がわからなくて、織音は首を傾げて羽良を見返した。

「いえ、こんな些さ細さいな問題に顔を出してくるなんて、若宮としての責任感なのかなって」

「ああ……」

　なるほど、そういう考え方もできるのか。羽良の反応に織音は良いことを聞いたと内心で思った。

　若宮として調査する。そういう大義名分があれば、あちこちを調べ回っていても怪しまれないことになる。

「うん、そんなものかなぁ」

「偉いわね」

「あはは」

　感心した様子の羽良に、少しだけ罪悪感を覚えつつ、織音たちは寮内を歩いていく。

　気が付くと、後ろでは人魂にまつわる怪談話が始まっていた。

「そう。この寮で亡くなってしまった先輩の霊が夜な夜なさまよっているんじゃないかって」

「えー、わたしは悪魔召喚に失敗して肉体を奪われた先輩の魂って聞いたけど」

「その体は別の場所でさまよっているっていうんでしょ？」

「そうそう。どこかで人体標本にされてるとか、バラバラになってホルマリン漬けにされているとか」

「こわーい、なにそれ」

　みんな、気を使って小声で話をしているが、小声でもみんなが話していればそれなりにうるさい。苦情が出なければいいなぁと願いながら様子を見ると、やはり環たまきだけが一人で青い顔をして脅えていた。

「そ、そんな噂うわさがあるんですか？」

「さあ、僕も初めて聞いたし」

　織おり音ねと目が合って、環はすがるように近づいてくる。抱きついたり、腕にしがみついたりしないだけ、彼女にはまだ自制心があるようだ。

「あの、悪魔とか幽霊って本当にいるんですか？」

　青い顔の環がして来た質問は、ある意味で核心的な質問だった。なんとなく、織音もルカも答えることを先延ばしにしてしまっていた質問だ。

　答えてしまえば環がもっと怖がるのではと恐れていたのだけれど。

「いるよ」

「ひゃっ」

「ルカ……」

　答えたのはルカだ。

「仕方がないよ」

　咎とがめるように見た織音に、ルカは拗すねた顔をした。

「悪魔はいるよ。ただ、魔界とか地獄とかにいるっていうんじゃなくて……」

「やめてやめて」

　詳しく説明しようとすると環は耳を塞いで抵抗する。

「そのうち、神話学はやるよ？」

「う～～～～」

　呆あきれるルカを環は涙目で睨にらんだ。

　ルカの言う通り、地獄や魔界、天国や神界や仙界などいわゆる『多くの人間に語られる異界』とそこに付随する多くの存在に関しては、実在すると考え、受け入れるのが魔法を使う者たちの常識だ。

　その中には当たり前のように幽霊だっている。

　存在することを当たり前と考え、受け入れているからこそ、ここにいる誰も幽霊を恐れていない。

　もちろん、怨霊などと呼ばれる存在を侮るようなことをすれば痛い目に遭うことも、ちゃんと理解しているはずだ。

　はずだと思う。

「そんなに怖いの嫌い？」

「はい」

　織おり音ねの問いに環たまきはほとんど目を閉じたまま頷うなずいている。

「よくそれで、付いてきたね」

　ルカも呆あきれたままだ。

「だって、一人になるのも嫌でしたし」

「お化けと魔法は切っても切れないよ」

「うん、ルカもまじめに教えなくていいから」

「はーい」

　そんな感じで一階、二階と歩いていき、三階に向かう階段の途中でようやく織音たちは足を止めることができた。

「あ、いた」

　最初に見つけたのはルカだった。

「あれか」

　彼女の指の先に視線をやると、青い光がゆらゆらと漂っている。

「そうそう」

　羽は良らが頷き、織音たちはその場で噂うわさの人魂を観察することにした。

　人魂は掌に収まるほどの大きさだ。青白い炎のようなものを揺らめかす様は、たしかに人魂のようだけれども、そこから感じる気配のようなものが、いわゆる幽霊的な感じではない。言葉ではっきりと区別はできないが、そこから発散される空気のようなものが幽霊と魔法では違うのだ。

「幽霊……じゃないよね」

　同意を求めて、織音は羽良を見た。

「そうね。改めて見ると、魔法の光に見えるわね」

「うーん」

　羽良が頷くのを見て、織音はどういうことなのかと首を傾げる。人魂は変わらずゆらゆらと三階に向かう階段の途中で揺れている。

　しかも、真ん中の辺りを陣取っているので非常に邪魔だ。

「よし」

　思いたって、織音は階段を上がった。

「あ、お……若わか宮みや様！」

「大丈夫だよ」

　環たまきが止めようとするが、織おり音ねは足を止めない。

「でも……」

「とりあえず、危険はないっぽいから」

　人魂の前に来ると、顔を近づけて観察する。熱さは感じない。思い切って、織音は両手でそれを挟み込んだ。

「はい、捕獲」

　手で作った檻おりの中で人魂はおとなしくしている。熱さはやはりない。だけど、エネルギーの圧のようなものがほのかに感じられ、存在を主張している。

　両手が塞がって困っていると、ささっとルカが隣にやって来て、一枚の紙を差しだしてくれた。

　特別な製法で作られたその紙は、魔法陣を書くためのものだ。

「ありがとう」

　意図を理解してくれたルカに感謝し、織音はその紙に人魂を押しつける。抵抗するかのように手と紙の間で光を震わせた後、人魂は紙の上で黒いインクの紋様に変化した。

　つまりそれは、魔法陣だ。

「さて、ちょっと調べてみようか」

　階段を下りて、二人で紙を覗のぞき込んだ。人魂が消えても寮内には明かりがある。紙の上の魔法陣を読み解くのに苦労はなかった。

　他の人たちも同じように覗き込んできたけれど、すぐに紙から目を離していくのが、視界の端で揺れる髪の毛の動きでわかった。

　残ったのは織音とルカだけだ。

　二人の視線は魔法陣に張り付き、その線を一つ一つ追っていく。曲線の意味を読み取り、形の力を感じ取り、その組み合わせの妙技を脳内で再生する。

　そうしてこの魔法陣がなんのために存在しているのか、それを知ろうとしていたとき、織音は唐突な空白を感じることになった。

「あれ、これって……」

「どう？」

　織音が呟つぶやくと、ルカが聞き返してきた。どうやら、まだ織音ほどは読み解けていなかったようだ。

「未完成だ」

「え？」

「この魔法陣、未完成だよ」

「どういうこと？」

　織音の言葉にルカは眉根を寄せた。

「なにかを運ぶ魔法陣を作ろうとしたのかな？　でも必要な呪文があちこち足りてないから、なにもできないんだ」

　なにもできないから、機能不全を起こして人魂になっていた？

「でも……」

「うん」

　織おり音ねが感じたことをルカも気付いたようだ。

「？　どうかしました？」

　お互いに妙な顔をしていると、環たまきがわからない顔で二人を見る。

　他の人たちもわかっていないようだ。

　魔法陣は、言うなればパソコンで使われるプログラムのようなものだ。ただしい手順が踏まれていなければ、たとえ実行キーを叩たたかれても動くはずがない。間違えた動作をすることがあったとしても、それはそれで、プログラムが動くための基礎的な手順はちゃんと踏まれているということだ。

　だが、この魔法陣は、その基礎的な部分で欠陥を持っている。

　それなのに、人魂という形を顕現している。

　これは、どういうことなのだろう？

「ん～なにか見逃してるかな？」

　改めて魔法陣を眺めるのだが、こんな穴だらけの魔法陣を読むことは初めてだ。どこかで読み間違えていたとしても、すぐにはわからない。

　どうしたものかと思っていると、ルカが顔を上げた。

「ねぇ、これ、わたしが持って帰っても良い？」

「え？　いいけど。どうしたの？」

「ちょっと興味があるから」

　ルカの言葉はわかる。自分の知らない魔法陣の動きがあるというのなら、それを知りたいと思うのは自然なことだ。

　とりあえず、いままでの解析具合から奴の手応えを感じることはなかった。

　織音の求めるものではない。

　なので、まぁ、いいか。

　織音は深く考えることなく頷うなずいた。

「扱いには気をつけてね」

「うん、大丈夫」

　ルカが答え、織音はそれで人魂のことは頭の中から除外することにした。奴を追うのが織音の、自らに課した使命なのだ。それ以外のことに深く関わっている暇はない。

　盛り上がりに欠けること甚だしいが、学生寮で行われた夜の冒険はそれで幕を下ろすこととなった。





02　見学探索




　そして幾日かが過ぎて、紅あか宮みや寮。

　紅宮寮は桜と梅が咲き乱れる華やかな場所にあった。寮も白しろ宮みや寮や若わか宮みや寮に比べれば和の雰囲気が強い。

　案内された部屋が洋室だったことは残念だった。畳敷きの部屋でごろごろしたい誘惑に後ろ髪を引かれながら洋室のテーブルに着く。

　お茶菓子は桜餅が用意されていた。

　その他にも白宮がお土産に持って来たガレット・デ・ロワもあるし、今回は織音もお土産を持って来た。環たまきとルカと、三人で作ったマフィンだ。

「というわけで、お茶会は無事に終わらせることができました」

　持ち寄ったお菓子を分け合いながら、織音は報告を終える。

　白宮は楽しそうに頷うなずき、紅宮は無心にお菓子を食べている。

「それはご苦労様。どうだった？」

「緊張しました」

　白宮の問いに織音は素直に答えていく。

「来てくれた子たちは喜んでくれた？」

「と、思いますけど、あまり自信はないです」

「わたしだって最初から自信なんてなかったし、いまだっていつも上手くやってるわけでもない。気にするな」

　紅あか宮みやがお菓子からこちらに目を向けて、慰めてくれる。

「あら、アリサちゃん。なんだか織おり音ねちゃんに優しくないかしら？」

「そういうつもりはありません。自分の経験を語っただけです」

「ふうん」

「白しろ宮みや様は後輩に優しくしようとは思わないのですか？」

「あら、わたしは優しいわよ。ただ、わたしは安心させるよりは次から次に試練を与えたくなるのだけど」

「優しさは必要ですよ？」

「優しいわよ？」

「優しさですか？」

「優しさよう」

　優しさの概念に大きな違いがありそうな二人を織音は遠くから見守ることにして、今回はお茶菓子を楽しもうと決めた。

　織音は切り分けてもらったガレット・デ・ロワをいただく。

　二口目を食べたとき、硬い感触が口にあった。

「ん？　んん？」

「あらあら、織音ちゃん、当たった？」

「え？」

　口の中から取り出すと、それは小指の先ほどの小さな人形だった。

「王様」

「あ」

　ガレット・デ・ロワは西洋の祝日に供されるお菓子だ。その中には陶器の人形が一つ隠されていて、それを引き当てたものはその宴の王となり、一年間の幸運が授けられると言われている。

「ほとんどアリサちゃんが食べたのに、運が良いんですね」

「え？　いや、そんなことは」

　前回と同じく紅宮がいつもの健けん啖たんぶりを発揮して、ガレット・デ・ロワの半分がいつのまにか紅宮の胃袋に収まっていた。

「それで、王様はどんな指示をするの？」

「いや、この王様はそういうのではないと思いますけど」

　わくわくした顔で期待されて、織おり音ねは困った。

「え？　違うのかしら？」

「……白しろ宮みや様、わかっててやってますよね」

「えへ」

　織音にも、なんとなく白宮がどんな人かわかってきた。無茶振りをして人を慌てさせるのが好きなのだ。

　しかも絶対無理ではなく、頑張ればやれそうというラインを狙っている感じがする。

（振り回されないように気をつけないと）

　そう思うのだが、あいにくと思うだけではだめなようだ。

「ところで織音ちゃん、部活はどうしたの？」

「え？　部活、ですか？」

「そうよ、この間、クラブ紹介があったでしょ？　どこかに入ったの？」

「いいえ」

　クラブ紹介……若わか宮みや杯のドタバタが片付いてすぐにあったけど、織音は見るだけ見て個別に見学などはしなかった。

「あら、どうして？」

「あまり、クラブ活動には興味が持てなくて」

「だめよ、それは」

　いきなり、白宮が真顔で迫ってきた。

　接近した白宮の美貌に驚きながら、織音は内心で「あ、しまった」と後悔してもいた。

　間近にある白宮の顔がにやりと笑っていたからだ。

「大和魔女だから魔法を究めることだけを考えるとか、そういうことでしょう？」

「え？　ええ、まぁ」

「たしかに織音ちゃんは実力も確かだし、その考えはわからなくもないけど、それが許されるのは普通の常とこ夜よ坂ざかの生徒だけよ」

「ええ！」

「宮たるもの、知性と品格を兼ね備え、文武両道はあたりまえ。生徒たちの規範としてクラブ活動もきちんと参加しないといけません」

「いや、そんな……」

　いけませんと言われても、困る。

「あれ、前の紅あか宮みや様はたしかクラブ不参加だったような……」

「過去は振り返るものではありません！」

　紅宮が出してくれた助け船は、あっさりと沈没してしまった。彼女はやれやれと言いたげに肩をすくめ、織音を見る。その目は「諦めろ」と言っていた。

　諦めたくないです。紅あか宮みや様。

「でも、もうクラブの勧誘は終わってしまいましたし」

「個人で見学するのは問題ないわよ」

　細々とした抵抗は、やはりいとも簡単に踏みつぶされてしまう。

「うっ」

「いま、クラブに参加していない生徒も『宮様がやってるなら』という理由で始める子がいるかもしれないし、『宮様がやってないから』という理由でこれからも参加しない子がいるかもしれないわ。あなたなら、影響されたと言われるならどちらが良い？」

「うう……」

　しかもたたみ込まれてしまった。

「がんばってね」

「…………はい」

　結局、やるしかないのだ。
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　そういうわけで、白しろ宮みやによって新しいお題を出されてしまった。

　紅宮寮から戻った織おり音ねは、リビングで二人にそのことを相談する。

「新しい試練ですね」

　環たまきの苦笑交じりの言葉がまさしくその通りだなと感心してしまう。

　試練。まさしくそうなのだ。白宮は試練を与えて織音が慌てふためくのを楽しんでいるのではないだろうか。

　たぶん、そうなのだろうと思ってしまうのは、白宮の人徳だろうか。

「クラブかぁ」

　しかしさすがに、三宮の頂点であり生徒会長でもある白宮の言葉を無視するわけにもいかない。

　クラブ見学はしなくてはいけないだろう。

「でも、できればクラブには入りたくなかったんだけど」

　クラブに入るということはさらに関わる人を増やすことにもなるが、それ以前に拘束時間が増えるというデメリットがある。

　いつ黒こく衣いとして動くことになるかわからない。自由に動ける時間はなるべく多く確保しておきたい。

「そうですよね」

「どうする？」

　織おり音ねの考えがわかるので、環たまきもルカも妙策がないかと考えてくれている。

「やらないわけにはいかないし。これからもこのことで白しろ宮みや様にチクチク言われるのも面倒だしね。とりあえず、クラブ見学はしようか」

　そういうことになってしまう。

　とりあえずは白宮の手の上で踊るしかない。

　どうせ踊るのなら、せいぜい白宮を楽しませるようにしよう。

　ただ、踊り続けなくてもいいようにはしなくては。

「できれば、そんなに活動しないクラブがいいなぁ」

「幽霊部員になるってこと？」

　ルカが織音の意図を理解して言った。

「文化系ならそれほど時間に縛られないのではないですか？」

　環が言うことはもっともだ。織音は頷うなずき、そしてそれから、ふっと気が付いた。

「運動部系に入っても、ここって対外試合なんてないよね」

「あ、それもそうですね」

「外に出られないからね」

　織音の呟つぶやきにそういえばという顔をする辺り、この二人もクラブ活動にまったく興味がなかったのがわかる。

　そんな三人なので、クラブ関係の情報を収集しているわけもない。クラブ勧誘のイベントもやり過ごしたので情報が足りない。

　とりあえず、行ってみるしかないという結論に達したところでルカが手を挙げた。

「ごめん、わたしは不参加でも良い？」

「うん、ルカ、どうしたの？」

「あれを調べてみたいから」

「あれって、この前の魔法陣？」

「うん」

「ふうん」

　よくわかる話だ。織音は何気なく頷いていたのだけど、隣を見ると環が顔をむっとしかめていた。

「そんなの、夜でもできるじゃないですか」

「でも、気になるから」

　環の言葉に少し困ったような顔をしたものの、ルカは強情にそう繰り返す。

「そんなの……」

「うん、いいよ」

　このままはまずいと思って、織音はさっと声を挟んだ。

「織おり音ねさん！」

　環たまきが顔を真っ赤にして織音を見る。

「少し落ち着いて」

　そう言いながら、織音は環を連れてリビングを出ると、自分の部屋に連れて行った。

　環はじっとむくれ顔で立ち尽くしている。促しても座らないので、織音は勉強机の椅子に座って彼女を見上げた。

「別に、環もルカも、僕の部下とか手下とかじゃないよ」

　環の態度を見ていると、そんな気分になっているのではないかと心配して、織音は言った。

「それは……違います」

　予想通りだったのか、環は頑なな様子で首を振る。

「違わないよ」

　そう言いつつ、「さて、どう言ったら納得してくれるだろう？」と内心で頭を抱える。

「わたしたちは、織音さんを手伝うためにここに来たんです。ですからなによりも織音さんを一番に考えなければ……」

「それはだめだよ」

　環の言葉を、織音は慌てて止めた。

「僕たちはまず、友達であるべきだよ」

　織音の事情を環とルカはある程度は知っている。ルカは織音の性別に付いてまでは知らないが、この学院に来た事情までは知っている。

　知った上で、二人は若わか宮みや寮に一緒に入ってくれた。

　それはとてもありがたい。

　だけど、二人に犠牲になって欲しいわけでもない。二人はそれぞれ目的があってこの学院にやって来たのだ。黒こく衣いの秘密は守って欲しいけれど、自分のことをないがしろにしてまで織音を手伝って欲しいわけではない。

「そんな主従関係みたいなのは求めてないよ」

　どこか拗すねた空気を醸し出している環に、織音は言った。

「僕たちは友達だ。いまは僕の目的を助けてもらうのがメインみたいになってるけど、環にだってルカにだって、ここに来た目的は別にちゃんとあるだろう？」

「それは……」

「それの邪魔をしてまで僕の目的を手伝ってもらうつもりはないよ。ただ黙っていてくれるだけでもいいんだ」

「でも……」

「それに、二人に喧けん嘩かなんてして欲しくない」

「うう……」

　泣きそうな顔の環たまきに困ってしまう。

　それでもなんとかルカのことは納得してくれたようで、織おり音ねは環と別れ、部屋で一人になった。

「なーんだかなぁ」

　ベッドに転がって天井を眺める。

　部屋のあちこちには映像が浮き上がり、織音が学院の各所に撒まいた監視魔法からの情報が流れている。

　大きな変化はない。

　常とこ夜よ坂ざか女学院は通常の場所には存在しない。亜空間と呼ばれる。魔法によって仮定されたこの世ではない場所に存在している。

　通常空間と亜空間の境目にも監視魔法は配置しているが、なにかが侵入してくる様子はない。

　偽装牛ご頭ずの騒動の後、亜空間を守る結界はより強固になり、違法な侵入者に対する警戒は厳重になった。

　そのおかげで学院は平和になったが、そのために織音の目的が達成されるのは困難になってしまった。

　大和魔女を志願する者たちが集う女の園に潜入しようという不ふ埒らち者ものの中にこそ、織音が捜し求める仇かたきはいるのだ。

　なので、学院の警備はそれほど厳重ではない方がありがたい。

　だけど、警備が甘いと環たち学院の生徒たちが危険な目にあってしまう。

　この学院の生徒たちは、もう赤の他人ではないのだ。できれば彼女たちには危害なんてない方が良い。

　状況と気持ちが矛盾してしまっている。

　その上で環の態度がなんだか妙だ。

　いや、そちらの方は、たぶんだけど原因はわかっている。

「なんだかなぁ」

　本来の目的とは別のところで困っているのが、なんだか納得がいかなくて織音はそんな呟つぶやきを繰り返すのだった。
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　翌日。放課後になると織音は環とクラブ棟を目指した。

　ルカの気が変わることはなく、彼女は授業が終わるとそそくさと教室を出て行った。その背を環たまきがじっとりとした視線で見送るのを、織おり音ねは見ない振りをした。

　クラブ棟は二つの浮テ遊ー大ブ地ルに分かれて配置されていた。

　西クラブ棟、東クラブ棟と分かれているが、果たしてそれが正しく西と東なのか織音にはわからない。

「そういえば、方位磁石がないですね」

　学校の案内図を見ながら環が吞のん気きに呟つぶやく。

「亜空間に方位ってあるのかな？」

　雑談という感じの言葉に、織音も軽い気持ちで返した。

　けれど、使ってみれば案外、方位磁石は正しく機能するかもしれない。方位もまた魔法にとっては重要な要素だからだ。

「まずはどこにいきます？」

「幽霊部員になっても許されるところ、かな？」

　環の問いに織音はそう答える。

　とりあえずはクラブ見学をするだけして、合いそうなところがなかったと言って入らないつもりだった。だがそれで白しろ宮みやが納得してくれるのなら良いが、してくれなかったときは、あまり活動しなそうなクラブを選ばなくてはならない。

「それなら、まずは文化系のクラブではないですか？」

「なら、西クラブ棟だね」

　結論は昨夜と変わらない。織音は案内図に従って西クラブ棟にいけるゲートに向かって歩いた。

　西クラブ棟は文化部の集まりだ。やや狭いテーブルには平屋の建物が並んでいる。同じレンガ造り調の建物とはいえ、同じ形の建物が並んでいる様子は趣の違いを感じて新鮮だ。

「さてと、どんなのがあるのかな……え？」

　西クラブ棟の入り口に近づいたことでそれがわかった。

　誰かいる。

　それも一人二人ではない。

　たくさんいた。

　そして中央には、白宮がいた。

「ああ、よかった。来なかったらどうしようかと思ったわ」

　白宮が微笑みながらそう言い、織音は凍り付いた。

「あの、白宮様、これは？」

「織音ちゃんのクラブ見学を歓迎してるのよ」

「いえ、少し覗のぞかせてもらうだけで十分なん……です……けど」

　そう思っているのに、白しろ宮みややそこに並んでいる人たちの笑顔はその程度では許してくれそうになかった。

「さあさ、入って入って」

　問答無用という感じで織おり音ねは背を押された。

　西クラブ棟で活動している文化部は、現在、十個だという。

「大和魔女史研究部。新聞部。手芸部。美術部。音楽部。薬学部。漫画研究部。文芸部。和芸部。遊戯研究部の十個」

　と白宮は指折って教えてくれた。

　幾つか、聞き慣れないクラブの名前があった。

「和芸部というのは？」

　遊戯研究部というのも聞いたことがないけれど、名前からなにか想像はできる。

「和芸というのは、華道、茶道、書道、俳句にかるたに香道だったかしら？　そういうのの総称よ。あいにく、それぞれ独立してクラブにするには人が少ないから合併してあるの」

「なるほど」

「本当は文芸部と漫画研究部も合併したかったんだけど」

「とんでもない」

「あそこと同じ部室なんて、絶対に無理ですわ」

　白宮の言葉を遮るように二人の先輩が発言した。どうやらその二人が、文芸部と漫画研究部の部長なのだろう。

　織音は黙って頷うなずくだけにとどめた。

「さて、それでは、どこから見学するの？」

「とりあえず、順番に」

　窺うかがう白宮に織音はそう答えるのが精一杯だった。

　無難に逃れることができるのか、ひどく不安になった。




　最初に入ったのは大和魔女史研究部だった。

　部長だという先輩は丸いめがねのかわいらしい方だった。なんとなくだが、環たまきと雰囲気が似ている気がする。

「ここは、大和魔女の歴史を調べ直すところなの」

　どこか慌てた様子で、大和魔女史研究部の部長を務めるという先輩はそう言った。

「若わか宮みやは、歴史上の人物で好きな大和魔女はいる？」

　そう尋ねられ、織音は少しだけ考えた。

「加か藤とう清きよ正まさ？」

　その名前を挙げると、先輩はにっこりと微笑んだ。

「彼……彼女こそ、戦国武将として最初に歴史に名を刻んだ大和魔女でしょうね」

　加藤清正といえば豊臣秀吉の親戚として、彼の立身出世の手伝いをした。農民出の秀吉にとって数少ない子飼いの武将……ということになっているが、真実は違う。

「織田信長が雇い入れた大和魔女たちに接近した当時の秀吉は、連絡役として一人の大和魔女を譲り受けました。清きよという名の大和魔女は男装し、病死していた秀吉の親戚の子と入れ代わり、彼の子飼いの武将という地位を手に入れた。それが加藤清正」

　すらりすらりと加藤清正誕生の経緯を語る先輩に、織おり音ねは自分の中のスイッチを入れられるのを感じた。

「佐々さつさ成なり政まさも大和魔女だったという説もありますよね？」

「あの方の場合は、おそらく妻がそうなのではないか、という説が強いわ。本妻の慈光院ではなく、妾めかけの一人だけど」

「服はつ部とり半はん蔵ぞうについてはどう思われます？」

「うーん、どうかしら。でも、本能寺の変以後、大和魔女は各家に散ったというし、徳川家に流れた人たちは当初、伊い賀が同心に組み入れられたという話もあるわ。服部半蔵自身は四代目で徳川本家から外れてしまっているから、その名前を襲名したという可能性は低いのではないかしら。でも、その後の伊賀同心や御庭番に強い影響を与えたのは確かなのだけれどね」

「はっきりしていないんですね」

「他の術者がそうであるように、大和魔女もあまり歴史の表舞台に立つことを嫌ったのよね。あるいは、当時の人々の感情が、魔法使いを表舞台に立たせたくなかったのかもしれないけれど」

　そう言って、先輩は嘆息する。

「大和魔女に関する記録のほとんどは、この学院の図書館に保存されているの。でも、いまだに整理が追い付いていなくて」

　先輩はちらりと織音を見た。

「そういうことに興味のある人が来てくれると、とてもうれしいのだけど」

「ぜっ……ゲフンゲフン!!」

　思わず「是非！」と言いかけて、織音は思いとどまった。

「あら、風邪？」

「は、はい。ゲフゲフ、すいません、考えさせてください」

「はい。楽しみにしてるわね」

　見送る先輩の笑みが罪悪感をちりちりとさせる。織音たちはそそくさと部室から逃げ出した。

「あ、あぶなかった」

「もう、若わか宮みや様、なにしてるんですか？」

　廊下に出たところで環たまきが織おり音ねを責めた。外だということで、『若宮様』になっている。白しろ宮みやたちはずっと付いているわけではなく、それぞれの部室に戻っているようだ。

　いまのところ、廊下には織音たちしかいない。

「目が、キラキラしてましたよ。完全に忘れてましたね」

「戦国武将好きは……しかたないよ」

　思わず「男なら」と言いかけて、織音はまたも言葉を吞のみ込む。

　少しばかり油断してるかもしれない。

「さてと……」

　織音は気を引き締めると、残りの部室へと向かうのだった。

　その後は可もなく不可もなく、ごく普通にクラブを見学した。美術部で油絵を描くところを見せてもらったり、文芸部と漫画研究部の温度差に疲れたり、音楽部の吹奏楽と軽音の合奏を見学したり、和芸部で御お饅まん頭じゆうをごちそうになったり遊技研究部でカードゲームやボードゲームのことを教わったり、新聞部でスキャンダル欲しさに紅白宮のスパイを頼まれたり、薬学部で怪しい薬を飲まされそうになったりした。

　そういうものをさらりとやり過ごし、最後の手芸部に辿たどり着く。

「そういえば、いままでのところに白宮様はいなかったね」

「そうですね。となると白宮様は手芸部に所属しているのでしょうね」

　手芸。おそらくはアップリケや刺し繡しゆうをしたりしているんだろうな。そういうことをする白宮の姿を想像すると、外見だけは天使のような彼女にはとても似合っているような気がする。

　内面も加味すると納得いかないのだけど。

　そんなことを考えながら、最後の部室をノックした。

「あらあら、いらっしゃい」

　出迎えてくれたのは白宮様だった。

「ちゃんと見学してるのね。えらいえらい」

　そう言って、頭をポンポンとしてきた。

　されるがままになりながら視線を巡らせるのだが、他の人はやってこない。

　他のクラブでは、まず部長が出迎えてクラブの説明をしてくれた。

　と、いうことは。

「え？　もしかして、ここって……」

「そうよ。わたしが部長をしているの」

「え？　でも、生徒会長なのでは？」

　白宮は生徒会長でもあったはずだ。

「生徒会長は手芸部の部長をしてはダメなの？」

「いえ、そういうことはないと思います。はい」

「ふふふ」

　相変わらずの不思議な微笑みの白しろ宮みやに手を引かれ、部室へと入っていく。

　部室には広いテーブルが幾つもあり、そこに色とりどりの布が広がり、型紙や裁縫道具が置かれたりしていた。

　予想通りの光景なのだが、よく見れば首を傾げてしまうものもある。

　部室の本棚には何種類ものルーン辞書が並び、広がったデザインノートのようなものには幾つもの魔法陣が描かれたりしている。

　そして、マネキンが着せられているのは普通の服ではない。グリモアコートだ。力は感じないから、ただ布を縫い合わせただけのものなのだろうけれど、支給されたものをこのままデザインすれば、かなり安定した物になりそうな予感があった。

「あの、ここは？」

「気付いた？」

「ええ」

「ここはね。普通のお裁縫もするのだけどね、メインはグリモアコートのデザイン考案なの」

「グリモアコートのデザインですか？」

　白宮が嬉うれしそうに頷うなずいた。

「そう。一年生の内はね、基礎を身につけるのに一生懸命でいいのだけれど、二年三年になっていけば、自分の得意なもの、究めていきたい分野がみえてくるものでしょう？　そうなってくると学校支給のグリモアコートのままだと不満が出てくるわ。でも、いきなりデザインを無理矢理変更すると、バランスが崩れて事故が起きたり怪我を負ったりするものなの。そういうリスクを少しでも減らすために、わたしたち手芸部がデザインを一緒に考えていくのよ」

「すごい！」

　思わずそう言ってしまった。

　グリモアコートのデザイン変更は、白宮の言う通り、大和魔女に最初に立ちふさがる壁かもしれない。自分の得意な魔法が強力になるようにルーンを選び、魔法陣を配置していきたいだろうけれど、ただ並べるだけでは力のバランスが悪くなり、以前よりも威力が落ちたり使いにくくなったりもする。

　それに、グリモアコートは他にも魔法陣の配置によってその形態を変化させるという特色がある。

　自分の得意分野の魔法陣を選んでいった結果、ひどく奇妙な格好になってしまったということにだってなりかねない。

　織おり音ねは姉と一緒に悩んだが、人によっては一人で悩みを抱え込んでしまうかもしれない。その問題に白しろ宮みやは手を差し伸べられる場所を作っていたのだ。

　本当に生徒のことを考えているのだと感動した。

　ただただ、意地悪なことを考えて人を右往左往させるのが好きなわけではないのだ。

「ふふふ、ありがとう」

　織音の感動の視線を白宮はくすぐったそうな顔で流した。

「織音ちゃんも考えてあげましょうか？」

「いえ、僕はまだ大丈夫です」

　織音はまだ学院から支給されたグリモアコートに手を付けるつもりはなかった。自分の得意分野というか、偏りを知られるのはできれば避けたい。

　そこから黒こく衣いとの類似点を見つけられたりしたら困るからだ。

「そう？　あなたの実力ならいつものグリモアコートではもう満足できないでしょうに」

「いや、そんなことはないですよ」

「そう、残念」

　思ったよりあっさりと白宮は諦めると、今度は環たまきの方を見た。

「千ち輪わちゃんは、そのうち考えさせてね」

「は、はい！」

　環が嬉うれしそうな顔をする。

　織音でさえ白宮の生徒を思う心に感動したのだ、環はそれはもう顔を真っ赤にして陶酔にも似た表情を浮かべていた。

　このままだと、流れで入部なんて言葉を口走ってしまうかもしれない。

　いや、環一人が入部するのは別にかまわないのだけど、この場ででは織音も入部したら？　的な流れを作られるのはまずい。

「で、では、白宮様。本日はこれで」

「あら」

　慌てて環の手を取ると、白宮の返事も聞かずに部室を後にしたのだった。




　西クラブ棟を後にして、織音たちはゲートに向かって歩く。

　ゲートの横には学校の案内板がある。ここには西と東のクラブ棟のことがあったので、織音たちはそこで足を止めて案内板を眺めた。

「意外に、みんなまじめだったね」

　織音の言葉に環が頷うなずく。その目はまだ少し夢見がちだった。白宮に名前を覚えてもらっていたのが、かなり嬉しかったようだ。

「そうですね。やっぱりみなさん大和魔女を目指すような人たちばかりですから、インドア活動の方が好きなのかもしれませんね」

　環たまきの言葉は、織おり音ねには説得力があるように思えた。

「あ、そうか。それなら運動部の方があんまり熱心じゃないのかも」

「うーん。たしかに他の学校と練習試合とか大会とかもないでしょうし、運動部は活発じゃないかもですね。あ、でも……」

「よし、それなら早速見学してみよう。東クラブ棟か。専用のグラウンドもあるんだね」

　そうと決まればと、織音は環の手を取った。

「あ」

「ん？　なに？」

　いきなり上がった声に環を見る。

「あ、いいえ。なにも」

　見れば、環の顔がさっきよりも赤くなっているような気がする。

「もしかして、熱があったりとかしない？」

　いくらなんでも白しろ宮みやの余韻が長すぎる。心配になって額に手を当ててみたけれど、熱はなかった。

　だけど、顔はもっと赤くなった。

「環、大丈夫？」

「だ、大丈夫です！」

「調子悪いなら、環は寮に戻っても……」

「大丈夫！　いきますから！」

「そ、そう？」

　必死な環の気迫に押されて、織音はとりあえず納得する。

　ゲートを抜けて西クラブ棟から東クラブ棟に。転移の瞬間の浮遊感にはもう慣れてしまった。上げた足を下ろした先は、何百メートル、あるいは何キロメートルも先にあるはずの地面だ。体の半分はまだ向こうにあるはずなのに、残りの半分はこちら側に来ているという、自分の体が空間を跳躍して真っ二つになっている現実に言い知れぬ不安感と不快感が充塡されて身もだえすることもすでになく、織音たちは平然と空間を転移して東クラブ棟のある浮テ遊ー大ブ地ルに辿たどり着き、普通に歩き続ける。

「……あ」

　東クラブ棟の広い運動場を横に見ながら歩いていて、織音は思い出した。

「そういえば、環と二人だけになるのって若わか宮みや杯以来かな？」

　そうなのだ。

　若宮杯の決勝でルカと友達になってから、ごく自然と三人で行動するようになっていた。

　若わか宮みや寮に入り三人で行動するようになって、それほど日は経っていない。環たまきと二人だけだったときだって、黒こく衣いであることがばれてから若宮杯が終わるまでの短い時間だ。

　だけど、常とこ夜よ坂ざか女学院に来てから最初に織おり音ねの秘密を知ったのが環だったことは、きっと幸運なことだったに違いない。あの日から若宮杯までの時間はそれだけ濃密だった。

　いまこうして環と歩いていて、「あ、懐かしい」と思えるぐらいには、あの時間は濃密だったのだと、織音は思い返してそう感じていた。

　環の真っ赤な顔の理由は、もしかしたらそこにあるのかもしれない。

「えへへへへ」

　顔を赤くして、いまにもスキップしてしまいそうな環の様子は、若宮寮に入ってからは見たことがなかったような気がする。

　ルカは対人関係に悩んでいたところがあるし、それは環だってそうだ。織音と環、織音とルカはそれぞれに友達という関係はできあがっているけれど、環とルカの間はまだまだ、言葉で表せるものができていないのかもしれない。

　友達の友達は、友達ではないのだろう。

　だから、若宮寮に入ってからはずっと緊張していたのかもしれない。

（そう思うと、なんだか悪いことをしたような）

　だけど、ルカのことにしても放っておくことはできなかった。運命がほんの少しでもズレればこんなことにはならなかった。そんな彼女の悩みを織おり音ねだって抱えたことがある。なにかが違えば、両親は死なず、姉は健康だったかもしれないと。
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　こんな悩みはきっと誰だって抱えたことがあるかもしれない。だけどだからこそ、この悩みは厄介なものなのだ。

　そしてだからこそ、真剣にその悩みと向かい合っているルカを見過ごすことはできなかった。

（でも、このままというわけにもいかないんだろうなぁ）

　いまの環たまきの様子を見ていると、二人の関係は決してうまくいっていないのはわかる。人と人の関係だからと知らない振りをすることだってできるかもしれない。

（う～ん、いや、やっぱりだめだよね）

　二人の関係は織音に起因しているのだから、無視するなんてやはりできるわけがない。

　どうにかしなければいけない。

　……あれ？

「そういえば、さっきなにか言おうとしてた？」

「え？　そうでしたか？」

　ゲートをくぐる前ぐらいで、環が何かを言いかけて止めたような気がしたのだけど。

　だけど、環自身が上機嫌な顔のままで知らないと言うのだから、本当に知らないのだろう。

「気のせいかな」

「そうですよ」

　ほんの少しだけすっきりしないけれど、結局それはほんの少しだけでしかない。

　織音たちは東クラブ棟へと近づいていった。

　東クラブ棟のある浮テ遊ー大ブ地ルは西クラブ棟に比べるとかなり広い。どうやらそれぞれのクラブに専用のグラウンドか体育館があるようなのだ。

　織音自身は中学時代も幽霊部員だったのだけど、運動部系の人たちが体育館やグラウンドでひしめいていたことを思い出せば、常とこ夜よ坂ざか女学院の土地の広大さはやはり別格だ。

「さて、紅あか宮みや様に挨拶しないといけないよね」

　クラブ棟を見て、織音は辺りを見回す。

　東クラブ棟は西とは趣が違った。というか、学院そのものの趣から外れていた。いかにも鉄骨の、いかにも現代的なコンクリート剝き出しの平屋が並んでいるのだ。

「いらっしゃい」

　そう声をかけてからクラブ棟の影から袴はかま姿すがたの人物が近づいて来た。

　紅宮だ。

　織音たちは慌てて挨拶をして、彼女の姿を観察した。

　グリモアコートではない。袴はかまは真紅ではなく紺だ。

「剣道ですか？」

「うん、そうだ」

　紅あか宮みやは首筋を汗で輝かせていた。

「ソフトボール部の連中がここに来るお前たちを教えてくれた。みんな、楽しみにしているぞ」

「うーん」

「まぁ、どうせなら楽しんでくれ」

　白しろ宮みやに振り回される心境を汲くんでくれているのか、紅宮は織おり音ねの肩を叩たたくと案内してくれた。

　まずは剣道部ということなのだろう。

　剣道部の道場はさすがに鉄筋コンクリートの無機質な四角ではなく、むしろ古めかしい木造の、時代劇で見られるような剣道場だった。そこから同じような建物が軒を連ねている。おそらくは弓道とか柔道とかの建物なのだろう。無機質なコンクリートの建物に和風の建築物が紛れ込む様子は、常とこ夜よ坂ざか女学院の赤あか煉れん瓦がの風景を見慣れていた織音にとっては、なんだかとても、普通の学校的だなと思った。

　きっと運動部のクラブ棟の雰囲気と、常夜坂女学院独特の明治的な建築物の雰囲気をすり合わせることがうまくできなかったのだろう。

　紅宮の案内で織音は剣道部に入り、見学をした。

　ごく普通の剣道なのだと思う。防具を身に着けた女生徒たちの甲高い気合い声は、魔法にこもる意志とはまた違い、直接的に鋭く威圧的で、その声が上がる度に環たまきの全身がびくりと震えていた。

　紅宮と部長との試合も見せてくれた。気合い声と床を踏みつける音、そして竹刀を打ち合う音、二人はじっくりと睨にらみ合い、かと思えば目まぐるしく動き合い、遠慮なくぶつかり合う。

　正座して見学する織音は、自分の『男の子』の部分が激しく刺激されているのを感じていた。歴史を漁る知的で身勝手な興奮とはまた違う、男性性の中に存在する高い運動神経を行使することへの憧れ。そして剣と戦いという少年的な羨望。二つが合わさって、織音の芯の部分を興奮させている。

　だけど、剣道部に入ってこの中に混じることなんてできない。

　黒こく衣いとしての活動がなかったとしても、女の子としてこの中に混ざる自信はない。

　そもそも、黒衣として活動するつもりがなければ、ここにいるはずがない。

　人を苦悩させる『もしも～だったら』の存在。ルカのことが頭に浮かんだ。どうして環は彼女に対していまだに警戒しているのだろう？

　疑問は浮かんだものの答えが出るはずもなく、なによりその前に紅あか宮みやたちの試合が終わってしまった。

「どうだった？」

「とても素敵でした」

　手を合わせて興奮する環たまきに合わせて織おり音ねは何度も頷うなずいた。彼女に合わせていれば自分の頰の赤さも同じものだと思ってもらえるはずだ。

「ありがとう。だが、ご覧の通り部員は少なくてね」

　紅宮の言葉通り、部員は少ないのだろう。広い道場には紅宮と部長の他は二人しかいない。

「団体戦もできない有様だ」

「試合は、できないですよね？」

　紅宮の言い方が気になった。団体戦もできない？　それ以前に試合そのものができるはずがない。人が多かろうと少なかろうと、練習試合以外に、選択肢はないはずだ。

「うん。ああ、そうだな、他校とは試合はできないな」

　織音の言いたいことがわかってくれたようで、紅宮は頷いた。

「そう。他校と試合ができないことがずっと問題だったんだ。だから、レイスポができた」

「レイスポ？」

　聞いたことのない単語に、織音と環は二人で首を傾げた。

「そうか、まだレイスポをやっていないんだよな」

「やはり、クラブ勧誘のときにイベント戦をするべきよ」

　隣で聞いていた部長がそう言った。

「しかし、『あれはあれで引く』という意見もあるらしいし」

「でも、どうせヨザコーで運動部に所属するなら避けて通れぬ道よ」

「あの……」

　二人の会話に付いていけなくて、織音はおずおずと手を挙げた。

「ああ、すまない。レイスポ……レイド・スポーツのことを聞いたことは？」

「いえ、ないです」

　二人で一緒に首を振ると、紅宮は少し苦い顔をした。

「まぁ、できたのは一昨年だし、いまだに賛否両論だから、入ったばかりの一年にまで広まらないんだろうなぁ」

「あの、それで……？」

「うん、対外試合ができないのがうちの欠点だから、なんとかしなくてはと話し合っていて、生まれたのがレイド・スポーツだ」

　紅宮の目が道場の外に向けられた。ちょうどそこに筒袋のような物を抱えた女生徒が数人歩いていく。あの筒袋の中身が弓か薙なぎ刀なたか、素人にはわからない。通り過ぎたのだから剣道ではなさそうだ。

「磨いても使いどころがないのは、やはり虚しいからな」

　視線を戻した紅あか宮みやは広いばかりで人の少ない道場を見る。

「部内で対抗戦をしようにも、一チームを作るのにも苦労するような部がほとんどだ。それで、『それなら違う部同士で試合をすればいいのでは？』という意見を元に創意工夫をして生まれたのが、レイド・スポーツだ」

「はぁ」

　いきなり、話がおかしな方向に飛んでいった。織おり音ねは内心で身構えた。

「簡単に言えば、スポーツの異種格闘技だな。野球……部はないからソフトボール部とバレー部とか、バスケ部と柔道部とか」

「はい？」

「剣道部と水泳部の戦いは去年のベスト・レイスポ選挙で二位になったのよ」

「あ、はぁ……」

　なんて言えばいいんだろう。部長の自慢げな顔の意味がわからない。いきなり話が異次元に突入したような気分だ。

　もしかしてこれは魔法の話？

　環たまきはもっとわからない顔をしている。先日の人魂探しの時以上に脅えた顔で織音に助けを求めていた。

　そんなこちら側の反応が見えない紅宮ではない。

「わかってるんだ。正統性なんて完全に欠如した飛び道具的なスポーツだってことは」

　そう言って肩をすくめる。

「だけど、レイスポを導入してから各運動部がやる気を出し始めたのも事実だ」

　紅宮の顔が苦笑から真顔に戻る。

「それに、これはとても大和魔女的なスポーツでもあると思うんだ。二つのスポーツを競わせるために、その仲介としてグリモアコートをウェアに採用することで、大和魔女に必要な即応性を鍛えることに成功しているんだ」

　本当に魔法の話になった。

　しかも、ウェアをグリモアコートに？

　ということは、もしかして白しろ宮みやも関わっているのだろうか？　西クラブ棟での手芸部の話を思い出せばそうなるし、なにより、こんな摩ま訶か不ふ思し議ぎなことにおもしろがりの白宮が関わっていないなんてありえない。

「いかなる相手、いかなる状況だろうと己のルールを叩たたきつける。そのためにはなにをすべきか？　事前の作戦と、即応性が問われる。それでいて健全。これぞまさしく、スポーツだと思わないか？」

「そ、そうですね」

　いや、まだよくわかってないです。

　なんてことを、少し興奮した様子の紅あか宮みやに言うことはできなかった。

　そしてまじめな顔で勧誘してくるのだ。

「とても君向きなスポーツだと思う。若わか宮みや、できれば君にもどこかの運動部に所属して欲しいな。そして一緒にレイスポを盛り上げよう」

「善処いたします。はい」

　紅宮の熱い気持ちは受け止められそうにない。

　織おり音ねは慌てて剣道部を出ていった。

　それから他の運動部を回ったが、結局最後にはレイスポに付いて熱く語っているということになってしまう。

　クラブ見学が終わった頃には、すっかり疲れ切ってしまった。

「まいったね」

「そうですね」

　ゲートに向かって移動する二人は、クラブ終わりで同じ方向に向かっていく他の女生徒と比べても、誰よりもふらふらだった。

「思い出しました。ラクロス部に入ったクラスメートが大和魔女はやっぱりすごいって言ってたんです。そのときはよくわからなかったけど、こういうことだったんですね」

「大和魔女は、やっぱりやることが違うね」

　織音はしみじみとそう呟つぶやいた。

「運動部はだめだね。幽霊部員なんて、とてもできない」

　文化部系も活動は活発だった。なにより、白しろ宮みやも紅宮も熱心にクラブ活動に参加しているというのに、同じ『宮』を冠する若宮が幽霊部員というわけには、やはりいかないだろう。

「あの、質問、いいですか？」

　どうしたものかと唸うなっていると、隣の環たまきがおずおずと聞いてきた。

「なに？」

「若宮様……織音さんは学院の生活を楽しむつもりはないんですか？」

「ん～～」

　環の質問は答えづらかった。

　織音が黒こく衣いとしての活動を優先していることを知っての上での質問だ。

　もっと深い意味があると考えた方が良いのだろう。

「ごめんなさい。変な質問でしたよね。織音さんは目的があるんですから」

「そうだね。目的があるから、こんな危険なことをしてる」

「でも、このままずっと、卒業するまで、このままなんですか？」

　環たまきの用意していた答えを、「ああ、やっぱりだ」と思いながら聞き、織おり音ねは苦い笑みを浮かべた。

「それは、難しいね」

「難しいのですか？」

　不安に歪ゆがむ環の顔を見るのは心苦しい。

「楽しむには、僕の気持ちに余裕がなさすぎる。学校で勉強して、クラブ活動に勤しんで、友達と遊んで……そうしながら捜し物を続ける。僕はそこまで器用じゃない」

　織音の言葉に環の表情がさらに歪んでいく。その表情を見る織音の胸がきりきりと絞られていく。

　夕焼けは辺りを深い赤に沈めていく。

　足を止めた織音たちを他の女生徒たちがすこしいぶかしげに見つめ、去っていく。

　そんな視線を感じながら織音は環の表情の変化を見つめる。

　瞳にこもる水分が決壊する寸前に、織音は口を開いた。

「でも、環やルカには感謝してるんだ」

「え？」

　いきなりの話題転換に、環の表情が止まった。

「正直、入学してすぐの頃は、どう取り繕うか考えるばかりで気持ちの余裕はいまよりもなかった。相談相手が見つかるなんて思ってなかったし」

　家族を壊した償いをさせる。その相手を見つけ出すために常とこ夜よ坂ざか女学院に来た。

　姉と二人でそれを行うつもりだった。

　だけど、姉は来なかった。あのときに壊れた体が、いまになって姉をここに来させることを許さなかった。

　織音は一人になった。性別的に拒否されているはずのこの場所で、織音は一人になってしまった。

　この場所そのものが織音を異物と思っている。異物が異物を追いかける。

　誰も味方はいない。

　眠れない日が続くかもしれない。油断できる場所なんてきっとない。

　そう思っていた。

　だけど、違った。

「君たちに出会えたから」

　織音は微笑んだ。

「一人にならなくて済んだんだ。こんなに嬉うれしいことはない」

　環たまきのために微笑んだ。

「君たちがいるから僕はこれからもうまくやれると思う。だけど、それにだってきっと限界はある。僕がこの学校でちゃんとするには、段階がいるんだ」

　目的を達成する。

　織おり音ねの家族を壊した奴を追いかける。奴は必ずこの場所を狙う。大和魔女が持つグリモアコートの秘密は、これから来るだろう魔法混乱の時代には絶対的な武器になり得る。

　なにより、奴は来た。偽装牛ご頭ずを操り、魔道館を占拠し、爆発させようとし、毒を撒まこうとした。

　奴があれで諦めるはずがない。

　必ず、次も来る。

「あいつを追いつめない限り、僕が次の段階に行くことはないよ」

　環の瞳に溜たまっていた涙はいつの間にか消えていた。不安は期待で払拭されようとしている。

　だけど織音は、その期待に応えられるか少し自信がなかった。

「そうですね。それなら……」

「うん？」

「それなら、問題が解決してもここに残るんですよね？」

　だけどだけど、期待に応える努力はしようと思う。

「出ていく方法がないよ。宣誓もさせられてるし。魔法の宣誓は口約束よりも重い」

　環はきっと泣いているより、笑っている方が似合うのだから。

「よかった」

　涙の消えた環の顔を見ていると、本当にそう思う。

「織音さんが目的を遂げてしまったら、出て行ってしまうんじゃないかって、それが心配で」

「出て行きようがないよ」

「そうですね。それなら、がんばって捜しましょう」

「そうだね」

　環がうんと、元気に頷うなずく。

「まず、なにをしましょうか？」

「気が早いよ！」

「善は急げです」

　握り拳を作る環の表情は本気で、織音は少し困った。

　だけど、クラブに入らない理由を考えるよりは、はるかに前向きで頭も働く。

　でも、いきなりはさすがに困る。

「うーん。なら、このクラブ棟になにか仕込まれてないか、とか？」

　結界から侵入してきた魔法がすぐに学院の中枢を求めて動くとは限らない。高度な隠密機能を持つ魔法なら自律的に潜伏して情報を収集し、目的地への確実性を高めてから動き出すに違いない。

　入学当初の活動成果からすれば、結界を越えて潜伏した魔法はまだまだあるはずだ。

　だけど、完全に潜伏状態に入ってしまった魔法を見つけ出すのは至難の業だ。

　それがわかっているのか、いないのか、環たまきは嬉うれしそうに手を叩たたくのだった。

「あ、それなら……」

「なにかあるの!?」

「奇妙なにおいが幾つかあったんです」

「奇妙なにおいって？」

　鼻の頭を得意げに撫なでると、環が説明をしてくれた。

「においの痕跡って法則性があるんです。線っていうか、同じクラブの人は同じところを行き来するじゃないですか？」

「行動範囲は決まってくるよね」

「そうそう！　それです！　でも、このにおいはそういう線もなくそこにあるんです」

「環が言うんだから、勘違いじゃないんだよね？」

　ここまで話を聞いて、環が思いつきで話していないことがわかって、織おり音ねの表情も引き締まる。

「はい。ここに来て覚えたものですよ。魔力のにおい。魔力のにおいにも個人差があるんです。それに、似てます」

「この前のと？」

「はい」

　ぞわりと、背筋が冷たくなる。

「それは、どこ？」

「うーん」

「どうしたの？」

「ちょっと、織音さんは入りにくいかも」

「それって……」

　環の困った顔が、せっかく引き締まった緊張感を別な意味で締め上げてくる。織音の顔は引きつってしまった。

　東クラブ棟にたくさんあるもの。

　それは？

「更衣室？」

　織おり音ねの呟つぶやきに、環たまきは頷うなずいた。




　人が来なそうなところを見つけ、そこで時間を潰した。亜空間を照らす魔法の太陽は夕方から夜に移行し、グラウンドに照明が灯る。だけどそれはタイマー的なもののようで、グラウンドから白球を打つ音は聞こえてこないし、スプリンターが駆け抜ける様子もない。

　おそらくはほとんどの女生徒が帰ってしまっているのだろうけど、織音はそこからさらに一時間粘って照明が落ちるのを待った。

　反射板の檻おりの中で煌こう々こうと輝いていた魔法の光が消えると、グラウンドが闇に沈んで見えなくなる。織音はようやく立ち上がり、環の案内で件くだんの更衣室を目指した。

　案内されたドアには陸上部の看板が貼り付けられていた。

　鍵開けは黒こく衣いを取りだし、魔法で行った。

「誰もいない？」

「はい。いません」

　環に先に入って確認してもらい、織音も入る。

　更衣室は中央に背もたれのないベンチが置かれ、左右の壁に沿ってロッカーが置かれている。

　体育の時に使う更衣室はもっと広いことを考えると、学校側にしても運動部にそれほど人が集まるとは思っていないのだろう。

　空気に残った汗のにおいが男のそれとは違う気がして、織音はなるべく鼻で呼吸しないよう気をつけた。

　だけど、環には嗅覚を発揮してもらわないといけない。

「わかる？」

「余裕です」

　環は動きを止めることなく右側一番奥のロッカーの前に立った。

「ここです」

　ロッカーに鍵はない。慎重に開けると中には誰かのスポーツバッグとシューズが置かれていた。

　スポーツバッグの中身は制汗剤や手入れ用の道具だったりした。制汗剤は手製のものだ。試しに一度使うと、ハーブ系のにおいが辺りに散らばった。

　織音はスポーツバッグを引っ張り出すと、ロッカーの壁を撫なでた。

「あった」

　ロッカーの塗料と一体化するようにして魔法陣はあった。一見すればわからない。だが、塗料が魔法陣の形で浮き上がっている。光を当てれば角度次第では陰影で魔法陣が浮き上がるだろう。

　織おり音ねは指で撫なでて魔法陣を確認すると、簡単に解析した。

「情報収集用の魔法陣だ。こんなところに置くなんて、趣味が悪い」

　織音は人魂捕獲にも使った専用の紙を使い、魔法陣を写す。

「でも、けっこう盲点かもですね。更衣室って、よく使われるけど、そんなに注目されない場所じゃないですか」

「うーん、そうかも？」

　そんなことを言いながらも他の更衣室を調べていき、幾つかの魔法陣を見つけることができた。同じ型の情報収集型魔法が設定された魔法陣もあったが、中には個人が用意した防犯用のものや悪戯いたずら用の魔法陣もあった。

　防犯用は元に戻し、悪戯用のものも、念のために持ち帰ることにする。




　その後、織音たちは若わか宮みや寮に戻る前に西クラブ棟に戻って調査することにした。環たまきはここでもすでににおいを感知していたようで魔法陣探しは順調に進む。

　たくさんの魔法陣が収集できてしまい、織音は驚いた。

「こんなにたくさん見つかるなんて」

　予想以上の収穫に、織音は目を丸くして写した紙の束を見下ろす。

「これ、魔力のにおいだけじゃなくて、他の人のにおいもあるんですけど……」

「え？」

　織音は環を見た。

「ほとんどが、同じ人のにおいでした」

「そうなの？」

　環の報告に織音は驚いたものの、納得した。

　悪戯用のものならともかく、情報収集用となるとそんなにも多くの人が関わっているとは考えられない。

　お茶会の後に考えた『スパイ』の文字が再び織音の頭に浮かんだ。

　やはり、生徒の中にスパイが紛れ込んでいて、意図的に情報収集用の魔法陣をばら撒まいている。

「でも……普通に考えたら当たり前か」

「え？」

　首を傾げてこちらを見る環に、織音は紙の束を見せた。

「だってさ……」

　言いかけて、織音は口を噤つぐんだ。

　あえて外から結界をすり抜けさせて情報収集の魔法陣を潜り込ませるよりも、誰かを中へ入れて活動させた方がより他人に見つかりにくいに決まっている。

　そう言おうとして、やめた。

　あえてそれを環たまきに言うべきかどうかと、悩んでしまったのだ。

「あのさ」

　こっちを見る環の視線にどうしたものかと考えて、織おり音ねは別の気になることを聞いてみることにした。

「気になったんだけど、あのとき、もし、僕がここを出ていくって答えてたら……？」

　あのとき、織音が目的を達成しても学院に残ることがわかってからの環の態度の変化や話しぶりから考えると、環はもっと前から気付いていたはずで、それなのにそれを織音に言わなかったということは？

　あのときの答えを聞いてから教えたということは？

「…………」

「…………」

「…………てへ」

「まぁ、いいけどね」

　ちょっとだけ、環が怖く思えた。

　いや、そうじゃなく、環が積極的になったということなんだろう。中学の時のトラウマを乗り越えて、人への接し方が深くなったということのはずだ。

　ただそれが、織音一人にだけ、というのはいけないと思う。

「ねぇ、ルカとは仲良くできない？」

「仲良くしてませんか？」

「うーん、ぎりぎりしてないような気がするけど」

　織音にそう言われて、環は話をそらせないと覚悟したのだろう、拗すねた表情を見せた。

「だって……」

「気に入らない？」

「だって……」

「なにが気に入らないのかが、わからないんだよね」

「だって……」

　環が同じ言葉しか言わなくなって、織音は追及を止めた。

　彼女の中でルカに対して、なにか感情があるのは確かだ。

　だけどそれを、もしかしたら言葉にできないのかもしれない。

　だとすれば、いま無理をして形にさせるのは間違いかもしれない。

「怒りました？」

　黙っていると、環は一転して心配した顔で織音を窺うかがってくる。

「ううん。困ってるだけ」

「ごめんなさい」

「しかたないよね。人同士のことだから。でも、できれば仲良くして欲しいよ」

　環たまきは押し黙ったままになったので、織おり音ねはため息を吐いてから彼女の手を持ち、ゲートをくぐった。環は俯うつむいたままで、表情を明るくすることはなかった。

「この気持ちは、織音さんにはわかりません」

　ゲートをくぐる寸前、環はそう呟つぶやいた。

　織音は聞こえなかった振りをして、その言葉をゲートの向こうに置いてきた。





03　二人の壁




　お腹の音で時間に気付いた。

「あっ」

　ここは若わか宮みや寮。常緑樹の木々に囲まれた寮の自室で、ルカはふと顔を上げた。

「もうこんな時間」

　大食堂はもう閉まっている時間だ。若宮寮にはキッチンもあるが、なにも作ってはいない。食材は手続きをすれば大食堂から分けてもらえるのだが、はたして冷蔵庫になにか残っていたか、ルカは覚えていなかった。

　もしもなにもなかったら、今夜は食事抜きということになる。

「まぁ我慢すれば良いか」

　部屋にあるポットでインスタントの紅茶を淹いれる。砂糖を多めにして頭に糖分を充塡すると、ルカは改めて机の上に置いた魔法陣に向き直った。

　一年生の寮で見つけた人魂の魔法陣だ。完成していないのに魔法が動く奇妙な魔法陣としてルカは興味を持った。

　でも、一番の理由は織音がすぐに解析できなかったことにある。

　若わか宮みや杯やその後の騒動ですごい解析能力を見せていた織おり音ねが「よくわからない」と言ったこの魔法陣がなんなのか、それを調べたいと思ったのだ。

　寮での織音の解析が本気だったとは思わない。おそらくは表面を知識で撫なでた程度のものだ。解析にはすごい集中力が必要だし、それは織音も変わらないはずだ。

　だけど、織音のあの超解析能力とでも呼ぶべきものは知識がすごいというだけでは説明が付かない。なにより、魔法に関する知識の深度ならルカの方が上だということは、若宮寮で共に暮らすようになってからはっきりとした。

「織音の解析能力の秘密はそんな単純なものじゃない。もっと別の適性が存在してるはず」

　ルカはそう思うのだが、それの正体はまだわからない。

　しかしいまは、目の前の魔法陣だ。

　織音の能力はすごいが、とりあえず魔法に関する知識はルカの方が上だとわかって、実は少し安心していた。

　自分がここにいても良い理由が一つできたと思えたからだ。

　大和魔女というだけで近づいて来た人々に脅えてしまい、まともな人付き合いを覚えることができなかったルカは、集団生活の中で自分がどうすればいいかわからない。それでも大勢が暮らす一年生の寮にいたならまだおとなしくしているだけでよかったかもしれないのに、いまは若宮寮をたった三人で切り盛りする立場になってしまっている。

　こうなってしまうと知らぬ存ぜぬなんてできるはずもない。自分もなんらかの役に立つ存在になっていなければならない。

　眩くら星ぼし織音という友達を失わないためにはそうするしかない。

　そう、ルカは思ってしまった。

　だけどいまここに、障害が一つある。

　それは、千ち輪わ環たまきだ。

　若宮寮で共に暮らすことになった三人の一人で、ルカよりも先に織音と友達になったのが環なのだが、どうも彼女はルカのことを良く思っていないようなのだ。

　ルカ自身は彼女のことを悪くは思っていない。

　むしろ入学当時はルカと同じ空気を感じて、なんとかお友達になれないかなと思いもしていた。

　困った。

　口には出さないけれど、ルカはそう思っている。

　環の気持ちもわかるのだ。ようやく手に入れた友達が誰かに取られるかもしれない。そういう気持ちなのではないかとルカは感じている。

　どうにかして環とも仲良くなりたいのだけど、どうやって仲良くすればいいのかわからない。

　ルカにしてみればひっそりとため息を吐つくぐらいしかできなかった。

「集中、集中」

　考えが飛んでいることに気付いて、目の前の魔法陣に集中する。

　使われている魔法文字はヤマトルーンばかりだ。魔法陣の形は基本的な円で、曼まん荼だ羅らやセフィロトのような枝によって他の魔法陣と関係づけられてもいなければ、立体積層型魔法陣が展開する様子もない。単純で基礎的な円の中でヤマトルーンをこれまた基本的に配列しているだけ……なのだけれど、あちこちに空白ができている。

「やっぱり、わかんない」

　この魔法陣がなにを目的にして作られたのか。それを知るためには欠けた魔法文字が多すぎるし、こんなに欠損した状態で人魂になってうろついていたという意味もわからない。

「なにか当てはめてシミュレーションしてみるしかないかな」

　とりあえずそう結論付ける。

　ただしそれは、当てはめた魔法文字によっては予想外のことが起きる危険がある。ルカは子供の頃からの癖でグリモアコートを着込み、窓を開け、部屋を実験用に強化する。

　召喚された様々な毛色の猫たちが部屋の四方で丸くなり結界を張る。小さめの黒猫が体重がないかのごとくにルカの被るとんがり帽子にひっかかる。

「さて……」

　ルカは考える。

「人魂になってうろうろするっていうことは移動する機能があったっていうことだから……」

　そう呟つぶやき、ルカは頭の中で幾つかのヤマトルーンを候補に浮かべ、それらを魔法陣の中に書き込んでいった。

　それが正解だったのかどうなのか。

　少なくとも、結果が現れた。

「……え？」

　ルカの視界が光に覆われた。
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　東クラブ棟のゲートを抜けて、織おり音ねたちは次のゲートに向かって歩いていた。浮テ遊ー大ブ地ルから浮遊大地を移動するための転移装置であるゲートは、防犯上の理由から一つで全ての浮遊大地を移動できるようにはできていない。

　入学してすぐの頃はＲＰＧゲームにあるワープゾーンだらけのダンジョンみたいだと思って楽しかったのだけれど、どんな移動手段も慣れてしまえば日常の一部だ。

　東クラブ棟から中央校舎にいき、そこから学生区入り口を通って若わか宮みや寮へという帰りのコースを頭に入れて、織おり音ねたちは、瓦ガ斯ス灯に照らされた学院の道を歩く。

「その魔法陣。大丈夫ですか？」

　環たまきが織音の手にある魔法陣を見て言った。

　さっきまでのやりとりのせいで、空気がぎこちない。

　それでも環から話しかけてくれて、織音はほっとした。

「うん。いままでのと違って自衛用の魔法は仕込まれてないみたいだ」

「変ですね。いままでのは意地悪だったのに」

「そうだね」

　そう言われると心配になってくる。

「なにか罠が……」

　織音が手にした紙を覗のぞき込んだときだ。

「うわっ！」

　手にしていた紙の一枚が弾け、そこから光が飛びだした。

「え？」

「え？」

　光は織音の手から離れ、学院の夜空に向かって上昇したかと思うと、大きな曲線を描いてどこかに向かって飛んでいく。

「え────!?」

　二人は思わず顔を見合わせた。

「噂うわさをすれば!?」

「そうかも」

　織音は即座に左手に隠した魔法陣から黒こく衣いを取りだし、空へと追いかける。

　だが、追いつけなかった。

「だめだ」

　環のところに戻り、そう呟つぶやく。

　だが、諦めたわけではない。独自に仕掛けた監視魔法を起動させ、モニターで光の行く先を確認する。

「あの方角は学生区の方だけど……」

　各学年の寮から三宮の寮など、学生が暮らす寮やその他の施設を乗せた浮テ遊ー大ブ地ルが集まっている区画が学生区だ。

　この時間だと一番人が多い、厄介な場所だ。

　監視魔法で光を追いながら、織音は環にも飛ひ翔しよう魔法をかけ、再び宙に上がる。

「目標は学生区だ。追いかけるよ」

「はい」

　どこに人の目があるかわからない。

　織おり音ねはさらに視覚遮蔽の魔法を自分たちにかけると学生区へ向けて飛んだ。
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「なんてこと」

　苦境に落ちたことに気付いたルカの感想は、まずこれだった。

　なにか大きな手のようなものに摑つかまれ、宙に浮いていた。部屋にいたはずが外にいる。きっと若わか宮みや寮の庭だ。

　手とルカの間には紙一枚ほどの空間があり、そこがガラスをこすり合わせるような嫌な音を立てている。帽子に引っかかった黒猫が毛を逆立てて唸うなっている。後脚の爪が背中に引っかかってて痛い。

　なにかあったとき用に召喚していた黒猫が防御結界を維持してくれている。

　混乱した記憶がすごい勢いで元の形に戻っていく。

　魔法陣から光が放たれた瞬間、ルカは自分が危険な状態を呼び起こしたことを理解した。

　光が爆発だった場合のことを懸念して窓に面した結界はあえて弱くしている。爆発が起きた場合、そこから圧を逃がすためのあえての処置だ。

　爆発ではなかったものの、魔法陣から現れた何かはルカの意図に従わされる形で窓から飛び出したに違いない。

「く、いけない」

　ルカは自分の心配よりも先に、この事態が外に知られることを恐れた。

　注目を浴びることを織音は望んでいない。

　グリモアコートより『識シ域ー即ル界ド』の魔法陣を選択、発動。

　若宮寮に設置された防犯用の魔法を無力化させ、さらに幻覚で若宮寮の浮テ遊ー大ブ地ル全体を覆うことで、外からはなにも起きていないように思わせる。

　織音と秘密基地計画を話し合い、幾つか実行したものの一つがこれだ。

　まさかいきなり役立つとは思わなかったけれど、しかしこれから、どうするか。

「こいつは、なんなの？」

　周囲への対策を講じてようやく、ルカは自分を捕まえているなにかの正体に目を向けた。

　ルカを摑んでいるのは、やはり巨大な手だった。

　だけど、この手に比例した巨大な体たい軀くが見えない。周囲に散った猫たちはルカが召喚し、その魂とは契約によって繫つながっている。その猫たちの目を利用して自分の状況を客観的に確認する。

　巨大な手につながる腕はある。だがそれは腕の付け根に向かうほどに急激に細くなり、そして、肩にあたる部分は一枚の紙切れへと消えていた。

「防衛機能？　生徒の試作品にそんなものが……」

　そこまで考えて、「違う」と思考が自分の言葉を否定した。

　ただの試作品であるはずがない。この極端な反応はルカがなにかミスをしたのは間違いないが、それはこの魔法陣の秘密に一歩近づいたミスだったからだ。

　だから、防衛機能が発動した。

「これ、もしかして、織おり音ねが探してるスパイの？」

　どうやら思わぬ場所で当りを引いてしまっていたようだ。

「もう……こんなことで」

　織音が見つけられなかったものを見つける。ルカはそれがしたかった。そうすることで、自分がここにいても良い理由を示したかった。

　だけどこれは、目もく論ろ見みとは違う。

　見つけても、危機になっていては話にならない。

　ここは、華麗に解決してこそなのに。

「それなのに」

　現実のルカは防衛機能の巨大な手に捕まってしまって身動きが取れなくなっている。

　しかも防衛機能は変化を促進させようとしている。

　ルカを摑つかむ巨大な手はそのままに、魔法陣からなにかを吐き出し、増やし続けている。泡のようにも見えるけれど、それにしては刺とげ々とげしい。

　あえて言うなら、視覚化された魔法文字の塊、とでもいうべきものだろうか。

　それが泡ほう沫まつのごとく増えていくのだ。

　ルカにはそれが、防衛機能とはまた違う、腐臭漂う悪意にしか思えなかった。

　こうしてはいられない。

「こんなとこ、見せられない」

　織音や環たまきにこんなところを見られるわけにはいかない。

「こんな奴、わたしだけで」

　そう思うのだが、体が動かせない。帽子にのった黒猫が張った防御結界がすでに壊れかけているのだ。ルカは黒猫との繫つながりに力を注ぎ、結界を再強化することに集中するしかなかった。

　他の猫たちの力を借りたいが、彼らにしたところで防犯装置の無力化や幻覚魔法の維持に力を注いでいる。

　これらの状態を維持したまま、自分を危地から救うための余力がルカにはすでになかった。

「わたしが……わたしが……」

　なんとか解決の糸口を見つけようとは思っているのだけれど、それを見つけることができない。

　ルカの意識の端で諦めが嫌な笑みを覗のぞかせようとした時、変化の音がルカの鼓膜を打った。

　幻覚の空が割れ、夜に紛れる黒のグリモアコートがルカの視界に現われる。

「織おり音ね」

　黒こく衣いのグリモアコートが若わか宮みや寮の空に現われた。
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　織音たちが若宮寮に張った防衛魔法が発動したことは、魔法に付属した報知機能によって織音に報しらされていた。

　幻覚魔法の壁を暗号で通過した織音たちが見たのは、巨大な手に摑まれたルカの姿だった。

「これはなにが？」

「ルカさん!?」

　織音の腕の中で環たまきが悲鳴を上げる。

「あれは、防衛機能か」

　ルカを摑つかんでいるものを見て、織音はすぐに察した。

　はっとして、背後を見る。

　織音たちが追っていたあの光は幻覚魔法の干渉を受けたのか、若宮寮の上空を旋回している。

　だが、ここに来るまでの間、あの光は迷う様子もなく若宮寮を目指した。

「情報収集用の魔法が動く理由は？」

　そんなのは二つしかない。

　集めた情報を元に目標地点へ向かうか。

　あるいは集めた情報を術者へと持ち帰るか、この二つしかない。

　それなら、あの光は？

　織音ははっとして、上空の光と防衛機能を発動させている魔法陣を見た。

　あの二つは、繫つながりがあるのだ。

「そうか、あれはこいつに戻って機能する段階式の魔法陣か」

　情報を収集することに特化した魔法陣は幾つかの条件を達成した段階で、もう一つの魔法陣と合流し、吸収される。

「もう一つは単体ではなにもできない。ただの失敗作の魔法陣にしか見えないけど、情報収集用の魔法陣が合流することで完成する。そういうことか？」

　これなら、一つだけ見つけられ、解体されたとしても魔法陣作成者を特定するのが難しくなるのかもしれない。あるいは二つに分けることで情報収集用の魔法陣を軽くすることが目的なのかもしれない。

　そしていま、上空にある光は情報収集を終えて、帰ろうとしている途中なのだろう。ルカを捕まえているあの魔法陣の元に。

「なら、なんで、戻らない？　防衛機能が発動しているから？　そんなドジをする奴か？」

　上空の光が幻覚魔法の干渉を受けているのは確かだろうが、そもそも幻覚魔法は人間に対して設定されたものなのだから人間とは違う感覚で動いている魔法に対して強い影響を及ぼすとは思えない。

　それなのに、織おり音ねよりも先にこの場所に到着しているはずの光は、いまだに魔法陣との合流を果たしていない。

　なにかトラブルが？

　それとも、織音の予測が外れているのか？

「いまは、ルカさんを！」

　悲鳴に近い環たまきの声が、織音を現実に引き戻した。

　そうだ。

　いまはそんなことよりもルカを助け出さないと。

「わかってる！」

　織音は応えると、グリモアコートに意識を走らせた。

　グリモアコートより『幻界王権コントロール』を選択、発動。

　織音は若わか宮みや寮に張った幻覚魔法の支配権をルカから奪い取ると、さらに領域を拡大、強化する。

　意図がわからず、環が目を丸くして織音を見た。

「なにを？」

「他の人たちに知られるわけにはいかない」

「たすけられるんですよね？」

「あたりまえだよ」

　心配する環を地上に降ろし、織音はルカに近づいた。

「若宮、大丈夫、大丈夫だから」

　近づく織音にルカがそんなことを言う。

「大丈夫じゃないよ。まったく」

　声は朦もう朧ろうとしていた。身を守るための結界に、若宮寮の異常事態を知られないための幻覚魔法の維持にかかる魔力の急激で大量の消費感覚。命がかかった状況でのストレスもあいまって、ルカの精神は疲弊の極致に達しようとしている。

　まずはルカを助け出さなくては。

　とんがり帽子の上でがんばっている黒猫が結界役だということはすぐにわかった。

　グリモアコートより『心通鳴シンパシー』を選択、発動。

　黒猫の精神と繫つながり、幻覚魔法と同じく結界の支配権を譲り受ける。より強力な結界がルカを守り、魔力の消耗から解放された彼女は気を失った。

「さて……」

　現在起動している魔法の維持を頭の片隅に追いやりつつ、織おり音ねは防衛機能の解析を始める。

　ルカをまるで宝物のように離そうとしない巨大な手を、織音の視界は魔法文字の塊へと解体する。

　防衛機能に備わっているのは簡単な危険排除の動作のみだ。側にいる者を追い払い、あるいはその膂りよ力りよくで動けなくさせる。ルカはまさしく、この膂力に囚われてしまっている。

　では、本体の魔法陣は？

　そして、魔法陣の周りでいまもなお増殖を続けている泡ほう沫まつ状の存在は？

　織音は魔法陣に意識を注ぐ。

　円とヤマトルーンを用いた単純で基礎的な、そして書き掛けの魔法陣に見える。

　だけど、違う。ヤマトルーンは擬装だ。暗号と同じだ。魔法陣の基本に従って配置されているヤマトルーンは、その基本を無視した別の規則性に従って読むと、そこから別種の魔法文字へと変換されるようになっている。

　それがこの魔法陣の正しい姿だ。

　空白部分には情報収集魔法が合流することになっていたのだろう。

「そうか。欠損部分をルカが書き込んだんだ」

　だが、魔法陣に仕組まれた規則性を知らない人間がヤマトルーンを書き込んだとしても、なんの効力も発揮しないはずだ。

　そのはずだが、書き込んだのは、ルカだ。

　詳しくは聞いていないが大和魔女としては古い歴史を持つ一族の子。織音よりももっと専門的な教育を受けていただろうルカが、なんの考えもなしにヤマトルーンを書き込んだとは思えない。

　本人が理解していたかどうかはわからないけれど、彼女の教育の結果か、あるいは才能がなんらかの予感を持って魔法陣の空白にヤマトルーンを書き込ませたのだ。

「その結果、魔法陣は自衛機能を発動させたわけか」

　織音の目が泡沫状の存在に向けられる。

「ジャンク情報の塊だ。あれを増殖させて、魔法陣の許容量を超過させて暴走、爆発というシナリオか？」

　あいつらしい嫌なやり方だ。

　織おり音ねはこの魔法陣に奴が関わっていることを疑っていなかった。

「こんな嫌な魔法陣を使うような魔法使い、そう何人もいてたまるか」

　織音の脳裏に先日の高笑いが響く。

　そして……。

　織音は、頭上を旋回する光を見る。

「本来戻るべき場所をルカに埋められたから、あれは戻る場所をなくしてしまっている」

　幻覚魔法の干渉だけではない。ルカのヤマトルーンで、こちらの魔法陣も正常には働いていないのだろう。自爆に移行しているというのに、情報収集用の魔法陣に向けた信号を切ることができないでいるのだ。

　いまこの場で、この魔法陣を解体するのは簡単だ。

　だけど……。

「でも、このまま解体したら、あれはどうなる？」

　上空でいまだ旋回している光だ。

　自然消滅してしまうのか、それとも再び潜伏して新たな受け入れ先が現れるのを待つのか、それとも奴らしい悪趣味な最後を演出するつもりか。

　この仕組みが奴の手によるものなのは、環たまきの嗅覚と織音が解析した感触からして、確かだ。

「この魔法陣は収集した情報を受け取り、転送する役目を担っている。つまり、行く先は絶対にあいつに繫つながっている。情報の転送先を持っているのはどっちの魔法陣だ？」

　奴に繫がる手がかりがここにある。

　だけど、この魔法陣をこの場で解析しきるには時間がない。奴は魔法陣にある自分の情報を隠蔽するのに慣れている。多数のジャンク情報。多種多様の魔法文字。いまだ見つけ出せない法則性だけが奴の情報へと辿たどり着かせる。

　それをいますぐ見つけ出せるか？

　爆発するよりも早く。

　ルカを助け出すのと並行して、それができるか？

　できるわけがない。なにより、片方だけで判明するとは限らない。上空の光にそれがあるかもしれないし、あるいは二つが揃そろってはじめて開示される仕組みかもしれない。

　若わか宮みや杯の時、織音は奴の手がかりを諦めた。

　今回もそうしなければならないのか。

　三度目を信じて、また待たなければならないのか。

「くそ、どうすれば」

「…………」

「え？」

　なにか、聞こえた。

　それは気を失っているはずのルカからだった。

　ルカがずっと、なにかを呟つぶやいている。

「テュール？」

　それは一つの単語だった。

　聞いたことのある単語だ。

「テュール。軍神テュール？」

　魔法に携わる者なら、自然と神話やオカルトに詳しくなってしまう。

　テュールはドイツや北欧の神話に登場する神の名前だ。

　しかしなぜいま、ルカはそんなものを？

　いや、この状況でルカが意味のないことを言うとは思えない。

　彼女はずっと、自分が置かれた危機から逃れるための対策を考え続けていたはずだ。

　それを言っているのだとしたら？

　織おり音ねは必死になって、テュールのことを記憶から引っ張り出した。

「テュールのルーン。元は豊ほう穣じようと平和の天空神。オーディンの台頭で軍神に堕おとされた」

　そこまで呟いて、織音はようやくルカの言いたいことがなにかわかった。

「神話再現儀式による魔法効果の増減法」

　世界には様々な文化が存在し、神話が存在する。魔法とは即ち、人々の精神性から生み出された超常の存在を真似て世界に生み出される制御された超常現象だ。

　どれだけ優れた魔法使いだろうと、数百万、数千万の人間が信じる神の力にはかなわない。その神が紡いだ物語の前には屈することになる。

　神話とは、それ自体ですでに魔法の力を持っている。

「魔法陣の格を堕として機能不全にしろってことか？　でも、それは……」

　どうして、テュールの名前がここで出てきたのか。格落ちする神話ならもっと身近にもあるはずだ。天孫降臨によって土地を追われる国くに津つ神かみの物語。神武天皇の東征によって敗北する土つち蜘ぐ蛛もたち。

　いや……

　身近な神話は対抗策が練られているかもしれないという懸念から、少し離れた地域の神話をルカは口にしたのかもしれない。

　とにかく他に策はない。ルカの言葉を信じてテュールの神話を用いるしかないのだけど。

　問題が、一つある。

「織おり音ねさん、どうしたんですか？」

　ルカの元から離れて降り立った織音に、環たまきが慌てて駆け寄ってくる。

　織音は簡単に、状況を説明した。

「ルカは神話を背景にした強制力を利用するやり方を教えてくれたんだけど」

「だけど？」

「神話系の呪文までは修めてないよ」

「ええ！」

　そう、問題は織音の方にあった。

　ルカは自分ならできると思ってそれを言ったのかもしれないけれど、織音にはそれはできない。

「解体するだけなら、そんなのは必要ないし」

「な、なにか方法はないんですか？」

「図書館にいけば神話に対応したルーン表なんかもあるかもしれないけど」

　だけど、これから図書館に駆け込んではいられない。

　こんなことをしている間にも泡ほう沫まつ状のものは拡大を続けている。

　決断を迫られて織音が頭を抱えていると、環がなにかを思いついた顔をした。

「ちょっと待っててください！」

　そう叫ぶと、環は寮へと駆け込んでいき、そしてすぐに戻ってきた。

　小脇に、とても大きな本を抱えている。

「お待たせしました！」

　古めかしい装丁の本は、持って読むなんてとてもできないサイズだ。

　表紙に書かれたタイトルに、織音は目を疑った。

「『神話大全』!?　なんで？」

　この場に一番必要な本がここにある。

　その奇跡に、織音は環を見た。

「織音さんたちが、おばけや神話も切り離せないって言うから」

　寮での人魂捜しのときのことだ。怪談を怖がる環に、確かに誰かがそう言った。そういえば、ルカだった気がする。

「偉い！」

　他人に言われたことをすぐさま実行する環の勤勉さに救われた。

「これでわかりますか？」

「北欧神話のテュールの項を！」

「はい！」

　環は地面に本を置き、開いた。

「訳文の下に原文があるよね？」

「は、はい！」

「単語の頭文字を読んでいって」

「わ、わかりました」

　やや不安げな様子の環たまきを信じて、織おり音ねは再び宙へと舞い上がる。

　意識を集中する。

　グリモアコートより『光輝影筆サイン』を選択、発動。

　織音の指先に光が点ともり、撫なでた宙に墨色の線が走る。

　紙に写された魔法陣と、ルカを摑つかんで離さない巨大な手と、増殖を続ける泡ほう沫まつの全てを円で囲み、そしてルーンを描く。環の読み上げる頭文字を知る限りの魔法文字に変換して、外枠の円に沿って螺ら旋せんを描くように刻んでいき、神の物語を綴つづっていく。

　天空神テュールが、どのような事情でオーディンにゲルマン人の信仰を奪われ、軍神の座に堕おちたか。

　いかにしてフェンリルに鎖をかけたか。

　そして、ラグナロクでいかなる最期を遂げるのか。

　織音の指先がそれらを綴る。

　テュールの物語はそのまま力となり、ある種の強制力となり、円の内部に影響力を与えていく。

「完成だ」

　織音が呟つぶやく。

　猛威を振るっていた力はテュールの物語によって弱まっていく。巨大だったはずの手が一回り縮まり、泡沫は増殖の勢いを弱める。

　ついにはルカを守る結界の反発力に負け、彼女を手放した。

　落ちていくルカを、織音は空中で受け止め、環のところに着地した。

「ルカさん！」

　環が甲高い声で呼びかけると、ルカは目を覚ました。

「え？　あ」

「ルカ、無事？」

「あ！　織音……うん」

　気が付いたルカはすぐに状況を理解したらしく、落ち込んだ様子で頷うなずいた。

「若わか宮みや、ごめん」

「いいよ。ルカのおかげだから」

「え？」

　どうやら自分が呟いていたことを覚えていないようだ。

　ぱっと見た様子、ルカの疲労はそれほどではない。先ほどのはいきなりの魔力の大量消費に脳の処理が追いつかず、気絶してしまったという感じなのだろう。

　ルカは動ける。

「悪いけど、後ろのあれ、捕まえておいて」

　そう言うと、織おり音ねは上空の光を指さした。

　ルカはすぐに光の正体がなにか、わかったようだ。

「でも……」

「ルカならできるから」

　自信を喪失している様子のルカに織音ははっきりと言い切る。

「さっきだって、ルカは僕を助けてくれたんだ。覚えてないかもしれないけど」

「え？　え？」

「テュールだよ」

「え!?」

　そこでようやく、ルカは織音が組み上げた魔法陣に書かれているものがなにか、気が付いたようだ。

「なんとかしなくちゃって考えて、思いついたけど、やれなかったの」

「おかげで、あの魔法陣を壊さなくて済んだんだ。だから、無傷で手に入れたい。お願い」

　ルカの顔がぱっと明るくなる。

「わかった！」

「環たまきも手伝ってあげて」

「は、はい！」

　二人が並んで離れていくのを、織音はほんのわずかの間、見守る。このまま仲良くなってくれたらいいな、そんな願いを込めて二人の背中に笑みを送り、織音は魔法陣と向かい合う。

　織音が急造した魔法陣はすでに力を失いつつある。

　いまだ形を為している防衛機能は、ルカという共に滅ぶ相手を失ったことで目的を変更したようだ。勢いを弱めながら増殖を続けていた泡ほう沫まつと合流し、形を変える。

　そこに現われたのは、巨大な二本の腕を備えた鬼だった。腕に比べればあまりにも体たい軀くが小さい。その顔には怒りの面がはめ込まれている。

　だが、怒っているのはこちらの方だ。

「よくも友達をいじめてくれたな」

　織音の目は、二本の腕に仕込まれた大量の爆発魔法陣を見逃さない。あの拳がなにかを打てば、その瞬間にその場に大爆発が起こるということだろう。

「お前には、傷一つ、この場所に付けさせない」

　宣告し、織おり音ねは爆薬を蓄えた鬼と対たい峙じする。
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「手を」

　ルカが手を伸ばしてきて、環たまきは戸惑いながら握りかえした。

　グリモアコートより『彗フライ』の魔法陣を選択、発動。

　その瞬間、浮遊感が全身を包む。織音の施してくれた飛ひ翔しよう魔法はすでに解除されている。

　これはルカの飛翔魔法だ。

　織音のものとはまた違う。羽毛に乗せられたかのような軽やかさで環の体は上昇していく。

　しかも、浮いているのはルカと環だけではない。召喚された猫たちもまた宙に浮き、同じように上昇していた。

　しかも、決して緩やかではない。速い。

　だけど、速いのはルカだけではなかった。

　上空で旋回運動を続けていただけだった光が、ここに来ていきなり動きを変えた。若わか宮みや寮から距離を取ろうとしている。
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　明らかに逃げようとしている。

「逃がさない」

　ルカがぽつりと呟つぶやくと、一緒にいた猫たちが飛びだした。ルカよりも速く飛び、いや、飛んでいるというよりも宙を駆けて光の後ろに回り込む。

　複数の猫が、まるで一匹の鼠ねずみを追い回すように釘くぎ付づけにする。

「すごい」

「まだ」

　思わず呟く環たまきに、ルカはそう言った。

「逃がさないようにはできてるけど、捕まえられない」

「ええと……どうするの？」

　ためらいがちに環は尋ねた。

　こんな間近で、二人きりで、こんな場面だけど、環はどうしていいのかわからなかった。

　いや、自分の感情をどうしていいのか、なのだけれど。

　環の気後れは気にしていない顔でルカは口を開く。

　そんなところが、また環を後ろめたくさせる。

「あれ、合体型の魔法陣の相方なんでしょう？　こっちがエラーを起こしたから受け入れ先がわからなくなってるんだよね？」

「え？　え？　ええと、たぶんそう」

「それなら、罠わなを仕掛けよう」

　そう言うとルカのグリモアコートが光り、なにかの魔法が勝手に発動した。

　まず、箒ほうきが現われた。西洋魔女の看板のような箒は勝手に動いて環たちの後ろに回り込み、無理矢理に腰かけさせられた。

　それでルカと手が離れてしまったのだけれど、ちゃんと浮いている。箒の細い柄に体重がかかる痛みはない。飛ひ翔しよう魔法は維持されているのだ。

　さらにルカの手には紙にペン、そして美術の授業の野外スケッチで使う紐ひもで引っかける画板までが現れる。

　環が目を丸くしている横で、ルカは画板の上の紙にさらさらと魔法陣を描いていく。

　その手並みは鮮やかだ。

「じょ、上手だね」

「こういうのは慣れだから。環さんだってすぐにできるようになるよ」

　なんでもないことのように言う。だけど、いまの環にとっては、いずれ手に入るものではなく、いまある技能が大事だった。

　いまそれが自分の手にあれば、もっと織おり音ねの役に立てるのに。そう思ってしまうのだ。

　そして、そんなことを考えてルカに嫉妬する自分が、すごく醜いのだということもわかっている。

　そんなことを考えている間に、魔法陣を描いていたルカの手が止まった。

　完成したのだ。

「これに誘い込もう」

　紙を摑つかむと画板とペンは消え去ってしまった。ルカはその紙を環たまきに見せる。

　なにが描いてあるのか、環にはわからない。

「え？　でも、これじゃあ、来ないよ？」

　環にだってわかる。紙にペンで描いただけの魔法陣にはまだ力はない。たとえ、一度動き出せば魔力を自力生産できる仕組みがあったとしても、動き出すためにはその心臓に火を入れるための魔力が必要だ。

　この魔法陣には、まだ魔力が込められていない。

「急造のだから魔力を自力生産できないよ。こっちで注ぎ続けないといけないけど……」

　ルカの言葉が途中で途切れた。

　その理由は環にもわかった。

　別の光が走ったのだ。

　その光は猫たちを襲って駆け抜け、情報収集魔法を追い立てる輪が乱れた。

「ええ？　なにあれ？」

　驚く環の隣で、ルカは足下で行われている織おり音ねの戦いに目を向けた。巨腕の鬼は黒こく衣い姿の織音を前にして、他に気を向ける状況にはない。

「防衛機能……じゃない。誰かが邪魔してる」

　光は幻覚魔法の壁を貫いてやって来ている。

　どこかから、なにか、あるいは何者かが邪魔をしているのだ。

「どどど、どうします？」

　予想外のことに環は混乱する。

　結界を越えて潜入してきた魔法を相手にすることになるだろうとは思っていたけれど、まさか人が直接手を出してくるなんて……。

　慌てる環に反して、ルカは冷静だった。

「わたしがなんとかするから、環さんはそれに魔力を込めて」

　そして冷静に、環に魔法陣を描いた紙を渡してくる。

「ええ！　そんなの、わたし……」

　紙を渡されて、環は途方に暮れた。

　いまだにグリモアコートを着て魔法を発動させるのにも手間取っているような環に、そんなことができるわけがない。

　顔を青くして震えていると、ルカが肩を叩たたいた。

「大丈夫、できるよ。グリモアコートに魔力を走らせるのと同じだから」

　表情の変化に乏しいルカが微笑んでいる。

「でも、わたしにはそんなこと……ルカさんじゃないし」

　安心させようとしているのがありありと感じられて、環たまきは思わずその目から逃げてしまう。

「環さんも、そんな顔をするんだね。安心した」

「え？」

「織おり音ねのためなら環さんはなんでもできるんだと思ってた」

「できないことの方が多いですよ」

　だからこそ、こんなに苦しい。

「わたしは、魔法はぜんぜんですから」

　入学したばかりで、魔法を発動させるのにも苦労しているような卵でしかないのだ。

　こんなところで織音の手伝いができるようなことは、なにもない。

「なにもないことはないよ」

　ルカの手が環の手を取る。

「大丈夫だよ。環さんだって、大和魔女なんだから」

　大和魔女。

　その言葉を聞いて、電撃が走ったような気持ちになった。

　大和魔女になりたくて常とこ夜よ坂ざか女学院にやってきた。落ち込んでいた自分を見つめ直せる場所はここしかないと信じてやって来た。

　その場所で織音と出会った。この場所にもっといたいと思った。

　大和魔女になりたいと思った。

　それなら……。

　環のことを大和魔女だと言ってくれるのなら、もう弱気なんて見せられない。

「……はい」

　紙を受け取り、環は頷うなずく。

　ルカはもう一度微笑むと、箒ほうきを環に残し、宙を飛んだ。

　目指すのは幻覚魔法の向こうにいる、何者かだ。

「さあ……」

　一人残され、環は魔法陣が描かれた紙と向かい合う。

　この場を任されたのだから。

「がんばれ、わたし！」

　やるしかない。
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　相手の腕はそのまま爆弾だ。

　迂う闊かつな行動を取れば織おり音ねも巻き添えになる。行動は慎重に、しかし対策は大胆に。

　グリモアコートに意識を集中する。この万能魔法具に秘められているのはほとんどヤマトルーンだ。

　さきほどまでの作業を考えると、自分がとても安心しているのがわかる。余すことなく自分の領域だという自由感は目の前にある爆弾魔ならぬ爆弾鬼への恐怖も薄れさせてしまう。

　怒り面の目には光が宿っているけれど、そこには何の感情もない。最初から指示された行動をただただ行うのみだ。

　その指示が、自爆であったとしても、だ。

　織音の目は防衛機能である爆弾鬼を解析する。やはり、爆薬部分は腕にしかない。

　爆発前に解呪デイスペルすることは、ジャンク情報が多すぎて不可能だ。解除するための方法を見つけるよりも、あの鬼が腕を振るう方が早い。

　止めるなら、力尽くしかない。

（さて、どうやる？）

　織音は頭の中で幾つかの候補を挙げるが、決めかねている。

　だが、あまり悩んではいられない。

　爆弾鬼は待ってくれない。

　右の巨腕を振り上げて、襲いかかってきた。

　体術も戦術も感じられない、愚直な振りだ。つまりは爆発すれば多少の回避など関係がないと言っているようなものだ。

　もう考えている暇はない。

　グリモアコートより『風縛ウインド』×『晶盾シールド』の魔法陣を選択、発動。

　織音の眼前に風が集い、結晶状の結界が現われる。結界は筒状に展開して爆弾鬼の巨腕を包み、内部で荒れ狂う風圧がその動きを縛る。

「なんとか、成功か」

　巨腕を振り上げたことから、起爆装置は拳にあるに違いないと読んだのだが、正解だったようだ。風圧で装置が反応する可能性もあったが、『殴った』という事実が装置を起動させる要因で間違いないようだ。

　爆弾鬼は左の腕も振り上げる。

　織音は再び、同じ方法で左の巨腕も封じ込めた。

　爆弾鬼は封じられた両腕をぐいぐいと織音に近づけようとしてくる。風圧が拳をどこにも触れさせないようにはするものの、結界に伝でん播ぱした力が織おり音ねを押してくる。

　織音は堪えるが、足は地面を削り、じりじりと後退させられていく。

　無理な力比べをするわけにもいかない。拳を風圧の綿に閉じ込めておくように調節しつつ、若わか宮みや寮の庭を動き回る。

　さあ、それで、これから？

　次なる問いが織音に迫る。

　膠こう着ちやく状態を生み出すことには成功した。

　爆弾鬼をただ片付けるだけなら、これで織音の勝利は確定だ。結界で囲い込み、若宮寮から離れたところで爆発させればいいだけだ。

　だが、そういうわけにはいかない。爆弾鬼を無傷で手に入れようとしているのだから、織音の戦いは、むしろここからだ。

　大きな爆発を起こして他の生徒たちに気付かれるわけにはいかない。

　この魔法陣には奴への手がかりがあるかもしれない。いまルカたちが捕まえようとしている情報収集魔法ともども、壊すわけにはいかない。

　戦いの痕跡を残さないためにも、若宮寮には傷一つ残すわけにはいかない。

　難問は山積みだ。

　織音の目は爆弾鬼の解析を続けているのだが、この状況でもジャンク情報は増え続けているらしく、それをかき分けるので精一杯だ。

　しかも、そのジャンク情報は巨腕を圧迫する形で増え続けているのだ。起爆装置が作動しなくても、いずれは爆発するということだ。

「防衛機能を剝ぎ取って、残りの魔法陣を無事に残すことができるか？」

　魔法文字の海には爆発にかける執念が宿っている。この執念をまともに相手にしていたら、時間がいくらあっても足りない。

　時間には限りがある。

　魔法陣から防衛機能を剝ぎ取る。

　織音が採るべき選択肢はそれしかない。

「よし」

　魔法陣が写された紙の位置は確認した。ジャンク情報は爆薬部分にばかり集中し、魔法陣本体と防衛機能との繫つなぎ目部分は薄い。引きはがした際に起こるだろう自壊作用を機能させない方法も頭の中にある。

　やれる。

　意識はグリモアコートを走る。魔法陣を選び、選び、選ぶ。

　グリモアコートより『風縛ウインド』×『晶盾シールド』×『閃断カツト』×『蝕糸クラツク』を選択……。

　グリモアコートより『神降身ブースト』×『晶コ魔ー爪ル』を選択……。

　複数の魔法を同時に発動させる。すでに若わか宮みや寮を覆う幻覚魔法の維持をその身に負担しているというのに、織おり音ねは迷いなくそれらの魔法陣をグリモアコートより選び出し、魔力を注ぎ、火を入れる。

　二段階に発動させる。

「うおおおおおお！」

　織音は吠ほえ、そして魔法がその効果を見せる。

　爆弾鬼の巨腕を包んでいた結界が拡大する。腕からさらにその先へと進行し、その胴体へと食い込んでいく。

　本体の魔法陣はみぞおち辺りに潜んでいる。結界はその上部分まで押し入り、爆薬部分との強制的な断絶を図ると同時に、魔法陣そのものの書き換えを断行。防衛機能剝離時の自壊機能を無効化させる。書き換えは、結界が閉じ、爆弾鬼を上下に切り分ける寸前になんとか完了し、防衛機能の切り離しに成功した。

　しかしまだ、終わっていない。爆薬部分を結界内に封じ込めたことでの変化はこれだけでは済まないかもしれない。残った部位が爆発するかもしれない。

　そのための、もう一つの魔法だ。

　肉体強化の魔法が織音の速度を上げる。

　結界が爆弾鬼を上下に分けたその瞬間には、織音は間近に移動していた。

　右手には結界と干渉しないよう、性質を合わせた力場が発生している。力場の刃でみぞおちを切り裂き、そこから現われた魔法陣の紙を摑つかみ取る。

　成功だ。

　後は、この爆発物をどうするか……。

「そこまでよ！」

　その声は、織音でも環たまきでもルカでもなかった。

　この場にいないはずの誰かが、若宮寮の庭に立っていた。

　その腕にはルカが捕まっている。

「ルカさん！」

「うるさい！」

　環の悲鳴を、その生徒はヒステリックにかき消した。

「彼女は……」

　真新しいグリモアコートを着たその生徒には見覚えがあった。

「隣のクラスの」

　お茶会で呼んだ隣のクラスの生徒の中に、彼女はいた。

　彼女がスパイなのか。

　その瞬間、織音はぞっとした。

　正体を知られた。

「ははっ、まさかとは思っていたけど、本当にあなたが黒こく衣いだなんてね、若わか宮みや様」

　そう言う女生徒の声はやはり自暴自棄の雰囲気がある。

「なんてことをしてくれるのよ。なんで、わたしがここに来たタイミングであんたみたいな邪魔者が現われるのよ」

　スパイの恨み言は聞き流す。正体を知られた衝撃に、いつまでも捕らわれてはいられない。ルカはどうなっているのか？

　どうやら気絶しているだけのようだ。スパイの手には銃のようなものがあるが、どこからも血が出ている様子はない。

「心配しなくても、ただの麻酔銃よ」

　スパイはそう言いながら、ルカのこめかみに銃口を押しつける。

「でも、この距離で撃てばどうなるかはわからないけど」

「なにが目的だ？」

「あなたたちが回収した魔法陣よ。当たり前でしょ」

『あなたたち？』

　環たまきを見ると、その手には魔法陣が描かれた紙がある。魔力が走った痕跡が紫の光となって薄く視覚化されているし、魔法陣内に配置されたヤマトルーンの筆跡がちぐはぐだ。

　爆弾鬼の対処に集中していて、二人がどうやったのかわからないけれど、無事に情報収集魔法の回収に成功していたのだ。

「なんのつもりか知らないけど、自分が黒衣だなんて知られたくないでしょ？　交換条件よ。わたしはその魔法陣を回収してここからいますぐ脱出する。あなたは自分が黒衣だなんてばらされなくて済む」

　ふざけるなという言葉を吞のみ込む。

　スパイの顔は冷静さを欠いているように見える。推測するに、魔法陣に設置者への報知機能もあったのだろう。

　異常に気付いて来てみればこんなことになっている。敵地で自分の正体がばれることを想像すれば、たしかに冷静ではいられないだろう。

「織おり音ねさん……」

　環がこちらを振り返る。その目は脅え、懇願していた。

　言わなくてもわかる。ルカをたすけてくれと言っている。

　当たり前の良心だといえばそれまでなのだけれど、彼女が織音の使命よりもルカの命を優先したように見えた。

「悪いけど、悩ませてあげられる時間はないわよ。どうするの？」

「時間がないのは、こっちだって同じだよ」

　織おり音ねは、必死になって考えた。

　ルカを助ける方法？

　違う。

　考えているのは、この場をまとめる言い訳だ。

「こいつの爆発は、もう止められない」

　グリモアコートより『鵬鬼フライ』の魔法陣を選択、発動。

　防衛機能を封じ込めている結界に飛ひ翔しよう魔法を付加すると、織音はそれをスパイに向けて解き放った。

「ひっ！」

　スパイの顔が引きつる。この魔法陣を作った術者がどんな人間か、彼女はよく知っているのだろう。

　スパイにぶつかる直前、結界は軌道を変化させて上昇。さらに爆発した。

　轟ごう音おんが周囲を支配し、空気が揺さぶられる。結界内で凝縮された爆発は亜空間の夜を赤く染め、振動が体の奥底にまで侵しん蝕しよくしてくる。

　誰もが、目と耳を奪われ、動けなくなっている。

　織音はその中を走った。身体強化の魔法に支えられた織音の体は瞬く間にスパイのもとに辿たどり着き、麻酔銃を叩たたき払い、ルカを奪い返す。

　グリモアコートより『雷縛シヨツク』の魔法陣を選択、発動。

　織音の手から伝でん播ぱした雷撃はスタンガンと同じ要領でスパイの体から自由を奪い、地に倒れ伏させた。

「さて、こうしてはいられない」

　腕の中に収めたルカの様子に安あん堵どしたが、休んでいる暇はなかった。

　爆発の震動にやられて、ふらふらになりながらやって来た環たまきにルカを預け、織音は次のことを考える。

　爆発の勢いは凄まじかった。

　若わか宮みや寮を覆う幻覚魔法は衝撃で霧散し、学院の防犯装置が起動してしまっている。若宮寮の各所にある灯は緊急時を報しらせる赤色に染まっていた。

　ほどなくして風紀委員や教師たちがやってくるだろう。

「織音さん」

「環、若宮は黒こく衣いを追いかけた。いいね」

「は、はい！」

　一瞬きょとんとした環だが、織音の言いたいことを理解してくれたようだ。

「庭で怪物に襲われて、黒衣がたすけてくれた。黒衣が勝って、逃げ出した。若宮はそれを追いかけた」

「その人は」

「僕が持っていく。この人はここにはいなかった」

「はい、わかりました」

　環たまきがすんなりと受け入れてくれてたすかる。

　すでに起動させた監視魔法で風紀委員たちが近づいて来ているのはわかっている。

　織おり音ねは素早くスパイを抱えて若わか宮みや寮から飛びだした。
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　黒こく衣い姿の織音がスパイだという生徒を連れて飛んでいき、環とルカは残された。

　ぐったりとしたルカを抱えて途方に暮れていると、風紀委員たちがやって来て事情を聞かれた。

　織音が言ったことをなるべく自分が体験したように語り、後のことは知らないと言い張った。

　起きないルカを心配して二人は医務課に運ばれた。卒業するまで外に出られないのだから、小規模ながら病院もある。

　当直の医者は大和魔女も修めた魔法医だった。看護師はいない。その代わり、精巧な人ゴ造ー人レ形ムがナース服を着て微笑んでいる。

　環は簡単な検査の後、人造人形によって擦り傷を治療してもらった。

　問題は、ルカだ。

「麻酔薬を打ち込まれているわね。魔法じゃないのか。魔法陣の防衛機能に攻撃されたにしては妙だけど」

　そんなことを言われて環をドキリとさせたけれど、それ以上のことはなにも言われなかった。

　眠そうな顔の医師は薬抜きの魔法を処方すると、あとは一晩泊まっていきなさいと言って二人部屋を与えてくれた。

　病室の雰囲気は学院も外の病院もたいして違いはなさそうだった。

　ルカを一人にしておけないと、泊まることにしたけれど、気持ちが昂たかぶっていて眠れない。暗い病室で環は自分の手を見つめた。

　できた。

　やれたんだ。

　ルカに預けられた紙に、環は魔力を込めることができたのだ。

　その瞬間、空飛ぶ猫に追いかけ回されていた光は環の手にある魔法陣に吸い込まれたのだ。

　その紙はいま、織おり音ねの手にある。

　織音の役に立てたそのことが嬉うれしい。

　そして、それをさせてくれたのがルカなのだ。

　あんなにも毛嫌いしていた環たまきを、ルカは信じてくれた。

　達成感の後には、ルカに対する申し訳なさが胸に詰まって環はどうしようもなくなってしまった。

「ん……」

「え？　あ」

　隣のベッドからの声に、環は体を起こした。

「起きた？」

「え？　ここは？」

　混乱している様子のルカに、環は事情を説明した。

「猫たちの邪魔した奴を探してて撃たれたんだ。迂う闊かつ」

　暗くてよくわからないけれど、ルカは悔しがっているように見えた。

「でも、しかたないよ」

　それで慰めることができるのかどうかわからないけれど、環はそう言うしかなかった。銃が出てくるなんて考えられない。

　ここは学校で、日本なのだ。

「でも、大和魔女の歴史は戦いの歴史だから」

　そう言って黙り込む。

　二度も気絶したことがルカは本当に悔しかったようだ。

　気まずい空気に、環は内心で慌てた。どうすればルカを慰めることができるのか、必死に考えた。

「ありがとう」

「え？」

　環の言葉で、ルカが顔を上げた。

「いま、なんて？」

「ありがとうって、言ったんです」

　なんだか恥ずかしくなって、頰が熱くなったけれど、暗いからルカの目にはわからないだろう。

「あなたに大和魔女って言ってもらえなかったら、きっとあのとき、わたしはなにもできませんでした。だから……」

「こっちこそ、ありがとう」

「え？」

「一緒にいさせてくれて」

　ルカがこちらを見ている。どんな表情をしているのか、よくわからない。もしかしたら笑っているのかもしれない。環たまきのように頰を赤らめているのかもしれない。

　部屋の明かりを点けたい。ルカの表情が見たい。環は心の底からそう思った。

「織おり音ね……若わか宮みやと一緒にいられるのは、環が受け入れてくれているからだよ」

　若宮と言い直したことが、環はおかしかった。織音を若宮と呼ぶようにしようと言ったのは環だ。

　環の前だから気を使って『若宮』と言い直したんだろう。

「わたしたちだけなんだから、織音さんでいいんですよ」

「そうだね」

　自然と二人でクスクスと笑った。

　体の力が抜けていくのがわかる。見回りの人ゴ造ー人レ形ムに寝るようにと怒られ、二人は大人しく横になった。

「なんだかお泊まりみたい」

「うん」

　そんなことを言って、また笑い、そして眠った。

　今夜はじめて、二人は友達になったのだと、環は思った。
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　きっと、ルカもそう思ったにちがいない。
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　黒こく衣いを脱ぎ、学校規定のグリモアコートを着てから若わか宮みや寮に戻った。スパイは気絶させて、隠した。

　戻ったところで風紀委員たちの事情聴取に付き合い、環たまきたちは医務課に連れて行かれたことを教えてもらった。

　見舞いに行くにはもう遅い。なにより、スパイの処遇もある。

　風紀委員を見送ると、織おり音ねは再び黒衣を纏まとい、気絶したスパイを回収するとある場所に向かった。




「いらっしゃい」

　あのときと同じように二足歩行の猫に案内されて、あのときと同じ部屋に入る。

　壁の一面がガラス張りになったその部屋で、その老女は学院の夜を背負っているかのように織音の目には映る。

　常とこ夜よ坂ざか女学院の学長、種たね子が島しま千ち代よはこんな夜遅くでも微笑みを以て黒衣の織音を出迎えた。

「今夜は大変だったようですね」

「スパイだ」

　学長の暖かい出迎えは掌で踊らされているような感じになる。織音は飛ひ翔しよう魔法で運んでいたスパイを学長に差しだした。

「まさか尋問なんてしていませんよね？」

　そう聞いたときだけ、学長の目が鋭くなった。

　織音は首を振った。

「痛めつけて情報を抜くなんて、奴と同じレベルになる気はない」

「良い考えですね」

　微笑みに戻った学長の言葉も素直には受け取れない。

　本当なら、ここに来たくはなかった。

　だが、織音の正体を知ってしまったスパイをこのまま学院にとどめさせておくなんてできない。

　だからといって、殺すなんてことができるわけもない。

　そうなると、頼るべき先は学長のところしかなかった。

　本当は頼りたくはなかったけれど……。

「賢明な判断です」

　学長の指の一振りでスパイの体が宙を滑っていく。使い魔たちがすでに開けた扉を抜けて、女生徒の体は部屋の闇に吞のみ込まれていった。

　ただの指の一振りで、織おり音ねの飛ひ翔しよう魔法は支配権を奪われ、学長に引き継がれてしまった。

「…………」

　確かな実力に、織音は言葉もない。

「たとえ、他の魔法使い勢力に通じていようとも、入学の儀式を経、グリモアコートを纏まとった以上、この娘もまた大和魔女であり、私の守護すべき生徒です」

「守護すべきなのは、生徒だけか？」

「眩くら星ぼしの家の不幸はわたしも存じております」

　その言葉が織音の負の部分を刺激する。

「知っていても、なにもしない」

　嫌味を言うにとどめるだけでも、織音は自分をよく抑えていると思う。

　問題なのは、眩星の家のことを知っていると、『黒こく衣い姿の織音』の前で言うことだ。なんとなくそう思っていたし、おそらくは隠し切れないだろうと思ってスパイをここに連れてきたのだが、やはり……。

　学長は、黒衣の正体を知っている。

　知っていて、放置している。

「あなたもまた、この学院の生徒だからです。それに、彼女の娘が立派な大和魔女となるのを導き、見守るのもまた私の使命です」

　少しだけ安あん堵どした。

　学長は織音のことを『娘』と言った。織音のことを女と思っているのだ。

　だからこそ、織音は大和魔女として常とこ夜よ坂ざか女学院にいられる。

「そのスパイ、どうするつもりだ？」

「記憶を操作することは簡単ですし、学院から追い出すのはもっと簡単ですが、それではこの子が学院の外で不幸な目に遭うかもしれません。なにが最善か、少し考えてみるとしましょう。すくなくとも、あなたの秘密は守られるでしょう」

「ありがたいね」

　素直に礼を言う気にはなれず、織音はそれだけを言うと学長の屋敷を去った。




「しかし、事態が解決策の模索を許してくれるかどうか。外界の激動は内なる思索を許してくれないことが多いですから」

　そんな学長の嘆息は、もちろん織音には届いていない。





04　曝あばきの手




　零時を越えた。

　久方ぶりの黒こく衣いの登場は瞬く間に寮の女生徒たちにも届いていたけれど、そのことで話の花を咲かせるのにも限度はある。多くの生徒は再び眠りにつき、夜はいつも通りの静けさを取り戻していた。

　だが、夜をうろつく者がいなくなったわけではない。

　そこは、交流館と呼ばれる建物だ。

　入学式などの式典が行われる大講堂に比ひ肩けんする広さを持つ建物であり、亜空間で暮らす生徒たちが外界と繫つながりを持つための数少ない方法の一つが、この建物内に設置された電話だ。

　しかし、交流館は常に開かれているわけではない。交流許可日と呼ばれる特別な日にのみ、この建物は全生徒を迎え入れ、外界との連絡を繫ぐ。

　今日は決してその日ではないし、なによりも夜に開かれることはまずない。

　だというのに、そこには一人の姿があった。

　館の鍵をごまかし、防犯用の魔法をくぐりぬけ、闇と同化したかのごときその姿は一つの電話の前にいた。

　受話器からは声が聞こえてくる。

「つまりはお前のミスってことか？」

「人選はそちらの仕事でしょう？　すぐに成果を求めるような粗そ忽こつ者ものを選んだのはどなた？」

「それを監督するのが、先任者のお前の仕事だろうが？」

「調教している余裕がこちらにあるわけないでしょう」

　受話器の向こうの声は荒々しい。もとよりそういう口調の人間ではあるのだが、今夜はそこに明らかな苛立ちが混じっていた。

「あなたの行いの悪さが巡り巡ったということでしょう？」

「はぁ!?」

　思わずそう言ってしまったのだが、相手にはそれを受け流す余裕がないらしい。

　それが表に出ていることに相手も気付いたのか、咳せき払ばらいをすると短く軽薄な笑いを零し、立て直しを図った。

「だがまぁ、やばいことには変わりない。おかげでクライアントからの心証は悪くなりっぱなしだ」

「仕事ができなければ、あなたなんてただのクズですからね」

「言ってくれる。まぁ自覚してるがね」

　殊勝なことを言う。

　しかしそれを、意外と感じたのは間違いだった。

「だけど、それならお前はどうなんだ？」

　彼が『やり返す』という選択肢を捨てる男ではないことは嫌になるほどわかっているのだから。

「…………」

「仕事もできない善人面した小悪党なんて、クズ以下じゃないか？」

「そうかもしれませんね」

　やり返された言葉のトゲを、影はあえて受け入れた。

　しかし気になることはある。

「役立たずをいきなり送り込んできたこともそうですけれど、もしかして、追いつめられているのですか？」

「まぁな」

　さすがに、そう答える声には弱気が覗のぞいていた。

　実を言えば、男の弱気の原因は決して他人事ではない。

「クライアントの怒りはそれほど？」

「それもあるが、ババアどもがな」

　ここで言うババアは、クライアントのことではないだろう。男はクライアントに対しても悪し様に表現するが、ババアとは呼ばない。

「大和魔女ですか？」

「ああ。あいつら、明確な組織は持っていないが情報交換だけは活発だ。こっちの居場所までもう少しってところだな」

　学院を狙う魔法使いに対して、常とこ夜よ坂ざか女学院は決して無策に放置しているわけではないというわけだ。

　学院の外にいる、学院を卒業した大和魔女たちが独自の情報網を駆使して学院の秘密を探ろうとする魔法使いを燻いぶり出さんとしているようだ。

　そして男は、その策に追いつめられつつあるということか。

「それで、どうしますか？」

　影は問う。男の失敗と退場が現実となるのなら、正直、影にしても清々とした気持ちになる。

　だが、そんな男の協力を無理矢理やらされた結果、影の評価までさがってしまうのはやりきれない。

　できれば、そんな事態は避けたいし、そうとなれば男になんらかの逆転策を講じて欲しいものなのだが……。

　期待はする。

　そして、その期待に対して、男はある程度は答えてくれるだろう。

「ああ？　そんなもんは決まってるだろう？」

　だが、その答え方が、影にとって満点のものであることは、まず間違いなくないのだ。




　次の瞬間、世界が揺れた。




「窮きゆう鼠そになったなら、後は猫を嚙かむしかないだろうが」

　その揺れが何事かと慌てる暇もなく、原因が受話器の向こうにいる男なのだと理解するしかなかった。

「じゃあな」

　通話はそれで終わる。

　再びざわめく夜に、影は急いで交流館から脱出する。

「なんのつもりよ。まったく」

　この時期に交流館に人がいるはずがない。

　なにより、自分がここにいることを誰かに見られてはならない。

「雷らい蔵ぞう、どういうつもりよ」

　影は忌々しげにそう吐き捨てると、赤色に変わった瓦ガ斯ス灯とうの光から逃れ、この場から去るのだった。
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　その時間でも学長はあの部屋にいた。

　あるいはなにかの予感があったのかもしれない。勤務時間と同じようにクリーム色のスーツ姿の学長の周りでは様々な情報が乱舞している。

「来ましたか」

　学長の独白はこの事態を予期していたようにも聞こえる。

　しかしそれは、ある意味では当然のこととも言える。

　なぜなら、学長は魔法の混乱を予言した魔法使いたちの一人でもあるからだ。その時に向けて世界で何が起こり、そして大和魔女たちにどんな不幸がすり寄るか、その手がかりを知らないはずがない。

　だが、学長はそのことに関してなにも言葉にしようとはしない。

　誰に対しても沈黙を維持し続けている。

「魔法混乱の災禍からは、大和魔女のグリモアコートとて逃げられない。しかし、その次の時代のために、秘儀を誰かに暴かれるわけにはいきません」

　誰も聞く者のない独白だ。

　つまりそれは、自分自身に言い聞かせるための言葉ということになる。

　しかし、どうしていま、それを呟つぶやいたのか？

　予見の力があるのならば、学長にとっていま起きていることは予想の範囲内でのことに過ぎないのではないのか。

　いや、わかっているからこそ、揺らぐ可能性の分岐の先が見えているからこそのことなのかもしれない。

　腕を撫なでた学長の指は、微かに震えていた。

　しかし、その震えもすぐに消えた。

　学長は連絡用の魔法を起動させ、各所に指示を与えていく。

「結界の再生は私がします。それよりも警備部の出動を急いでください。風紀委員たちにはすぐに撤退を伝えてください。これは彼女たちの自治能力を超えた事態です」
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　しかし、学長の指示が生徒や教師、職員たちに行き渡るにはさすがの魔法を以てしても時間差が生じてしまう。

　そこに学長が見せたわずかな緊張の時間を継ぎ足せば、事態は悪化への下り坂を滑り落ちるきっかけとなるには、十分すぎた。

　常とこ夜よ坂ざか女学院に本来いるはずの無い存在と、風紀委員たちが接触してしまったのだ。

　男は我が庭のように学院の浮テ遊ー大ブ地ルを歩き、ゲートを潜っていこうとしている。

「待て、貴様」

「ああんっ!?」

　喉を絞るような低音の威嚇に、風紀委員たちは一瞬、吞のまれた。男の声と雰囲気に宿る暴力性の凄まじさもあるだろう。だがそれ以上に、女性のみの世界にいたがために、長く接することのなかった男の見せる粗暴さが少女たちを本能的に脅えさせた。

　緊急を報しらせる瓦ガ斯ス灯とうの赤が男を照らし出している。

　ひどく瘦せた男だった。

　薄手のコートをだらりと着、猫背ぎみの立ち姿から顔を傾けて風紀委員たちを視線で舐なめ回す。

　声に反してその姿は決して暴力と直結しているようには思えない。だが、暴力とはすなわち腕力ではないことを、ここにいる大和魔女たちは知っている。

　なにより、見るもの全てを削ぎ落とさんばかりの眼光は、関わる者を不幸にさせるような幽鬼的な殺気を宿している。

　そのまま、風紀委員たちは男を遠巻きにしたまま動けなくなる。

　そこに、救援が現われた。

「動くな。なんのつもりだ？」

　風紀委員たちと男の間に舞い降りたのは赤のグリモアコートを着込んだ紅あか宮みやだった。

　紅宮、鏡かがみ野のアリサの登場に風紀委員たちの表情がわずかに緩む。

「ここは大和魔女の聖地、常とこ夜よ坂ざか女学院だ。男の貴様にはなんの価値もない場所。なんのつもりだ？」

　紅宮の声には緊張よりも強い怒りが宿り、熱気がこもりつつあった夜を鋭く切り分ける。

　彼女の凜りんとした空気を感じ、男は一瞬だけ不快に顔を歪ゆがめたかと思うと、やがてにやりと笑った。まるで顔の皮膚がゴムでできているのではと思うほどに口角を限界まで引き延ばす笑い方は気味が悪い。

「なんのつもり？　はっ!?」

　吐き捨てるように笑うその様は、明らかに紅宮を挑発していた。

「てめぇら小便くさいガキどもに用なんかあるか」

「なに？」
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「お静かに、お嬢様がた。さっさと回れ右してお茶会でもしてな」

「貴様……」

　グリモアコートより『朱コ雀ー爪ル』及び『神降身ブースト』の魔法陣を選択、発動。

　次の瞬間、紅あか宮みやの体は男の眼前に移動していた。

　その手には抜き身の刀が握られている。腰だめされた刃が解き放たれ、斬線は胴を薙なぐべく描かれていく。

　鋭い刃が男の胴体を駆け抜けた。

「っ！」

　手応えのなさに紅宮の表情が揺らぐ。

　だが、それ以上のものではない。

「二度も同じ手を」

　前回、黒こく衣いにも同じ策を受けて逃している。その経験が、目の前の光景と手応えとの間にある違和感の正体を即座に摑つかませた。紅宮は瞬時に目の前の男が幻影とすり替わっていると理解した。

　霧散する男の幻影に惑わされることなく、紅宮の知覚は周囲を探り、男の姿を探し出す。

「そこだ！」

　グリモアコートより『火フ眼ア苦イ内ア』の魔法陣を選択、発動。

　一見すれば巫み女こ衣装にも見える紅宮のグリモアコートが意識の光を宿らせ、魔法陣は袴はかまに大きく刺し繡しゆうされた花はな轡くつわの紋を彩るように展開する。

　紅宮の視線がそのまま火を放ったかのように鋭い炎弾が放たれ、なにもないはずの空間で大きく爆ぜた。

　当てた。

　仕留めたかどうかはわからない。だが、当てたと確信するには十分に見えた。

　だが、そこにも男の姿はない。

「なんだと？」

　瞬間、無言の圧力が首筋で火を噴いた。紅宮は振り返ることもなく前に飛びだし、地面を転がって距離を稼いでから、自分の元いた場所を見た。

　そこに、突如としてあの男が現われる。

「ちっ」

　突きだした手が紅宮の首を摑んでいないことが、男は気に入らないようだ。

「ちと、欲張りすぎたか。だがまぁ、遊んでいる暇もないがな」

　自分に言い聞かせるような口調とその態度。

　紅宮は、自分が相手にされていないことを理解した。

「貴様！」

「ガキ相手じゃ、燃えねぇなぁ」

　紅あか宮みやの叫びの理由に気付いたのかどうか、男の言葉はそれでも怒りに火を注ぐのには十分だ。

「鬱陶しいからよ、これ以上キャンキャン吠ほえるな、ガキども」

　怒りが紅宮の表情をさらに険しくさせる。だが、感情にまかせて飛び出すという愚を犯すことはなかった。どうあれ、いまだに紅宮の刃も魔法も男には届いていない。

　男の実力は見せつけられた。

　そんな紅宮の態度が風紀委員たちにも伝でん播ぱし、状況は膠こう着ちやく状態に陥るかに見えた。

　しかし、そうはならない。

「そこを動くな、根来ねごろ雷らい蔵ぞう！」

　その声は空からした。

　降りてきたのは生徒ではない。大人の女性、警備部の大和魔女たちだ。

　そしてもう一人、箒ほうきにまたがった白しろ宮みやが彼女たちと共に舞い降りた。

「白宮様！」

「アリサちゃん、下がって」

　いつものゆったりさがない白宮の言葉に、紅宮は従い、彼女の隣にまで下がった。

　男……根来雷蔵を囲むように、警備部の大和魔女たちも舞い降りる。何人かは飛行しての逃亡を警戒してか、空に残っている。

「はっ、遂に名前バレしたか。まぁ、姿晒さらしたのにそれでもまだわかりませんなんてのも、寂しいがな」

「ふざけるな、この外げ道どう魔法使い！」

　大人たちが叫ぶその名に、紅宮は白宮を見た。

「ここに来るまでに聞いたのですけど、有名な方らしいですね」

「フリーですか？」

「そうみたい。傭よう兵へい経験もある怖いお方なんだそうですよ」

　のんびりと話し合えるような状況ではない。

　雷蔵が鼻で笑うのが聞こえ、二人は視線を戻した。

「外道？　魔法なんざ使っている時点で、全員が道を外しているだろうがよ」

　その笑い方で紅宮は、この男が話の通じるタイプの人間ではないことを悟った。

「お前の好きにはさせない」

　そのことを大人たちは承知しているようだ。

「接近戦は先生方に任せなさい。わたしたちは支援に専念します」

「はい！」

　白宮の声が響き、風紀委員たちがそれに答える。彼女が現われただけで生徒たちの気持ちが統一されたのを紅あか宮みやは感じた。

　これが白しろ宮みやの強さだ。

　彼女こそが、常とこ夜よ坂ざか女学院の生徒の心なのだ。白宮、鍵かぎ崎ざき沙さ南なんの心が折れない限り、常夜坂女学院の大和魔女たちは決して折れない。そう感じさせる強さが彼女にはあるのだ。

　フリーランスの魔法使い。外げ道どう魔法使いと吐き捨てられた根来ねごろ雷らい蔵ぞうは、包囲陣ができあがるのを悠長に待っていた。

　必殺の陣形ができあがった。

　そのはずなのに雷蔵は慌てない。

　むしろ唇の端に嘲笑を含ませ、包囲陣ができあがるのを待っている節があった。

「お前らやっぱり馬鹿だわ」

　嘲りの声ではっきりとそう言った。

「お前らは自分たちが着てるものがなんなのかもわかっていない」

　そう言い放った雷蔵は、嘲笑から一転して嘆いているようにも見えた。

「グリモアコートだぞ。万能魔法具だ。この国で、この世界で、どの魔法よりも戦術性に優れた存在だぞ。夢想家どもが神話のおこぼれにあずかって練り上げたような吞のん気きなものじゃない。生き残りをかけて自らの意志で変革した、世界でも希け有うの魔法体系だぞ？」

　雷蔵は、大和魔女を、グリモアコートを褒めている。

　予想外のことに、その場の誰もが動けなかった。雷蔵が何故こんなことを話し出したのかがわからない。

「他の魔法体系ではできない速度で魔法を完成させる。その速度で大和魔女は戦国の時代を生き残り、幕末を生き残り、歴史を生きのびた。現代においてもなお、グリモアコートに迫る存在は数えるほどしか登場していない。そいつらにしたところでグリモアコートから比べてみればお粗末そのものだ。どうしてそんなことになっているのかって？　そいつは簡単な話だ。他の奴らは根本を変えられない。大和魔女は生き残るために根本を変えた。魔女狩りの脅威から逃れるために西洋世界を飛びだし、戦国時代の日本に自らの存在を定着させるためには根本を変えるしかなかった。それができない奴らが、グリモアコート以上のものを生み出せるわけがないだろう」

　雷蔵は熱弁する。大和魔女の歴史を、彼女たちの悲哀を、そして苛烈なる意志を熱弁する。

　しかしそれは、雷蔵の余裕が為せる技だったのだろう。

「だからな？　なにも考えずに突っ込んで来ると思うか？　おれは小細工が大好きなんだよ」

　にやりと笑ったときには、いや、おそらくはもっと前から、すでに彼の準備は終わっていたのだ。

　そこまでに至るなんらかの動作が、スイッチとなっていたのだろう。

「なんだ!?」

　突然、頭の隅で引っ張られたような感触があった。脳の神経を一本だけ指で引かれたような嫌な感触だ。

　見れば、グリモアコートの表面で見覚えのない魔法陣が光を放っていた。

　それは、紅あか宮みやのグリモアコートだけでなく、白しろ宮みやにも、大人たちにも、風紀委員たちにも……ここにある全てのグリモアコートの上で、その魔法陣は光っていた。

「それは時限爆弾だ。タイマーはここにある」

　気付けば、雷らい蔵ぞうの側に魔法文字が剝き出しになった簡易ゴーレムが立っていた。

　その胸には、それだけがしっかりと物質化した時計が備え付けられている。古めかしい雰囲気の丸い時計には短針も秒針もなく、長針だけが12の位置で止まっている。

「一周したらボンだ」

　肩を震わせて笑う雷蔵は心底楽しそうだ。人が恐怖する姿を楽しんでいる。そう感じたとき、紅宮は若わか宮みや杯の一件を思い出した。あのときも、人の心を弄ぶ下劣な策が講じられていた。

　もしかして、あのときと同じ人物なのか？

「このゴーレムを捕まえて破壊できれば、魔法陣は解除できる。一体に付き、一個だがな」

　やはり、そうに違いない。罠わなに奇妙なルールを貼り付けて、他人が慌てふためく様を見て楽しもうとしている。

　あのときの嫌悪感と同じものが背筋を這はい回っている。

「すでに学院中にこいつと同じものをばら撒まいた」

　雷蔵は簡易ゴーレムの頭を叩たたく。

「この爆弾魔法陣は人を見つけたら容赦なく張り付くようにできている。一体捕まえて破壊すれば、一つの爆弾魔法陣が解除される。そういう仕組みだ。お前たちに刻まれた爆弾魔法陣が何個か、解除用のゴーレムがどこにいるか、それを教えてやるほどおれは親切じゃない」

　と、雷蔵が簡易ゴーレムの頭に指を食い込ませた。簡易ゴーレムは剝き出しの魔法文字を乱舞させながら全身を細かく震えさせ、そして最後には頭が潰れて消滅してしまった。

　その瞬間、ずっと紅宮の頭にあった違和感が消えた。

　見ればグリモアコートに現われていた魔法陣が消えている。

「よかったなサムライ嬢ちゃん、当たりだ」

　そう言って雷蔵は紅宮に向かって笑いかけ、そしてその邪悪な笑顔のまま、包囲陣の大人たちを見た。

「そういうわけだ。あとは、わかるよな？　これはゲームだ」

　なんてことだ。

　紅あか宮みやは内心で唸うなる。いや、間違いなく表情にも出ていることだろう。

　根来ねごろ雷らい蔵ぞうを侮っていたのか。

　いや、根来雷蔵がなにより大和魔女を侮ってはいなかったというべきか。

　魔法を行うための手順を最短にまで簡略化した魔法具は、世にグリモアコート一つしかない。

　その強みを、世界中の魔法使い組織が狙っていることは、少しばかり魔法の世界に身を浸していれば誰でも耳にする話だ。

　つまり、正面切っての魔法での戦いで大和魔女に勝てる魔法使いは存在しないということになる。

　だが、『正々堂々』、『正面切って』なんて戦いを、本来の魔法使いがやるはずはない。

　根来雷蔵は骨の髄まで魔法使いなのだ。

　己の目的を見誤らず、その目的を手た繰ぐるための手順を確認し、入念に準備する。

　彼はそれらをきっちりと行った上で、ここにいるのだ。

　大和魔女に囲まれていることを恐れないのは、侮っているからではない。傲慢だからではない。

　戦力を冷静に分析し、それに対処するための方策を万全にしているからこそ、恐れないのだ。

「こんなところでのんびりしている暇はないぜ。なにせおれは、あの針が何分で一周するか知らないからな」

　その瞬間、この場に充満していた動揺がさらに一押しされた。

「六十分か六十秒か、はたまた二時間か二十四時間か。自分の体で試してみるかい？」

　風紀委員たちからの動揺の気配が強くなった。彼女たちの多くは、先日の魔道館内部でのことを体験しているに違いない。

　そして間違いなく、この男は、あのときの実行犯と同一人物だ。

　それがわかるからこそ、あのときの恐怖を思い出させられてしまい、動揺してしまう。

　紅宮とてそれは例外ではない。雷蔵の狂気に感じた恐れが表に出ないようにするだけで精一杯だ。

「これは、困りましたね」

　白しろ宮みやの呟つぶやきも精彩を欠いている。

　ついさっき感じた白宮の統率力が崩壊する音が聞こえてくるようだった。

「撤退してください」

　その声は、空から聞こえたような気がした。

　だが違う。『神降身ブースト』によって強化されたままだった紅宮の知覚は、瓦ガ斯ス灯とうの一つからしたのを聞き分けた。

　学長の声だ。

「みなさんは、この方の仕掛けた爆弾の解除に専念してください」

「しかし学長、それでは……」

　白しろ宮みやが反論した。彼女も現状で雷らい蔵ぞうと戦うことが不利なことは承知しているだろう。しかし、学長の言葉も極端だ。

「生徒の命を犠牲にするわけにはいきません。さあ」

「…………わかりました」

　白宮の判断も早かった。彼女は頷うなずくと、背後の風紀委員たちを一いち瞥べつする。

「さあ、この方のゲームに付き合うとしましょう」

　白宮の言葉で風紀委員たちが動き出す。

「アリサちゃん」

　粘ろうとした紅あか宮みやに、白宮の声がかかる。

「生徒のために動くのが、宮の役目よ」

「はい」

　正論を前にして紅宮に抗う術はない。白宮たちについていくしかなかった。
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　生徒たちがいなくなると、今度は大人たちまでいなくなった。

　命が惜しくて逃散したという様子はない。整然とした退却は感心させられる。

　だが、この後はどうなる？

　それを考えると、雷蔵は少し楽しくもあった。

「お前は邪魔しないのか、学長？」

　挑発するように声をかけたのだが、老女の声はどこからも聞こえては来なかった。

「そうかい。好きにさせようってのかい？　なら、そうさせてもらおうか」

　周りには誰もいない。独白にしかなっていない呟つぶやきを漏らし、根来ねごろ雷蔵は消えた。

　ゲートをくぐり抜けたのではない。魔法で姿を消したのでもない。

　そもそも、ここにあった根来雷蔵は多くの爆弾魔法陣やその解除キーとなっている簡易ゴーレムとともに解き放たれた幻影の一つでしかなかったのだ。

　どうしてこんなにも多くの魔法陣が学院中を飛び交っているのか。侵入と同時にばら撒まいたのか。

　違う。

　ここに黒こく衣い……織おり音ねがいたなら、クラブ見学の時に回収した魔法陣の多さを思い出すだろう。あるいは入学してすぐの頃に追いかけ回した大量のグレムリンのことも思い出すかもしれない。

　自律して活動し、さらに増殖する魔法陣。

　事前に仕込むことにかけて、根来ねごろ雷らい蔵ぞうに手抜かりというものは存在しない。

「お宝がどこにあるか、おれがわかってないとでも思っているのか？」

　さきほどとは別の場所で根来雷蔵は呟つぶやいた。

　空をときおり、大和魔女が飛んでいく。

　あるいは別の場所で、すぐそばをふらついている簡易ゴーレムに必死に攻撃魔法を降り注がせる場面を目撃したりもした。

　学院の各所でうろつく根来雷蔵の姿が発見されたが、爆弾を解除するために簡易ゴーレムを探し回る大和魔女たちに雷蔵を止める余裕はなかった。

　中には、悔し紛れに攻撃魔法を撃ちこんでくるものもいるが、そういうものは全てすり抜けていく。

　まるで本物などいないかのごとく、あるいは幽霊のごとく、雷蔵は学院を進んでいく。

「それとも、おれごときが近づいたところで、理解できるわけがないと思っているのか？」

　その中のどれかが、またも呟く。

　答えはない。

　だが、雷蔵は自分の声を学長が聞き漏らしているはずはないと確信している。

　学院中に散らばっている雷蔵の幻覚のすべてを把握しているだろうと思っている。

「はっ！　絶対の自信ってわけだ。そいつは意地でも暴いてやりたくなるな」

　そんな風に笑った一人の雷蔵が、突如として破裂した。

　そしてそれは、一人では終わらない。別の場所の雷蔵が、さらに別の場所の雷蔵が、突如として破裂して消滅する。

　何者かの妨害によって幻影の雷蔵が弾けて消えていく。

　生徒や大人の大和魔女たちは爆弾の魔法陣を解除するために簡易ゴーレムを追い回しているはずだ。

　ならばこんなことができるのは誰か？

　学長か？

　それとも、この地に仕込まれた対侵入者用の魔法陣が起動しているのか？

　どちらであれ、学院中に散った雷蔵の幻影が次々とはじけ飛び、消滅していく。どこかにいる雷蔵は消滅の傾向から即座に自分が求める者の位置を割り出した。

「本当に大事なものを無防備に放置しておける人間なんていないんだよ」

　次々と消えていく幻影を感じながら、残った全ての雷蔵がにやりと笑った。

「やり方の差はあれ、大事なものは隠す。あるいは盗まれないようにする。常に目の届くところに置くか、あるいは見えない場所に隠すか。隠せばそこに行かせないように方策する。亜空間なんて場所に引きこもるお前らに、堂々と置いておくなんて真似ができるわけがない」

　幻影は次々と消えていく。

　だが、その動きを俯ふ瞰かんで見ることができるものがいるとすれば、無数の雷らい蔵ぞうの向かう先がいくつかの決まった場所に収束していこうとしていることがわかるだろう。

「警備の厚いところが正解とは限らない。だが、心理的に警備を皆無にできるわけもない。おれの目は全ての幻影に繫つながっているぞ。こいつら全てをごまかすことが、お前にできるか？」

　罠わなへと誘導されている可能性も考慮して、幻影はいくつかの可能性を一度に踏み潰していくつもりだ。

　たった一人の人海戦術。

　その方法は確実に雷蔵を常とこ夜よ坂ざか女学院の秘奥へと辿たどり着かせようとしていた。

　多くの幻影が加速度的に消滅していく中、そこに辿り着いた雷蔵は四人だった。

　かつて、ここに辿り着いたグレムリンが使い魔と思われる犬に食われた場所でもある。

　その犬は今回も現れたのだが、一人に嚙かみついたところで自爆されて傷を負い、さらに二人に抱き着かれて自爆され、ともに消滅した。

　残った一人が聳そびえ立つ塔に入り込む。

　ついに、深奥にたどり着いた……のかもしれない。

　もはや守るものはないのか？

　いや、すでにそこには雷蔵を阻む影があった。

「おいおい、まさかこいつがいるからってのが理由じゃないよな？」

　そう言った雷蔵の視線の先にある影は、黒こく衣いを纏まとった織おり音ねだった。
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　雷蔵との接触より少し前……。




　織音がその変化を受け止めたのは病院でだった。

　学長にスパイを渡し、若わか宮みや寮の片付けをして時間を潰した後、病院に忍び込んだ。

　二人の部屋はすぐに見つけられた。

　環たまきもルカもすでに眠っている。寝顔に苦しそうなところがなくて、織音はほっとした。

「よかった」

　怪我のこともそうだけれど、悪夢を見るほどストレスを感じている様子もないことが、織おり音ねの心を楽にさせた。
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　自分のために巻き込まれたことで、彼女たちの心に傷なんてできて欲しくはない。

　ほっと一息吐ついたところであの揺れが来た。

　足下をすくわれる震動が病院全体を襲い、緊急事態を報しらせる赤い光が室内を染めた。

「な、な、なんです？」

「え？　え？」

　眠りから引き起こされた二人が混乱しきった顔で起き上がってくる。

「落ち着いて」

　織音はそっと二人に話しかけた。

「え？　お、織音さん？」

「また、なにか起きたみたいだ」

　言いながら、織音は監視魔法を起動させて情報の収集に励んでいる。学院中の光が赤く染まり、風紀委員たちが動き出している。

『ただいま学院内は緊急事態の状況に移行しました。生徒及び待機職員のみなさんは無闇に移動することなく安全な場所で待機してください。避難勧告の放送が流れた場合には最寄りのシェルターに移動してください』

　放送に病室の外でもざわめきがわずかに聞こえてくる。

　当直の医者を除けば職員のほとんどは人ゴ造ー人レ形ムのはずだ。どうやら、少ないながらも入院している生徒がいるようだ。

「待機ってことは、たいしたことじゃないのかな？」

　ルカが首を傾げている。

　答えられるだけの情報も集まらず、織おり音ねも答えられない。

　赤い光が消えることもなく、避難勧告も聞こえてこない。

　やがて、風紀委員の動きから織音の目も騒動の中心に辿たどり着くことができた。

　そこにいたのは一人の男だ。

「まさか……」

　その男の姿を見て、織音は思わずそう言ってしまった。

　あのときからの変化はほとんどなかった。

　あの男だ。

　なんてことだ。

「これって、男？」

　監視魔法を覗のぞき込んだルカが呟つぶやく。

「織音さん、どうしました？」

　環たまきが織音の顔を見る。

　そしてすぐに織音の顔色から察したのだろう。驚いた顔で男を凝視した。

「もしかして、この人がそうなんですか？」

「たぶん……」

　自信なくそう呟きながら、織音は自分の首に圧迫を感じていた。

　あのとき、捻り殺されそうになった感触がまだ思い出せてしまう。

「織音の仇かたき？」

　ルカも気付いて、信じられない顔をしている。

　織音にはそれらに答える余裕がなくなり、ただ監視魔法が描き出す映像を見つめるしかできなくなっていた。

　その日が来るのを待っていた。

　放たれる探査魔法を解析し、その居所を摑つかみ、復ふく讐しゆうに向かうことを夢みていた。

　しかしまさか、向こうから現われるなんて。

「やりましたね、織音さん」

「え？」

「織音さんが妨害するから、敵がたまらなくなって自分から来たんですよ」

「あ……」

　そうか。

　環たまきの言葉で織おり音ねは救われたような気持ちになった。

　そうだ。自分が思い描いていた通りにはならなかったが、向こうに痛手を与えていたことも事実なのだ。

　なにより、織音とは別の力が働いてあいつがここにいるのだとしても、それを利用すればいいだけのことだ。

　もとより、全てが自分の思い通りに行くわけがない。

　この好機にここで立ち尽くしているわけにも行かない。

「行ってください」

　その考えが伝わったかのように環がそう言った。

「うん、これならもう、若わか宮みやがいないことに誰も気が付かないよ」

　ルカも続く。

「二人とも……」

　送り出してくれている。織音はそれがわかって、少し泣きそうになった。

　だけど、辛いのはこれからだ。泣いている場合ではない。

「ありがとう」

　そう告げると、織音は窓から飛び出す。

　その時にはすでに、黒こく衣いが織音を覆っていた。
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　ついに、この日がやって来た。

　根来ねごろ雷らい蔵ぞう。

　名前は、風紀委員や職員たちの通信を傍受して知った。

「おいおい、まさかこいつがいるからってのが理由じゃないよな？」

　立ちふさがった黒衣の織音を前に、雷蔵は落胆した顔で空に向かって吠ほえた。

　おそらくは学長に向けてのものだろう。

　多くの幻影を使って歩いていただけのように見えるが、ここに辿たどり着く間にその幻影がなくなっていることから、二人の間で高度に魔法的な攻防があったことが窺える。

　そして、学長の守りをくぐり抜けた雷蔵の前に、織音は立っている。

　だからこそ、雷蔵は織音が学長の『最後の策』と思っているに違いない。

　雷蔵が織音を見た。

「お前のことは知ってるぜ。この間は、よくもおれの仕込みを邪魔してくれたな」

　その発言に、織音は帽子の下で眉を寄せた。

　雷蔵の言葉は魔道館でのことを言っているのだろう。あの事件の裏にいたのが雷蔵であることをいま本人が認めたことにはなる。

　だが、あの場で聞いた声は魔法陣の中に事前に込められていた録音された音声に過ぎないはずだ。あの場でなにが起き、誰が活躍したのか、それを雷らい蔵ぞう本人が知る術はないはずだ。

　いや、そうか。

「あのスパイか」

　彼女が中でなにが起きたのかを報告したのか。

　しかし、この黒こく衣いの中身が誰なのかまでは、まだ雷蔵には伝わっていないようだ。

「誰だかしらねぇが、邪魔するなら潰す」

「できるものならやってみろ」

「はっ！」

　返した言葉に、雷蔵がサディスティックな笑みを浮かべる。

　その瞬間に、始まった。

　グリモアコートより『光槍スピア』の魔法陣を選択、発動。

　黒衣の表面で魔法陣が浮かび、弾け、光条が放たれる。見てから避けられる速度ではない。光槍の魔法は雷蔵の胴体に深く食い込む……はずだった。

　胴体に命中する瞬間、雷蔵の体が半透明になり光槍はすり抜けていった。

「っ！」

「まったく学習しねぇ」

　呆あきれた口調で雷蔵は吐き捨て、無造作な挙動で織おり音ねに一歩踏み込んできた。

　グリモアコートより『焰流フアイア』の魔法陣を選択、発動。

　点がダメならば面で攻める。

　放たれた魔法は織音の視界を広く赤く染める。現われた炎は解き放たれたマグマのごとくに流れ、近づく雷蔵を吞のみ込んだ。

　今度こそ。

　そう思いたいが、さきほどの『すり抜け』の謎を解き明かさないままだというのが、織音に確信を抱かせない。

　対症療法的な攻撃でどうにかなる相手か？

　そんな奴が、魔道館での戦いのような多段式のしつこい魔法陣を組み上げることができると思うのか？

　本能は『否いな』を告げている。

　だから、炎を突き破って現われた手から逃れることができた。

　咄とつ嗟さに後退したことで炎から現われた手に空くうを摑つかませることができた。指先が眼前を駆け抜けた映像が視界に重く張り付いている。

　空を握りしめた拳が赤い炎を発生させ、そのまま膨張した。

　爆発だ。

　グリモアコートより『晶盾シールド』の魔法陣を選択、発動。

　防御の魔法がすんでで間に合った。爆発の炎と衝撃は結晶状の盾によって受け止められ、逸らされていく。

「底力はあるみたいだがな」

　炎から現われた雷らい蔵ぞうは笑っていた。

「だがその程度だ。学長がなんのためにお前をここに置いたかわからんな。時間稼ぎか？」

　織おり音ねがここにいるのは学長の意思ではない。

　そう言い返したかったが、無意味なことだと我慢した。

　織音の目は、冷静に炎から現われた雷蔵を解析する。

　なんらかの魔法的な手段を講じてこちらの魔法を逸らしているはずだ。

「なるほど。その目でおれの仕掛けを破ってくれたわけか」

　大量のジャンク情報に守られ、雷蔵は余裕の笑みを浮かべている。その笑みが織音を爆発させそうになる。

（だめだ、落ち着け）

　必死に自分に言い聞かせる。

　雷蔵は粗暴に見えて計算尽くで行動をしている。

　織音を苛立たせ、怒らせ、冷静な判断をさせまいとしているのは明白だ。

　学院の結界を無理矢理にこじ開け、多くの大和魔女たちを右往左往させ、そしてここに至るまでに大量の幻影をばら撒まいて、学長の守りを切り抜けてきた。

　しかし、計算尽くの行動にも限界は存在するはずだ。

　幻影は増えないし、黒こく衣いの織音を無視することもできない。

　いま雷蔵を守っているなんらかの仕掛けこそが、奴にとっての最後の砦とりでに違いない。

（焦るな。あいつも追いつめられている）

　この仕掛けを破れば、奴は丸裸になる。

「なに考えてるか、丸わかりだ」

　嘲笑う雷蔵の声がすぐ近くにあった。

「なっ！」

「それでな。相手のターンが終わるまでこっちが大人しく待ってるとでも思ったか？」

　雷蔵からは一度も目を離していないし、すぐに近づかれるような距離でもなかった。

　それなのに、雷蔵はすぐ近くにいて、こちらに手を伸ばしている。

　逃れられない。

　その手は拳となり、織おり音ねの腹を打つ。

「ぐぅ」

　さらに頰に拳が食い込み、織音は地面を転がった。

「お嬢様の決闘ごっこはうんざりだ」

「くっ」

　すぐさま起き上がり、再び距離を稼ぐ。

　その最中に再び『光槍スピア』の魔法を放ったが、やはり雷らい蔵ぞうの体をすり抜けて終わる。

　幻影魔法だ。

　口内に広がる血の味に顔をしかめつつ、織音はそう判断した。

　解析はできていない。だが、ここまでの流れから、そう考える以外にない。

　だが、ただの幻影魔法ではないことは確かだ。

　ここにいた使い魔を自爆で片付けたものとはまた種類が違う。

　ここにいるのは、雷蔵本人でありながら幻影魔法でもある。そういう矛盾感が存在している。

「くそっ」

　その矛盾を突き破らない限り、雷蔵をどうにかすることはできない。

「無駄にしつこいな、お前は」

　雷蔵の声にはうんざりとした雰囲気があった。

「どうせなら泣かせてからゆっくりとと思ったが、もういい」

　また、いきなり接近されるかもしれない。そう思って身構えていると、雷蔵はいきなり織音に背を向けた。

「もう見つけた」

　雷蔵の言葉の後に、それは現われた。

　いや、すり替わったというべきなのか。

　周囲の景色がいきなり変わった。

　今まであった石畳の床が消えた。

　なにかの象徴のように天を衝いていた塔が消えた。

　織音たちの足下を支えていた浮テ遊ー大ブ地ルが消え、亜空間の空までも消え去った。

「ここは……」

　突然の無重力感覚に弄ばれながら、織音は周囲を確認する。

　この空間は本来、黒に覆われているのではないか？　織音はそう思った。だがいまは、黒は遠くに押しやられている。

　代わりにあるのは燐りん光こうで描かれた無数の線、文字、記号、ヤマトルーン、魔法陣だ。

　数え切れないほどの魔法陣がここにはある。

「ここは……？」

　予感を抱きつつ、織おり音ねは呟つぶやいた。

　無数の魔法陣は球体のように広がって配置されている。

「散らばってるだけのような」

　すぐ近くにあるものから法則性が感じられないのだ。織音は中心を求めて視線を動かす。

「くっくっ……遂に見つけたぞ」

　側で、雷らい蔵ぞうが笑った。

「グリモアコート生産の起点。大和魔女のあらゆる秘儀の原点。大和魔女の精神的象徴。リコン・バフォメット。サバトの地。それがここだ」

　雷蔵の言葉にやはりと思った。

　魔法使いたちが知りたがっているグリモアコートの秘密が眠る場所。

　その場所に来てしまった。

　この男を辿たどり着かせてしまった。

「ここに在るものを全て写し取れば、グリモアコートの秘密も、大和魔女の全てを解体するのも時間の問題だ。欲しがる連中は山ほどいる」

「俗物が！」

　織音の罵倒を雷蔵は「寝ぼけるな」と返した。

「大和魔女が聖女の集まりだとでも言うつもりか？　戦国時代から第二次大戦まで、戦場という戦場をそれこそ魔女の鍋のごとく搔かき回してきた連中がいまさらなにを言う？」

「黙れ！」

　織音は吠ほえ、『光槍スピア』の魔法を放つ。

　衝動に任せた光条は、やはり雷蔵の体をすり抜けて終わる。

　この場を荒らしてしまうことを一瞬だけ恐れたが、周囲に浮かぶ魔法陣が乱れることはなかった。

　それならばとさらなる攻撃魔法を雷蔵に叩たたきこむのだが、やはりすり抜け現象はなくならない。

　こちらが雷蔵の策を破れないと踏んだのか、奴の顔には余裕が浮かんでいる。

「魔法は昔から人の皮を剝ぎ、闇を剝き出しにする道具だ。予言の日になにが起きるか？　なにを恐れているか、お前はわかっているのか？」

「なにを？」

「魔法が変わる？　勢力のバランスが崩れる。それもまた一つの真理だろうがな。本当に恐ろしいのはな、闇が溢あふれることだ」

　いきなり奇怪なことを言いだすが、その言葉の意味を測る前に雷蔵からなにかが飛び出すのを見逃すことはなかった。

　蛍のような小さな光が幾つか現われ、広大な空間に解き放たれていく。

　雷らい蔵ぞうがこの空間の情報を集め始めたのだ。

　止めなければ……奴の目的を達成させるわけにはいかない。

　だが、どうやって？

「人類が誕生してからずっと、魔法という名のダムに溜ため続けた闇だ。こいつがなにに化けているか？　お前は見たいとは思わないか？」

「思うか！」

　雷蔵の体から光は次々と放たれていく。あの数が増えれば増えるだけ、時間は短縮されてしまう。

　グリモアコートより『光槍スピア』の魔法陣を選択、発動。

　グリモアコートより『天サ駆ン雷ダ神ー』の魔法陣を選択、発動。

　グリモアコートより『氷棺コールド』の魔法陣を選択、発動。

　攻撃魔法を次々と放つが、やはりすり抜け現象は消えない。

「くそっ……幻覚？　いや、そんなわけがない。これだけの攻撃魔法に干渉されて虚像が乱れないはずがない」

　それなら視覚が乱されているのか？　いや、すでに他の感覚でも奴の姿を追っているが、奴の位置に変化はない。

　なら、このすり抜けの理由はなんだ？

　攻撃魔法は続けているが、雷蔵は止まらない。

「大和魔女は、その魔力の根源をリコン・バフォメットにのみ頼る。ゆえに、予言の日が訪れても影響が少ないと思われている数少ない魔法使い勢力だ。その上、万能魔法具グリモアコートだ」

　織おり音ねの放った炎に炙あぶられながら雷蔵は笑っている。織音のやること全てを無駄だと嘲笑されているようでたまらない。

　冷静でいようと思っているのに、それができない。

　こうなったら……

　グリモアコートより『焰流フアイア』×『焰流』×『焰流』×『焰流』×……

　大量の魔法陣を積み上げていく。

　どういう手段であろうと、雷蔵がこの場にいるという事実は変わらない。それなら、多少のすり抜けでは防げない超広範囲の魔法を撃てば！

「揺らぐことなき支柱を欲しがるのはもっともだ」

　沸騰した頭を冷やす言葉は、すぐ側で聞こえた。

　いや、その言葉よりも先に首にかかった圧力が沸騰した頭を破裂させにかかった。

　雷蔵の手が織音の首を摑つかみ、指先が食い込む。

「ぐっ」

「欲しいよなぁ、そりゃぁ」

　にやにやとした顔が織おり音ねのすぐ側にある。

　その嫌な笑い顔が、微かに変化した。

「あん？　なんだろな、この感覚？」

　織音の首をグイグイと絞めながら、雷らい蔵ぞうは首を傾げる。

　すぐに殺すことだってできるだろうに、それをしない。そのサディスティックさは織音にあの日の記憶をより強く思い出させた。

「なんか覚えがあるぞ」

　首を絞められているのだが、呼吸は微かに通っている。だから苦しさだけがどんどんと頭の中を支配していく。なにも考えられなくなりそうな頭に、雷蔵が母を脅す言葉がぼやけたまま反響していく。

　現実の雷蔵の、もう片方の手が織音の帽子を剝いだ。

　晒さらされた織音の素顔に、雷蔵が得心が行った顔を浮かべた。

「あー……思い出した。ははっ、まさかこんなところで再会するとはな」

「ぐぐっ！」

「いや、違うな。こいつは……おれに会いに来ていたのか？」

　雷蔵の浮かべていた残忍な笑みが、すっと温度を下げた。

「そいつは光栄な話だな。クソが」

　瞬時に、その顔に浮かんだのが殺意だとわかった。

「ぐ……」

　グリモアコートより『神降身ブースト』の魔法陣を選択、発動。

　だが織音とて、あのときのなにもできない子供ではない。

　身体強化の魔法をねじ込ませ、力が抜けかけていた腕に魔力を注ぎ込ませると首にかかっている手……指を摑つかんだ。

「がっ！」

　ためらう余裕はなかった。握ったものを思い切り引っ張る。骨が折れたのか、あるいは関節が外れたのか、嫌な音が織音にも伝わってきた。

　雷蔵が低く唸うなり、手を離す。

　解放された気管に大量の空気がなだれ込み、織音は咳せき込んだ。

「てめぇ！」

「お前を、捕まえるために、やってきた」

　喉の痛みに声がつっかえる。

　だが、ここで言わなければ。

　こいつに、言ってやらなければ。

「逃がすものか。お前の望みはなに一つかなわない」

「死ねよ！」

　雷らい蔵ぞうの顔は怒りに染まっていた。反り返った人差し指を強引に戻し、その顔のままに突っ込んでくる。

　織おり音ねの目がその姿を捕らえているというのに。




　グリモアコートより『光槍スピア』の魔法陣を選択、発動。




　次の瞬間、怒りに染まった雷蔵の顔が引きつり、彼のコートが一部、引き裂かれた。咄とつ嗟さに避けられた『光槍』の光条は魔法陣だらけの空間を駆け抜け、どこかに消えていく。

　すり抜けなかった。

　寸でのところで危機を察知した雷蔵の本能には驚嘆すべきものがある。

　だが、もう、恐れるものではない。

　織音の目には、雷蔵の『すり抜け現象』の仕掛けがもう見えている。

　そして、それを破る手法は、ここにある。

「ちっ」

　続く『光槍』の魔法を離れることで逃げながら、雷蔵は舌打ちした。

　織音の魔法が、雷蔵が『幽殻ゴースト』と名付けた防護措置を突き破ったのだ。

「見抜かれたのはしかたないにしても、ああ!?　破る方法があるってのはどういうことだ？」

　雷蔵は、それが理解できない。

　魔法使い同士の接近戦とは、別のものにたとえれば対戦型のカードゲームであり、もっと簡単に言えばジャンケンとなる。

　大和魔女はグリモアコートに最初からセットされた魔法陣ならばすぐに使うことができるが、それ以外のものとなれば、さきほどの軍神テュールの魔法陣のようにその場で作らなければならなくなるのだが、多くの場合、そんなものを作っている暇を相手が与えてくれるわけがない。

　その他の魔法使いは、事前に発動させた魔法を纏まとった状態で戦いに臨むこととなる。そのために、使える魔法の数は少ない。もちろん他の魔法もその場で用意すれば使えるが、その隙を与えてくれるかどうかは大和魔女の場合と同じだ。

　魔法使いの戦いは、入念な準備の末にお互いが見えないような場所での遠距離での戦いが基本だ。

　そういう意味で、接近戦で数多くの手を持つグリモアコートの有効性は注目に値する。

　だが、大和魔女にしてもそれ以外の魔法使いにしても、共通しているのは不測の事態には弱いということだ。

　カードゲームは対戦の途中で手札を交換するなんて真似はできないし、ジャンケンで一度出した手を変えるなんてことも許されない。

　グリモアコートは大和魔女に他の魔法使いを圧倒する手数を与えてくれてはいるが、本人さえも知らない魔法に対処する術が装塡されているはずがない。

　織おり音ねが策の正体を見抜いたのはまだ良い。学長がこの場に置いた最後の手札だ。そういうこともあるだろう。

　過去からの復ふく讐しゆう者だ。そういう執念ぐらいあるだろう。

　だが、破る方法をどこからひねり出した？

　軍神テュールの魔法陣と同じことをしたのか？

　いや、最後の砦とりでを破る技を練る暇を、雷らい蔵ぞうが与えるはずもない。

　それなら、織音はどうやって雷蔵の『すり抜け現象』……『幽殻ゴースト』を破ったのか？

「あん？」

　そのとき雷蔵は、織音の背後に不可解な魔法陣が一つ張り付いていることに気が付いた。

　グリモアコートから展開しているようには見えない。周囲にいくらでもある魔法陣の一つが、偶然、織音の背後にあるようにも見える。

　だが、その魔法陣は自らの式の枠組みを示す円から枝を伸ばし、織音のグリモアコートに繫つながっているように見える。

　あの魔法陣が、雷蔵の『幽殻』を破るために必要な要素を織音の攻撃魔法に添えている。

　雷蔵にはそうとしか見えない。

「どういうことだ？　おい！」

　だが、そんなものがどうしてここにある？

　どうして、織音に味方する？

「はっ、そうか……大和魔女の聖地が大和魔女の味方をする。当然か」

　雷蔵に伸びていた混乱という魔手を振り払い、再び、笑みを浮かべる。

「だが、そういうことならおれの手札でまだ対応できる」

　雷蔵の放った蛍のような光が動きを変えた。

　広大な空間を緩やかに舞っていたのが、突如として激しく速く飛びまわり始めたのだ。

　そして、その動きに合わせて周りの魔法陣が消えていく。

「なにを……」

　そう呟つぶやいたときには、織音にはなにが起こったのか理解できた。

　雷蔵の光がその動きを『複写コピー』から『切り取りカツト』に切り替えたのだ。この空間を食い荒らし、この場所を消してしまおうとしている。

　そうなれば、どうなる？

　ここは大和魔女の魔法、グリモアコートの根源の場所だ。

　ここがなくなるということは、即ち大和魔女の存在の根幹が失われる。大和魔女は魔法使いではなくなるということだ。

　そしてそれは、この常とこ夜よ坂ざか女学院を包む亜空間の維持が不可能になるということでもある。

　そんなことになったらどうなる？　もとよりここは存在しない場所、存在しない空間だ。その存在力を支える魔法と魔力が失われたとき、ここにある物はどうなる？　ここにいる人々はどうなる？

　その未来を想像するだけで目の前が暗くなってしまう。

　ここにはみんながいる。

　環たまきやルカがいる。羽は良らたち、クラスメートがいる。お茶会をした生徒たちがいる。

　白しろ宮みやに紅あか宮みや、先輩たちがいる。

　他にもたくさんの人がいる。

「こいつらが覚えて帰る。それなら、もうここは必要ないだろう」

　こんなたくさんの命を、雷らい蔵ぞうはあっさりと見捨てる。

「貴様！」

「魔法が使えない魔女なんて不要だろう。過去の万能感に苦しむぐらいなら虚無に消えた方がマシだぜ？」

　ここにいる人々のことを歯し牙がにもかけない物言いが織おり音ねの頭を真っ赤に染める。

「そんなこと！」

　させるものか！

　グリモアコートより『光槍スピア』の魔法陣を選択、発動。

「はっ！」

　放った光条を、雷蔵は旋回して避ける。

「おれが死んで止まると思うか？」

　妄言はもはや聞かない。織音は攻撃魔法を撃ち続ける。

　もはや『幽殻ゴースト』が剝がれ、攻撃魔法をすり抜けさせることができなくなった雷蔵は、ひたすらに避け続けている。

　追いつめているのだ。

　ならばこのまま、奴を捕らえる。

「止まりゃぁしねぇよ！　このまま食い続けて、食い荒らして……大和魔女の全部をおれがいただきだ！」

　雷蔵は確かに戦い慣れしている。ここに来るまでの間に魔法の手札をほとんど失っているだろうに、いまだに圧倒することができない。

　それは、織おり音ねにはない戦闘経験の量が奴を守っているからだろう。

　だが、そんな壁！

「僕にそれがなくても！　ここにある！」

　織音の意識は自分の脳内やグリモアコートを超越して、この空間全体に広がっていた。広がった意識はごく自然に捕らえきれない雷らい蔵ぞうを捕まえるための魔法陣を捜し求めた。

　この空間に収められている魔法陣は、大和魔女たちが編み出してきた魔法陣の数々だ。はるか昔の物から現代に至るまで、おそらくはグリモアコートが誕生したときから考案され、使用された全ての魔法陣が収められた、記録保管所的な役割を果たしている。

　どういう作用なのか、織音の意識はこの空間全域に広がり、この空間そのものをグリモアコートのように扱い、黒こく衣いには装塡されていない魔法陣までをも選択し発動することができる。

　雷蔵の『幽殻ゴースト』が魔力に反応して自らの位相をずらしているのだとわかった。だから、肉体では触れることができたし、相手の指を折ることだってできた。

　わかっても対処することはすぐにはできない。織音の黒衣にはそれに対処する魔法陣はなかった。

　だが、この空間にはあった。雷蔵がリコン・バフォメットと呼んだこの空間には位相がずれた相手を再照準する魔法陣があった。つまりは過去において、誰かが同じような相手と戦ったことがあるということでもある。

　織音は先人の知恵によって雷蔵の『幽殻』を破ることができた。

　それと同じように、経験の差を覆す魔法陣も存在するはずだ。

「当てられないなら、追い続ける魔法だ」

　グリモアコートより『告死眼ブースト』×『魔狼コール』の魔法陣を選択、発動。

　魔法陣が織音の前に現われて、割れる。

　魔法によってその場に現われたのは黒毛の狼おおかみだ。ルカの猫のような実在の猫と契約して呼びだした物ではない。魔法文字の積み上げによって構築されたゴーレムだ。

　強調された牙は鋭く長い。獲物を狙う眼がん窩かにはめ込まれているのは、水晶体を備えた眼球ではない。剝き出しの魔法文字が踊り狂い、獲物と自分を紐ひも付けする魔法を連続で放っている。

　再照準の魔法と組み合わさり、魔狼は決して獲物を逃がさない。

　その牙はついに雷蔵の足に食らいついた。

「くそがっ！」

　すさまじい激痛が襲っているはずなのだが、雷蔵は眉を歪ゆがめるだけでそれを押さえつけた。

「それなら、お前を無力化すればいいんだろうが！」

　激痛を物語る血走った目が織おり音ねを突き刺したかと思うや、周囲に散っていた光が集まってきた。

　光は織音に向かってくる。蛍大の光の粒が無数に押し寄せたかと思うや、それは瞬く間に織音の周囲にあった魔法陣を食い荒らした。

『告死眼ブースト』と『魔狼コール』の元となった魔法陣が喰くわれ、雷らい蔵ぞうを襲っていた狼おおかみが消滅する。

　しかも、それだけでは終わらなかった。

「なっ！」

　光は織音のグリモアコートにまで群がり、食い荒らし始めたのだ。

「まずはお前が丸裸になりな！」

　雷蔵の笑い声は嗄れ、だからこそ狂気がより鮮明となって織音を嬲なぶる。

　黒こく衣いは見る間に食い荒らされ、そこに縫い込められていた魔法陣の全てが失われていく。

　瞬く間に全てを奪われた織音の姿に、雷蔵は瞠どう目もくした。

　自分の勘違いに気付かされたのだ。

　己が痛めつけた感触に間違いはないと信じている。確かにあの顔は見たことがある。グリモアコートの秘密を探るために、搔かき回してやった大和魔女の家族で間違いはない。

　だが、そういえばあの家族に子供は二人いた。

　大和魔女の聖地にいるのだ。当たり前に、その片方だと決め付けていた。

　それが、違った。

　その勘違いに、どういう意味がある？

　本来、大和魔女になれぬ性の者がここにいて、大和魔女の魔法を使っているのは、どういう絡から繰くりか？

　そのことを、雷蔵は凄まじい速度で理解した。

「は、はは……そういう、ことか」

「くっ」

「おまえか、おまえがそうか」

「な、なに？」

「おまえがレオナールか！」




　雷蔵はなにかを確信し叫んでいるが、織音はそれどころではなかった。

　黒衣を破られ、大和魔女としての力を失ったかに見えたが、その意識は、いまだにこの空間と繫つながっていた。

　雷蔵に首を絞められたあたりから、意識の半分が拡散しているような感覚はあった。その拡散した部分がこの空間と繫がっていくのも感じていた。だからこそ、この空間の魔法陣を使うことができるとわかった。

　そして、意識の拡散が凄まじい速度で織おり音ねを侵しん蝕しよくしていった。雷らい蔵ぞうへの怨念がある意味で拡散を防ぐ役目を果たしていた。

　だが、それも一瞬だ。雷蔵を追撃する『魔狼コール』を破られ、黒こく衣いを破られ、織音はさらなる一手をこの空間に求めた。

　その結果、織音は雷蔵さえもまだ見つけていない、この空間の深奥に意識の一端を触れさせることとなった。

　そこに、なにかが在った。

　あるいは居た。

　大和魔女たちが創案し、工夫してきたヤマトルーンの全てを記憶し、ヤマトルーンとその他の魔法文字を組み合わせて作った魔法陣たちを記憶してきたこの空間の中枢に居座るなにかに、織音は触れた。

　それこそが、雷蔵の言うリコン・バフォメットなのかもしれない。

　だとすれば……

「リコン・バフォメット！」

　意識の声で織音はその存在に呼びかけた。

「力が要るんだ！」

　強く、呼びかける。

「ここにいるみんなを助けるために、家族の仇かたきを討つために！」

　魔女狩りの災禍を逃れた魔女たちが、日本の地で大和魔女というものに変化してこの時代まで生き残ってきた。

　そんな歴史の重さは、家族に不幸を呼んだ災いでしかなかった。

　だけどあの日を除けば辛いばかりではなかった。大和魔女の魔法は母と姉と自分との家族の繫つながりを強くしてくれていた。魔法とは縁がなかった父がときどき寂しそうだったけれど、大和魔女でなければ母と出会わなかったと笑っていたので、きっとこれでいいはずなのだ。

　大和魔女という言葉は織音の家族ができあがるために必要な要素だ。なければなんて考えられない。

　織音の幸も不幸も大和魔女という言葉が基礎にある。

　その先に、この空間があり、リコン・バフォメットがあるというのなら……。

「おまえが、僕たちを繫げたんだ！」

　だから。

「力を貸せぇ！」

　織音は叫ぶ。

　その叫びが届いたからなのか。

　あるいは雷らい蔵ぞうが見抜いたなにかのためなのか。

　織おり音ねに、変化が訪れる。




　織音の意識の声は、雷蔵には聞こえない。

「こいつも連れて帰れば完璧か？　だが、な……」

　雷蔵は、己の内側を走った閃ひらめきを疑うことはなかった。

　この大和魔女……いや、大和魔女の魔法を使う特異な少年を連れ帰れば、成功報酬は確実に跳ね上がる。

　うまく立ち回れば、それどころではない恩恵もあるかもしれない。

　成功を前にした油断……雷蔵の判断を鈍らせたこの瞬間は、まさしくそういうものなのだろう。

　そして、必死に防衛に専念している側は、決してこの油断を見逃すことはない。たとえ見えていなかったとしても、必死な者の間断なき行動はその隙間に一手をねじり込む。

　雷蔵の目がほんのわずか、織音から離れた。

　そして目を戻したとき、すでに変化は終わっていた。

「はぁ!?」

　雷蔵は目を疑う。

　ついさきほどまで、そこには全裸に剝いてやった少年がいたはずだ。

　そのはずなのに、そこにあるのは渦巻くように揺れる黒い靄もやだった。

　雷蔵が放ったはずの魔法陣を食らう光……『蝕虫ワーム』もいなくなっている。

「まさか……」

　欲深い計算の隙を突いて現われた黒い靄は瞬く間に一つの形に変化する。いや、その形を取り戻した。

　黒こく衣いという形を。

　そしてそれを纏まとう一人の大和魔女の姿を雷蔵に見せつける。

「てめぇ！」




　グリモアコートより…………。




　激げつ昂こうする雷蔵を無視し、織音は自らの周囲に魔法陣を展開していく。

　奴の手札が尽きたかどうか、それを心配するよりも先に自らの手を積み上げていく。

　それが、唯一の正解だ。




　……以上の魔法陣を選択、『軍狼焰舞コール・フアイア』発動。




　織おり音ねの周辺に現われた無数の魔法陣が一斉に割れ、連なり編み上げられた現象が顕在化する。

　それは無数の狼おおかみだった。違うのは先ほどのような黒毛ではない。燃え盛る炎でその身を守る焰えん毛もうの狼だ。

　焰えん狼ろうの群が雷らい蔵ぞうに襲いかかる。

「いけぇ！」

　逃げることはできない。告死の魔法を備えた焰狼の群れは雷蔵をその牙で捕らえるまで止まることはない。

　炎の群が雷蔵の姿を覆い隠す。

　その瞬間、織音の興奮した頭に死という言葉がよぎった。

　自らの死ではない。雷蔵の死だ。

　殺すということだ。

　それでいいのか？

　殺してしまっていいのか？

　母を殺し父を殺し、姉に一生の傷を負わせ、それを悔いた様子もない。

　家族の仇かたきを討ち、織音の心にのしかかる暗い影を払う。そのためにこの男を殺すことを、誰が責める？

　いや、他人の責めなんてあったところで気にする必要はない。織音は自分の正義を声高に主張できる。

　だけど……だけど……。

「くそぅ！」

　苦く悶もんの末、織音は掌を握りしめる。

　突然、雷蔵に群がっていた焰狼たちが動きを止め、包囲に変更した。

　本来ならばこんなことはできない。魔法は魔法陣に必要な魔力が注がれた時に発生する。それはつまり、指定された目的を達成させるための魔力がすでに注がれているということになる。

　だが今回は、告死の魔法陣が積まれている。目標への再設定が可能な告死から焰狼たちを操ることができた。

「…………」

　すでに、雷蔵はかなり火傷を負い、意識があるのかどうかも怪しい。

　だが、生きてはいる。

「それでいいのです」

　虫の息の雷らい蔵ぞうを見下ろしていると、優しい女性の声が背中にかかった。

　振り返る必要もないこの声は学長だ。

「目には目をという言葉がありますが、相手に同じことをやり返すということは、結局、相手と同じになるということです。あなたはそれでいいのです」

　いいものか！

　言葉の代わりに拳を握りしめる。織おり音ねは振り返らなかった。焼け焦げた雷蔵が学長の魔法によって運ばれていくのを見守ることもしなかった。

　やり遂げたという達成感はなかった。

　いまはただ、環たまきたちの顔が見たいなと思った。





エピローグ




　夜が明けても雷蔵の残した爪痕はしばらく生徒たちの心に残った。

　雷蔵の罠わなを解除するために学院中を駆け回った生徒や職員たちは疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなり、翌日はほとんど動けないという有様だった。

　その他、破壊された結界の修復や学院施設に侵入しているであろう外部からの探査魔法の捜索なども含め、生徒たちには一週間、寮での自主学習が言い渡された。

　もちろんそれは宮といえど変わりなく、とくに一年生の若わか宮みやなどは大きな仕事が任されることもなく、若宮寮で静かに時間を潰すこととなる。

　織音は静かに時間を過ごしていた。

　勉強をし、本を読み、あるいはリビングのソファで考え事に沈む。環やルカが話しかけても上の空で返すばかりだ。

　以前にお茶会もした応接間で織音は読書に勤しんでいる。読んでいるのは環が借りてきていた『神話大全』だ。

　そんな織音の姿を環とルカもまた静かに見守っている。

「若宮、元気がないね」

「うん」

　二人の顔には心配の文字が浮かんでいる。

　すでに織おり音ねから大まかな話は聞いている。家族の仇かたきだった根来ねごろ雷らい蔵ぞうは倒し、学院長が引き取ったという。

「ぜんぜん、うれしい顔をしないのですね」

　織音の横顔を見ながら環たまきは呟つぶやいた。

「せっかく、仇を捕まえることができたのに」

　環は復ふく讐しゆうを果たしたいというような強い気持ちを抱いたことがない。

　だから、それが達成されたときの感覚もよくわからない。

　解放された気持ちにはならないのだろうか？

　それとも、まだ気持ちの整理が付いてないだけなのだろうか？

　もう少し時間が経てば、復讐に駆られていた気持ちを宥なだめて、常とこ夜よ坂ざか女学院での暮らしを楽しもうという気になれるのだろうか？

　クラブを見学したとき言っていたように、環たちと一緒にここにいてくれるのだろうか？

　でも、もしかしたら、いなくなってしまうかもしれない。

　なにしろ織音は、本当は……なのだから。




　二人はキッチンに移動していた。お湯を沸かす。お茶の誘いをすれば、織音もこちらを見てくれるかもしれない。

　そっとしておくことが一番なのかもしれないけれど、どうしても心配になる二人だった。

「あの人、どうなるのかな？」

　お湯が沸くのを待っていると、ルカがぽつりと呟いた。

　あの人というのは、織音の仇のことに違いない。

「警察に連れて行かれるのではないのですか？」

　どう考えたって雷蔵のやったことは犯罪だ。

　呪いや魔法は因果関係が立証できないから罪に問えないなんて都市伝説があるけれど、そんなことはない。魔法で犯罪を行っても、ちゃんと犯人を特定することができる。そのために警察には魔法専門の捜査組織だってあるのだから。

　それに、雷蔵のやったことで怪我人だって出ているし、学院に押し入ったやり方なんて器物損壊を超越した過激さだ。

　これで罪に問えないはずがない。

「被害報告を出せば、だけど」

「え？」

　ルカの言い方には、不吉な空気が混ざっていた。

「被害が魔法使いだけにとどまってるなら、普通の警察には連れて行かれないかも」

「そうなの？」

「わからないけど」

　言葉を濁したけれど、環たまきにはルカがなにかを隠したように聞こえた。

　そうだ。

　根来ねごろ雷らい蔵ぞうが織おり音ねの家族を不幸にしたり、魔道館を爆発させようとしたり、結界を無理矢理破って押し入ったりしたのは、決してあの男一人の欲望のためではない。

　多くの大魔法使いが警告した魔法の混乱期のために、いままでのことはあった。

　そしてまだ、そのときは訪れていない。

　つまり、これからもまだ、あんなことが起こり続けるかもしれない、ということ？

「あんな人のことより、若わか宮みやよ」

　自分の考えにぞっとして、環はあえてそれを無視した。

「うん」

　ルカも深刻な顔で頷うなずく。

「織音、ちゃんとここにいるよね？」

　ルカが言いたいのは、環が以前に心配していたものと同じだ。復ふく讐しゆうという織音の目的が遂げられてしまったらここからいなくなってしまうのではないか？　そう心配しているのだ。

「いますよ」

　そうは言ったものの、環だってついさっきその心配がよぎったばかりだ。

　なにより、環はルカよりも一つ多く、織音の秘密を知っている。それだけに心配していることが現実になる可能性が高いこともよくわかっている。

「…………」

「…………」

　そんな心境だから、二人はお互いに顔を見やって動きが止まってしまった。

「なにしてるの？」

　そんなタイミングでいきなり声をかけられた。

『ひゃあっ！』

　二人揃そろって跳びはねる姿を、織音が目を丸くして眺めている。

「お、織音さん」

「ど、どうしたの？」

「ん、喉が渇いたからキッチンに来たんだけど。もしかしてお茶淹いれてた？」

「あ！」

　沸かしたお湯は気が付いたら冷めていた。

　すぐに沸かし直し、そのまま三人でお茶会ということになった。

「あの、若わか宮みや様」

「うん？　なに？」

「あの、大丈夫ですか？」

「大丈夫だよ」

　織おり音ねは少しだけ首を傾げたけれど、すぐになにが言いたいのかわかったのか微笑んだ。

「ちょっと疲れただけだよ」

「若宮、辞めたりしないよね？」

「大丈夫、辞めないよ」

　ルカのすがるような言葉にも苦笑を返す。

「宣誓もしてるし、この結界だし、辞めようにも辞められないって」

　そうして、環たまきにこっそりと目線を飛ばしてくる。

　きっと、『この前も言ったでしょ？』ということに違いない。

　だけど、ルカの心配顔は消えなかった。

「宣誓を翻すのだって、結界を破るのだって方法はあるよ。魔法は万能じゃない」

「え？　そうなんですか？」

「しないよ、そんなこと」

　ルカの言葉が噓うそではないことは織音の笑みの質を見ればわかる。苦笑のようで、でも環やルカを見る目は優しい。

　ルカの言葉も噓ではないし、織音自身の言葉も噓ではない。

　そう言いたいのだとは、思う。

「本当ですか？」

　それでも心配だから聞いてしまう。

「うん、だって、まだ……」

　そんな環に、織音はなにかを言いかけて止めてしまった。

「まだ？　なんですか？」

「うん。それより、この自習って本当に一週間で終わるのかな？」

　あからさまに誤魔化されてしまって二人は目を合わせた。

　どうして隠したのかはわからない。

　だけど、すぐには話してくれそうにないことだけはわかった。

　その後、環は織音から『神話大全』を返してもらった。

「織音さん、なにを調べていたのかしら？」

　ちょっとした興味で環はそう思ったが、すでに閉じられてしまった本からそれを探し出すのは不可能に近い。借り物の本に付箋があるわけもないので、環たまきはすぐに諦めてしまった。




　だが、織おり音ねはその本から見つけていた。

　雷らい蔵ぞうの言っていた、『レオナール』の名前を。

　そこにはこう説明が書かれていた。

『サバトの総帥』と。





†　　　






「つまり、僕がここに来ることは最初から決まっていたってことなのか？」

　サバトの総帥、つまりは新たなリコン・バフォメットとして、大和魔女たちの魔法の根幹を継ぐ者として、ここに差し向けられたのか？

「最初から、こうなるように仕組まれていたのか？」

　織音は問いかける。

　交流館に織音の姿は移動していた。

　他に人の姿はない。誰もいない交流館の中で、古い時代を思わせる黒電話の前で、織音は問いかけた。

「姉さん」

　電話で繫つながっているのは、姉の綾あや音ねだ。

「……そう。わたしは間に合えなかったのね」

　そう呟つぶやいた綾音の声は沈んでいて、そして残念そうに聞こえた。

「やっぱり、知っていたんだ」

　驚かない姉に、織音はやはりと思った。

　哀しさが胸に溢あふれて止まらない。

　信じていた姉に騙だまされていたなんて。

「なんで、言ってくれなかったんだ」

「秘密だったからだよ、織音」

　そう答えたときには、姉の声質はもう元に戻っていた。

　微かに感じられた動揺も、もう感じられない。

　姉の顔に冷たい仮面が嵌はめられたのを、織音は感じた。それは織音との間に生まれた壁だった。その厚さは現実の距離よりもはるかに強固に二人の間を阻んでいる。

「だからっ！」

　その壁を破りたくて織音は叫んだ。

「本人にも、だよ」

　だけどその壁の向こう側から動くことはなさそうだった。返事は冷たく、感情は理性によって消されてしまっている。

「君本人にも、教えるわけにはいかなかった」

「どうしてさ」

「秘密を守るには、秘密を知る者が少ない方がいいのは当然でしょう？」

　その道理はわかる。

　だけど、筋が通ることと納得できることは決して同一ではない。

「でも！」

　だから織おり音ねは叫ぶ。

　叫ぶことで綾音の理性を取り除こうと、叫ぶ。

　それはまるで、駄々をこねる幼児のような行為なのかもしれない。

「君は素直だからね。抱える悩みは少なくしておきたかった」

「それでも、言って欲しかったよ」

「……君には、どうしてもそこに行ってもらわなければならなかったからね」

「僕が必要だから？」

　大和魔女を存続させるための道具として、織音はこの場所に遣わされたのか。

　そう考える哀しさが、織音の目に熱をこもらせる。

「君の場所を作るためだよ」

　だけど、綾音はそれを否定した。

「こんな時代だもの。たとえ誰に喋しやべらなくとも、いずれ、織音のことは知られてしまう。学院の外では君を守りきることはできない。だけど、学院でなら君はある意味で無敵になれる」

　そうかもしれない。

　雷らい蔵ぞうとの戦いを思い出して、織音は震えた。とてつもない魔力と知識が全身を駆け巡るあのときの感覚を思い出せば、無敵と言ってもいいかもしれない。

　過去に意識が飛んだ織音を、綾音の声が引き戻す。

「君の敗北が、そのまま大和魔女の敗北になる。君がレオナールとして認められ、リコン・バフォメットを継承することができるならば、の話だけれど」

「僕の場所って……そういうことなのかい？」

　レオナールの資質を持って生まれた織音を守るための場所。

　だけどそれは、大事なものをしまう箱のようなものだ。もう出さないと固く閉ざされた金庫ではないのか？

　織音をもう二度と出さないようにするための場所が、ここではないのか？

　そんな場所しか、織おり音ねがいられる場所はないのか？

「……それももちろん。でも、もう一つの意味も大事だよ」

「もう一つ？」

　これ以上、なにがあるというのか？

「君がいても良い場所を、ちゃんと用意しておきたかった」

　そう言ったときの姉の声には、氷の仮面は嵌はめられていなかった。温かく、苦かった。姉の生の感情が受話器を通して織音の耳に届き、湿った言葉が織音の頭を抱えたように感じられた。

「姉さん」

「わたしの体のことはもう承知でしょう？　叔母さんは一般人だ。巻き込むわけにはいかない。わかるでしょう？」

「……うん」

　二つの意味で織音は頷うなずいた。

　姉の体……雷らい蔵ぞうが襲ったあの事件で負傷して以来、姉は病弱の身となっている。その病状は現在まで一進一退を繰り返し、ジリジリと悪い方向に追いやられつつあった。

　そのために、姉も織音も暗い未来が実現しつつあることを肌で感じていた。

　そしてもう一つの意味は、そのままだ。織音たち姉弟の保護者となってくれている叔母は魔法の世界とは縁のない一般人として生きている。

　彼女に迷惑が及ぶようなことは、したくない。

「わたしたちはもう元の場所には帰れない。だけど、帰っても良い場所を作ることはできる」

「それが、ここだって？」

「そこで、あなたが作るのよ」

「姉さん？」

「どうせみんな、大人になればなにかにならなくちゃならないのよ。あなたの場合、それは決まってしまっていた。それが幸せなことなのかどうか、わたしにはわからない」

　姉が遠くを見ている姿が、織音の脳裏に浮かんだ。

　以前から、ふとした瞬間にそんな様子を見せていた。自分の体のことを思ってのことなのかと思っていたけれど、もしかしたら織音のことも含まれていたのかもしれない。

「だけどきっと、それは始まりでしかないのよ。幸せかどうかを決めるのもそれからのことなのよ。あなたならそこで幸せになれる。そうでしょう？」

　幸せ。

　それがどんなものなのか、織音はわからなくなってしまった。

　この学校で大和魔女として性別を偽りながら暮らし、そしてその中枢に据えられてしまう。

　そこに幸せはあるのだろうか？

「姉さん、僕はまた、姉さんに会えるよね？」

　幸せと聞いたとき、織おり音ねの頭に浮かぶのは家族の姿だった。失われた家族の帳尻を埋めるために、織音は雷らい蔵ぞうを追って常とこ夜よ坂ざか女学院に潜入した。

　そしていま、綾あや音ねは自分の死を予感していることをほのめかしている。

　綾音亡き後のことを考えて、織音をここに送り込んだように思えてならない。

　その優しさが、辛い。

「そうなるように、わたしもがんばるわ」

　その言葉に宿る虚しさがなくなることを祈らずにはいられない。

　だけど、祈ってばかりではだめだ。

「僕は、絶対に姉さんに会いに行くよ」

「そうね、待っている」

　虚しさを消すために、行動しなければならない。

「そこを出ても問題のない強さを手に入れなさい。織音」

「うん」

「待っているわ」

　綾音からその言葉を引き出せた。

　それはあるいはその場しのぎの言葉なのかもしれない。だけど、そう言わせることができた。

　その言葉が、きっと織音を支えてくれる。

　だから、その支えが失われないうちに、

「きっと、会いに行くよ」

　織音は誓う。

　そしてこの誓いは、きっと織音だけでなく綾音も支えてくれるはずだから。

「絶対に、会いに行くよ」
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あとがき




　好きなＬａｗ＆Ｏｒｄｅｒは犯罪心理捜査班。

　雨あま木ぎシュウスケです。

　近所のレンタルショップに置いてないんですけど、どうすればいいんでしょうか？　スカパーも深夜とか昼の二時とか、普段は微妙にテレビつけてない時間だったりするし、フールーにはシーズン１しかなかったし。

　そういうわけで、２０１５から２０１６の年末年始はぐだぐだとスカパーを見て過ごしました。いやまぁ、他にもしてたはずなんだけど、自分の記憶のメインはなんかそんな感じに。

　そんなわけでＬａｗ＆Ｏｒｄｅｒ犯罪心理捜査班の続きが気になってしかたがありません。

　他にもブラックリストとかアクエリアスとかも気になります。まとめて見たい！　とか思っていたらこのあとがきを書く前夜に見てしまったダークブルーもおもしろそうだ。

　海外ドラマっておもしろいですよね。

　そもそも自分はドラマや映画、実写の類は以前から海外のものの方が好きです。現実とは違うものを楽しむ上で、役者さんも自分とは違う人種というのが良いのかもしれません。

　それ以前に、子供の頃の○○洋画劇場とかで海外映画に染められた影響かもしれませんがね。

　あ、時代劇は別です。




　それはともかく『グリモアコートの乙女たち』二巻です。

　いかがだったでしょうか？

　大和魔女を目指す女の子たちが、女の子同士でいちゃこら楽しく、それでいて学園内であれやこれやと進行していくというお話にしております。

　今回は若わか宮みやとなった織おり音ねが、その地位に慣れるために先輩に難問を押しつけられて……という感じになっております。

　あとがきから読む派の人はいまからレジにゴー。




　前巻に引き続き織音たちをかわいらしく描いていただいたかわく様に感謝を。

　そしてこの作品を楽しんでいただけた全ての読者様にも、ありがとうございます。




　それでは、次のときまで。





雨あま木ぎシュウスケ
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本作品は、二〇一六年二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







グリモアコートの乙女おとめたち２




二〇一六年三月一日発行

雨あま木ぎシュウスケ

©Syusuke Amagi 2016


発行者　清水保雅

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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